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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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57　何もしないのはＮＧ










　ネックスの中から引っ張り出したものを剣でみじん切りにして、残った隕石も粉々に砕くだいて、塵ちりへと帰した。

　周りを見回す。

　隕石そのものも、そこから出てきたヤバイものも。

　全てを消し去ることが出来た。

　後は……このネックスだが……。

　ざっ、ざっ、ざっ。

　静かだが、人ひと気けのない野外にあって一ひと際きわ響く足音。

　振り向くと、ショウとその他二人――見た感じ側近らしき男がやってきた。

「さすがだな、もう片付いたか」

「まあこんなもんだ。後は任せていいですか？　……こいつも含めて」

　そう言って、足元で倒れているネックスをさした。

　外傷はないし、多分大丈夫だろう。

「分かった。後は引き受けた」

「ちなみに」

　俺はつかつかとショウに近づき、顔を寄せる程迫った。

　ショウはいきなりのことに気け圧おされて、上体をわずかにのけぞらせた。

「な、なんだ」

「約束通りこれは殿下の功績にして下さい」

「ああ、もちろんだ」

「俺には何もしないで下さい。十字勲章もなしです」

　今までのこともあって、俺は念を入れてそこを強調した。

「今回の件で俺には何もしないで下さい。本当に」

「分かった分かった。本当に不思議な人だ君は。なんでそこまでひた隠しにするのか正直理解に苦しむ」

「人それぞれですよ」

「そうだな。それは尊重しよう、こちらから頼んだ訳だしな」

　ショウは頷うなずき、真顔で俺を見つめた。

「ショウ・ザ・アイギナの名において誓おう。今回の件、君が関与することは何もしないと」

「ありがとうございます」

　そう言って頭を下げる俺。

　ここまで言ってくれたら……大丈夫だろう。

　王族がフルネームを名乗った上で立てた誓いは重い。

　何もしないという言げん質ちを取れたのはよかった。





☆






　ショウは約束を守ってくれた。

　俺にはどころか、ショウ自身が何かをしたとかそういう話もなく。

　そもそも隕石が落ちたという噂うわさすら流れることなく、今回の一件は闇に葬ほうむられた。

　なんやかんやで若じやつ干かん警戒している内に蹴けり姫ひめ祭さいが終わって、俺は姉さんと一緒の馬車に乗って、領地のピンドスに戻っていく。

「――♪」

「どうした姉さん、やけに上機嫌だな」

「ふふ、ヘルメスが祭りで大活躍したのです。ピンドスにもどったらそのことをミミスに言ってちゃんと広めさせなければ」

　俺は苦笑いした。

　あれはついやってしまった。

　ネックスが腹立たしくて、恥はじをかかそうと思って、ついついやってしまった。

　今にして思えばもっと他にやりようがあったんじゃないか、とも思う。

　が、やってしまったことは仕方ない。

　俺は少し考えて。

「伝統ある蹴り姫祭だし、そりゃ全力でやるさ」

　といった。

　結果としては同率一位。

　それを全力だったと喧けん伝でんすれば、ある程度は誤ご魔ま化かせる。

　それに、これが「普通」だ。

　あの蹴り姫祭では、参加した貴族は全員名誉のために全力を出し切った。

　俺も全力を出した、と主張するのがむしろ普通ではある。

　だからそう言って姉さんが広めようとする内容の誘導を試みた。

「ヘルメス……」

　姉さんは驚き、直後に瞳を潤ませて感動しだした。

「やっと、ヘルメスも分かってくれたのですね」

「まあ、時々な」

「ええ、時々でいいのです。これからもちゃんと本気を世の中に見せて下さいね」

「気が向いたらな」

　最後はそう締めたが、それでも姉さんは満足した様子で、上機嫌で鼻歌を歌い続けた。

　そんなに嬉しいものなのか？　俺が本気を出して世の中に認められるのって。

　まあ、だからといってあえてやることはないがな。

　だって面めん倒どう臭くさいし。

　でも、よかったよかった。

　隕石の件はショウが何もしないでくれてるし、祭りの件は姉さんが貴族として当たり前の広め方で留めてくれる。

　ここ最近では珍しく、色々順調な方だ。

　これなら――

「そういえば……あっちの件はどうしますか？」

「どの件？」

「隠さなくてもいいですよ、隕石の件です」

「ファッツ!?」

　変な声が出てしまった。

　なぜ姉さんが隕石の件を？

「噂になってますよ？　王都の周りに隕石が落ちてきて、それをショウ殿下が排除したんだけど、実はヘルメスが汚い手でやった……という噂が」

「な、なんだその噂は」

「ネックス男爵があっちこっちで言いふらしていることなのですけれどね？」

「あいつが!?」

「男爵はヘルメスが汚い手をつかった、と言ってますけど、具体的に何がどう汚いのかは言えないでいるのよ」

　そりゃそうだ。

　汚い手なんて何も使ってないからな。

「ただ、噂がでて、それでいろんな人が確認したら。確かに隕石があって、秘密裏りに処理されたのです。で、それをしたのがどうやらショウ殿下……でも、痕こん跡せきはヘルメスあなたのもの」

　げっ。

　痕跡を調べられたのか。

　ああもう、ネックスのヤツ。

　あいつが言いふらさなければ、だれも痕跡を調べに行かなかったのに。

「でもショウ殿下はこの件に関してはまったく沈黙していて、誰が聞いても何も話そうとしないのです」

「おぉ……」

　ちょっと感動した。

　ショウ、俺との約束を守ってくれたんだな。

「ショウ殿下がなにも話さないから、噂がいろいろ飛びかってるのです。一番新しいものは」

「新しいものは？」

「殿下が祭りの最中だから人知れず処理しようとしたら、力及ばずピンチになった。それをヘルメスが颯さつ爽そうと助けた」

「ええっ!?」

「秘密裏にかたを付けようとしたら失敗して助けられた殿下は、恥ずかしさに口を閉ざしている、というのが最新の説よ。その殿下が手を焼いたのを助けたヘルメスが実はすごいのかも？　とも」

「えええええええ!?」

「あっ、ネックス男爵は今でも『汚い手』を連呼してますけど、祭りで恥をかいた腹いせという説しかないですね」

「あっ、そっちはどうでもいい」

　マジでどうでもよかった。

　というか……そんな噂になってるのかよ。

「殿下が沈黙を守れば守るほど噂の信しん憑ぴよう性が上がっていってますね」

「うがっ[image: !!!]」

　なんてこった！










58　太っ腹なご当主










「聞いておりますかな」

「どわっ！」

　目の前が急にミミスのドアップになって、俺はひっくり返るくらい驚いた。

　謁えつ見けんの広間、執務の真っ最中。

　直前までつらつらと何かを報告していたミミスがいきなり目の前に迫ってきた。

「な、なんだよミミス」

「ご報告を聞いてましたかな」

「聞いてた、聞いてたぞ」

「では私が今申し上げました内容を教えて下され」

「え？　えっと……」

　答えられなかった。

　ぶっちゃけ上の空で、聞いてなかったのだ。

　俺が答えられずにいると、ミミスはため息をついた。

「仕方がありませんな。重要なことなのでもう一度申し上げます。塩湖の税収見込み額です、しっかりと聞いていて下され」

「いや数字を言われてもよく分からん、何か分かるようにたとえてくれ」

「ふむ。ではたとえますが、ざっくり倍ですな」

「は？」

「カノー家の税収、それが倍になりますな」

「そんなにか!?」

　さすがに驚いた。

「そんなにです」

「へえ、塩税は美味しいって聞くけど、本当なんだな」

「何をおっしゃいますやら」

　ミミスは呆あきれたように、冷ややかな目で俺を見た。

「え？」

「これほどの額になったのは、ご当主が編み出した精製法の効率あってこそ。最近では塩の精錬魔法の使い手がぞくぞく見つかり、これからも効率、そして純度も上がっていく見込みですぞ」

「お、おう」

　ミミスは言った後、感心した目になった。

　その後ろに控えている他の家臣たちも、同じように尊敬の眼まな差ざしで俺を見た。

　税収を倍にした神の一手だしな。

　ほっとくとまたやっかいな話になりそうだから、話をそらすことにした。

「金で思い出したけど、蹴けり姫ひめ祭さい、あれは結構金が掛かるよな」

「うむ？　さようでございますな。しかし国の威信のためには毎年やらねばならんことですな」

「財政を圧迫しないのか？」

「たとえそうだとしても、どうにかやりくりして開くもの、それが王族の……まあ務めのようなものですな」

「へえ」

　王族って大変なんだな。

「貴族ってそういうのはないのか」

「似たようなものがございますぞ」

「お？」

「我がカノー家にも過去に似たようなものがございましてな。毎月、子供たちを招いて、ごちそうを振る舞う行事がございました」

「子供を？」

「初代様は大の子供好きと記録に残っておりますな」

「へえ」

　それは意外だ。

　今まで聞いた話では、初代は剣ばかりが強い剣術馬鹿だったんだが、イメージが変わりそうだ。

「にしても子供か……それ、やってみるか？」

「と言いますと？」

「過去の当主もやってたことなんだろ？」

「ええ、そうですな」

「だったら俺もやるよ。子供にごちそうなんだろ？」

　俺のマイブームは「普通」だ。

　カノー家は俺が継ぐまで男爵だった。

　つまり、貴族の中でも割と平凡な方だ。

　その平凡な先祖たちと同じことをやるのは「普通」への第一歩だ。

　この場合、普通は普通でも、貴族としての普通、というのが大事だ。

「分かりました、お任せ下され」

　ミミスはドンと胸を叩き、頼もしそうに答えた。





☆






　数日後、同じく謁えつ見けんの広間、執務の時間。

「先日のご命令の件ですが」

「うん？」

　いつものように半分聞き流していたが、意識をミミスに戻した。

「命令って？」

「子供を招待する件ですな」

「ああ、それか」

「領内から千人ほど、子供を招くこととなりました。これが各地から上がってきたものをまとめたリストです」

「そうか――って千人!?」

　リストを受け取りかけて、びっくりして手が止まった。

「はっ」

「なんでそんな」

「過去のご当主が実際に行ったときの名目ですが、勉学などに秀でた子、あるいは純粋にいい子、などを領内の村々に推すい薦せんさせました」

「ふむ」

　まあ当たり前の条件だな。

「するとたくさん上がってきたのですな。条件が条件です、招かれれば、領主に認められるという名誉になりますな」

「なるほど」

「なので、せっかくですから全員招いてしまおうと。せっかくですし、ご当主が太っ腹なのを示すいい機会かと」

「余計なことを、いやまあいいけど」

「ちなみに過去同様、ご当主のポケットマネーという形にしました」

「ポケットマネー？」

「お小遣いで子供たちを招いたという形ですな。始めたのが二代目、初代様のために、まだ家を継ぐ前のことですから」

「だからポケットマネーか」

　俺はリストを開いた。

　リストには名前の他に出身地と、ざっくりとした理由が書かれている。

　大半がありきたりな子供の褒ほめ方なので、適当に流し読みした。

「これにより、ご当主様を皆称たたえておりますな」

「……は？　なんで？」

「ポケットマネーで千人の子供を招待してごちそうを振る舞うなんて太っ腹、ということですな。しかも毎月」

「……いやいや、伝統だろ？　前例があるんだろ？」

「ですが、既に途絶えて久しく。もはやそれは歴史の中の出来事、大半の民にとっては、ご当主様が思いついたこととして、ご当主様を称えておりますな」

「おおぅ……」

　そうなってしまうのかよ……はあ。










59　剣豪国王










「またダフネに会いに来てくれたんだね、ありがとう」

「ももももちろん、いつでも何度でも会いに来るよ」

　娼しよう館かんの中、国王あらためキングは、ダフネの手を取って、面白いくらい口くち籠ごもっていた。

　というか、ものすごく犯罪臭のする光景だった。

　片や普通にしてれば立派な中年のキング、片やエルフとドワーフのハーフで、見た目１３０センチで人間に直せばまだ10歳という幼さのダフネ。

　そして、娼館という空間。

　犯罪臭がきつすぎる組み合わせだ。

「だからダフネ姉さん１００歳超えてるってば」

　俺の横にいるオルティアが突っ込んできた。

「だから心の声につっこむなって」

「だからヘルメスちゃん顔に出るんだってば」

「むっ」

　前もそう言われたが、本当にそうなんだろうか。

　もしそうなら……ちょっとショックだ。

　そうこうしているうちに、キングとダフネが階段を上がり、部屋に消えていった。

　オルティアの部屋はダフネの部屋の隣だから、俺たちもゆっくり階段を上がった。

「でもありがとね、ダフネ姉さん、すっごい喜んでるよ。ものすごいリッチなお客さんありがとうって」

「そりゃそうだろうな」

　何しろ相手はアイギナの国王だ。

　あの様子だと「王様の国ちょーだい」って可愛かわいくねだったら差し出しかねない勢いだ。

　多分、普通の娼婦には目が眩くらむほどの大金を渡していると思う。

「やっぱり客って貴族だよね、ってダフネ姉さんいってた」

「そうなのか？」

「うん。普通のお客さんは普通の料金払っておしまいだけど、貴族様は余分にくれるしね。あたしが聞いた話だと、お金を忘れた貴族様が娼婦にお金を借りて払ったら、次の日その十倍にして返したんだって」

「へえ」

「でもって、それは娼婦に直接お金を渡したいからの小芝居だって。借金の返済なら店が中抜きするとかないもんね」

「へえ、色々あるんだな」

「ヘルメスちゃんはそういうの、詳しくなさそうだもんね」

「悪かったな」

　実際詳しくないのだから、しょうがない。

　それに、知っていたとしても、やりたくない。

　オルティアが今言ってるように、そこまでやったことは間違いなく噂うわさになって、挙げ句の果てには尾ひれがついたりするからだ。

　俺は普通に、料金払って通い詰める。

　もう暫しばらくしたら、オルティアが望むなら身請けする。

　そういう「普通」でいくことにする。

「そういえば、最近ヘルメスちゃん、剣を提さげてることが多くなったね」

「ん？　ああ」

「なんでなの？」

「なんとなくだ」

　というのは噓で、隕石対策だった。

　ショウとの一件で、あの隕石はまだ正体不明だが、どこかの誰かの陰いん謀ぼうであることがほぼ確定した。

　そして調べてもらった結果、隕石の件を「解決」した回数は俺が国で一番多い。

　他は全員回数が「１」だったり、それも個人じゃなくて団体で解決するのが多い中。

　俺だけ二回、兄貴たちがやられたのを入れると三回だ。

　この先何も起こらないとは考えにくい、いざって時のための用心として、剣を持ち歩くことが多くなった。

「ねえねえ、それで何かやってみてよ」

「何かって？」

「剣は得意なんでしょヘルメスちゃん。そういう顔してるよ」

「どういう顔だよ」

「ねえやって。一生のお願い、ねっ」

「おまえの、一生の、お願いは何個あるんだ」

「いたたたた、反対、ウメボシ反対」

　部屋に向かいつつ、歩きながら拳こぶしでオルティアのこめかみをグリグリする。

「もう、ヘルメスちゃんの意地悪。ちょっとくらいいいじゃん」

　オルティアはちょっとすねた。

　カラッとしている性格のオルティア。

　すね顔も嫌みがなくて可愛いのだが。

「分かった分かった。じゃあ――」

　俺は周りを見て、何かちょうどいいものはないかと探した。

　もうすぐオルティアの部屋の前、ダフネの部屋の前。

　見慣れた娼館の内装で、目につくものはなかったが。

「ほら、あそこにハエが飛んでるだろ？」

「え？　あっ本当だ」

「ふっ」

　腰に提げてる剣の柄に手をかけて、抜き放った――

「そうだヘルメス、俺は今夜帰らない――」

　剣を振るったのと同時に、背後のダフネの部屋のドアが開いて、キングが顔を出した。

　俺が剣を振って、ハエの羽だけを斬きった瞬間、キングの顔色が変わった。

　ダフネにデレデレだったものから、一変して真剣な顔つきになる。

「ヘルメス卿きよう……」

「え？　な、なに？」

「余よと……立ち合え」

「……えええええ!?」

　盛大にびっくりした、何を言い出すんだこの人は。

　俺が驚いてる間に、キングは自分の腰に提げている剣に手をかけた。

「――むっ」

　驚きが吹っ飛んだ。

　剣に手をかけた瞬間、空気がさらに一変したからだ。

　今の気持ちを言葉にするとしたら、たったの三文字。

　出来る！

　キングは間違いなく一流の剣術の達人だ。

　構えと空気を見るに、ミデア以上なのは間違いない、剣聖ペルセウスとは……互ご角かくで勝敗は時の運、ってところか。

　間違いなく強い、なぜ？

「中ちゆう興こうの祖そセレーネ女王以降、アイギナ王になる者は全員、剣術が必修科目になっている」

　キングがそう言った。

　いや、その雰ふん囲い気き、必修科目レベルの話じゃない。

　才能ある人間が更に努力を積み上げてようやくたどり着ける領域だぞ。

　キングは剣を構えた――いやもはやキングじゃない。

「尋じん常じように立ち合え、命令だ」

「うっ」

　俺はパニックになった。

　どうしたらいいのか分からない。

　国王は立ち合いを望んでいる。

　遊びじゃない、本気での立ち合いを望んでいるのが顔に出ている、俺でも分かる。

　問題は本当に本気を出すべきなのかどうかだ。

　本気を出して倒してしまうのと、手加減して花を持たせるのと。

　どっちがいいのか、どっちが正解なのか、どっちがこの場合「普通」なのか。

　分からなかった。

　分からないまま――

「参った」

「え？」

　はっとして、我に返る。

　国王の剣がいつの間にか手を離れ天井に突き刺さってて、俺の剣の切っ先が国王の喉のど先さきに触れていた。

　完全に俺の勝ちだ。

　そしてそれは。

「さすがカノー家の血、その剣の腕前、世界一といっていいかもしれんな」

「あうあう……」

　迷いすぎてパニックになってる間に、またやってしまったみたいだ。
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60　剣神の再来










　やばいやばいやばい、ごまかさなきゃ。

　さすがに国王に剣で勝ってしまうのは普通じゃない、それははっきり分かる、普通じゃない。

　どうにかしてごまかさなきゃ。

　俺が軽く焦あせっていると、キングは小ジャンプして天井に突き刺さってる自分の剣を抜いて、着地とともに鞘さやに戻した。

　一連のスムーズな動き、かなりの達人であることが窺うかがえる動きだ。

　これくらいやれると知ってれば不自然でないレベルで負けられたのに。

　それに……騒ぎになってる。

　俺とキングの立ち合いそのものや、試合後の天井に突き刺さった剣という分かりやすい状況を見た客とか娼しよう館かんの人間がざわざわしてる。

　野次馬化して、ひそひそ何か言い合ってる。

　ますますまずい、本当になんとかしなきゃ。

「そう案ずるな」

「え？」

　キングは晴れやかな顔で俺を見ていた。

「私が何とかしよう」

「何とかって？」

　聞き返すと、キングはニカッと、白い歯を見せて笑った。

「お前は彼女と引き合わせてくれた恩人だ。悪いようにはしないさ」

　ダフネのことか。

　ダフネにデレデレだったり、国王なのにここに通い詰めてたりしてるキング。

　その現状を考えれば、「恩人」の二文字に説得力がある。

　どのみち俺はやらかした方だ。

「……お願いします」

　人前だから軽く頭を下げて、キングに全てを任せることにした。





☆






　数日後の早朝、謁えつ見けんの広間で執務を始める俺。

　ミミスが、他の家臣たちを引き連れて、満面の笑みでやってきた。

「おめでとうございます」

「「「おめでとうございます!!」」」

　ミミスが口火を切って、他の家臣たちが唱和した祝福の言葉。

　いきなりすぎて、何がなんだか分からなかった。

「どうした、誕生日はまだ先だぞ」

「いやはや、ご当主も人が悪い、そうならそうと前もって言ってくれればいいのに」

「なんの話だ？」

「先ほど、陛下からの勅ちよく命めいがとどきましたぞ」

　ミミスはそう言って、赤い布がかかったトレイを持ち出した。

　トレイの上に二通、国王の印で封をした手紙がある。

　……なんか悪い予感がするんだけど。

「なんだそれは」

「こちらは正式な文書、ご当主を陛下の剣術指南役として任命するという内容ですな」

「……はあああ!?」

　何それ!?

「あれ？　ご存じなかったのですかな？　これによると、陛下はご当主が剣を振るうところを見て、その腕前に感動して、指南役に命じる――とありますが」

「あぁ……」

　一応あのことは伏せてくれたんだな。

「もう片方は？」

「こちらはご当主だけに宛あてたものだとか」

「俺だけに？」

　手紙を受け取って、封を切って中身を取り出して読む。

『余よの師なら、余に勝ったことを気に病まなくてよいぞ』

　……。

　…………。

　見当違いの心配をされてた!!

　そうか！　国王陛下は知らないんだ、俺が実力を隠して生きてることを。

　それを知らなくて、俺が国王にあっさり勝ってしまったという「無礼を働いた」ことを心配してるんだって、勘違いしたんだ。

　それで剣術指南役という肩書きをくれたのか。

　はあ……まあしょうがない、やらかしてしまったのは事実なんだ、この程度で済んだのを喜ぶべきだ。

　また十字勲章が増えたし、子爵から伯爵に上がってしまうのを想像してたから、この程度で済んだことにほっとした。

「いやはや、とうとうここまで来られましたな」

「へ？　なにが？」

　ミミスがものすごく喜んでいた。

　下手へたをすると、男爵から子爵に上がる時よりも喜んでいる。

　なんで？

「剣術指南役ですよ。陛下の剣術指南、我がカノー家においては初代当主以来の栄誉」

「……あ、そうだった」

　中ちゆう興こうの祖その女王とうちの初代当主がそういう間柄だった。

「これは完全に初代を想起させる流れ、近いうちに『剣神の再来』と皆がささやき出すのでしょうな」

「……うそーん」

　やらかしたツケが、意外と大きくなりそうなことに、うなだれてしまう俺だった。










61　ごまかし










　朝の大食堂、俺と姉さんの二人が、メイドの給仕を受けながら朝食をとっていた。

　長いテーブルをはさんで向き合って座る俺と姉さん、その姉さんの様子がいつもとちょっと違う。

「なあ姉さん」

「はい、なんですか弟父様おとーとうさま」

「いつもよりニコニコしてるけど、なんかいいことでもあったのか？」

「ええ、ありました」

　姉さんは手を止めて、俺を真っ直ぐ見つめ、ニコリ、と微笑ほほえんだ。

　我が姉ながら魂を奪われそうな、素敵な微笑みだ。

「ヘルメスが陛下の剣術指南役に命じられたのが嬉しいのです」

「あぁ……」

　そのことか。

　姉さんは前々から俺に本気出せ本気出せ、その実力を全世界に知らしめたい、とか言い続けてきたからな。

　国王の剣術指南役ともなればその実力は太たい鼓こ判ばんを押されたようなもの。

「そりゃニコニコにもなるか」

「ヘルメスもようやく、分かってくれたのですね」

「そういうわけじゃないんだけどな」

「では？」

　小首をちょこんと傾かしげて、聞き返してくる姉さん。

「成り行きなんだよ、不ふ可か抗こう力りよくだった」

「……私はたまに思うのですけど」

「ん？」

「ヘルメスって、本気で隠す気はあるのですか？」

「グサッ！」

　胸にきた、思いっきりきたぜ。

　というか泣けてくるぜ。

　いやあるんだよ、ものすごくあるんだよ。

　隠したりごまかしたりする気は人一倍あるんだけど、何故かことごとく裏目に出るんだよな……。

「いや姉さん、それは――」

「分かってます。ヘルメスがやる気を出してくれているのは。指南役に命じられて以来、いつも帯剣しているみたいですしね」

「……」

　姉さんの指摘に反論できなかった。

　確かに、あれのちょっと前からいつも剣を持ち歩くようになった。

　だからそう思われても仕方のないところだ。

　俺は抗弁をやめて、黙々と食事をとることにした。

「ところで、ヘルメス、今日はどうするのですか？」

「ん？」

「執務の日ではないじゃないですか、何か予定は？」

「別にないけど」

「でしたら――」

「――ッ！　姉さん！」

　それは何の予兆もなく現れた。

　最初は甲かん高だかい音が鳴ったかと思えば、原因不明のプレッシャーが迫るのを感じた。

　それは俺にじゃなく、姉さんの方に向かっていた。

　原因に察しがつくと同時に椅い子すを蹴けっ飛とばして立ち上がり、姉さんに向かって突進。

　いきなりのことに驚く姉さん、そのままタックルして突き飛ばし、もみ合うように転がっていく。

　直後――ドォーン！

　天井を何かが突き抜けて、姉さんが座っていた所が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。

　隕石。

　手のひらに載る程度のサイズの隕石が、姉さんが座っていた所にクレーターを空けて、煙を上げていた。

「こ、これは……」

「来たか」

「え？」

　何事かと俺の顔を見る姉さん。

　直後、隕石から黒いものが滲にじみ出て、反応する間もなく俺と姉さんを包み込んだ。

　次の瞬間、世界が反転した。

　それまでいた食堂の見た目はそのまま、色合いが通常あり得ない色に変わってしまった。

　白が黒に、赤が緑に。
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　色が全て、反対のものになってしまった不思議な光景。

「こ、これはどうしたのですか？」

「……」

　無言で姉さんをかばいつつ、剣の柄に手をかける。

「……そこっ！」

　踏み込み一いつ閃せん。

　何もなかった空間が切り裂かれて、そこから何者かが現れた。

「――っ！」

　背中で姉さんが息を吞のんだ、気持ちは分かる。

　現れたヤツは頭と胴体と手足があって、ぱっと見人間っぽく見えるが、全身から滲にじみ出る空気は異い形ぎようそのものだ。

　直視に耐えがたい程の邪悪さを孕はらんでいる。

　かつて街道で始末したヤツの数倍は圧迫感が強い。

「くっくっく……よく気づいたな」

「何者だ、お前は」

「これから死ぬ者に教える必要はないだろう。だが誇っていい。お前がことごとく邪魔をしてくれたから、俺までかり出されたんだからな」

「……その口ぶりだと幹部かなんかか？」

「くっくっく、言ったはずだ、これから死ぬ者に教える必要はない、と！」

　瞬間、目の前のヤツの姿がブレた。

　とっさに剣を構えてガード、目の前に火花が散って金属音が耳鳴りを起こすほど響いた。

「ヘルメス！」

「大丈夫だ！」

　姉さんを一いつ喝かつして止め、ヤツと打ち合う。

　何度も鋭く弧この軌道を描いて打ってくるのはヤツの腕、紫色に曳えい光こうする鋭い爪だった。

　爪もさることながら、その手のひらも金属のように硬い。

　火花が出るほどの打ち合いを何度かした後、爪が頰ほおの横をかすめる。

「ほう、今のを避けるか。殺すつもりでやったんだが」

「やらせねえよ、俺が倒れたら次は姉さんだろ？」

「正しい、だが正しさを口にするには力がいるぞ」

　嘲ちよう笑しよう混じりの言葉に混じって、爪の速度があがって、軌道も一層エグくなった。

　打ち合いを続けているが、完全に防戦一方になった。

「ほう？　これも耐えるか、しかしじり貧だぞ。そのままでは人間、体力が尽きてしまうぞ」

「……くっ」

「これでとどめだ！」

　ヤツは叫んだ後、ここ一番、もっとも鋭くエグい爪を放ってきた。

　文字通り必殺の一撃、この一撃で決着をつける腹づもりだ。

　俺は打ち合う――振りをして剣を捨てた。

「なにっ！」

　初めて驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　そのまま体勢を低くして潜り込んで、指先を揃そろえた手刀でヤツの胸を貫いた。

『古いにしえに棲すみ、時を育はぐくむ、とこしえなる不変の存在。わが意に集つどい不浄を焼き尽くせ！　始原の炎よ！』

「貴様……剣士ではなかったのか」

　詠えい唱しようが完成し、灼しやく熱ねつの炎がヤツを包む。

　反転した世界で、隕石から現れた異形のものは炎上した。

「くっ……俺としたことが……油断した」

「……」

「だが……くっくっく、これで貴様の力の程は分かった。俺程度に苦戦しているようではな」

「……強がりはよせ」

「くっくっく……」

　そいつは笑った後、おもむろに自分の目に指をつっこんで、目玉をえぐり出した。

　そのまま目玉を天高く掲かかげると、目玉は炎とは違う、別の何かの力で消えた。

「これで……貴様の力は……くっく、っく……」

　最後に不吉な笑い声を残して、ヤツは炎に完全に燃やし尽くされ、跡形もなく消え去った。

　世界の色が元に戻り、食堂の外から慌ただしい音が聞こえてきた。

　隕石落下の騒ぎを聞きつけて、使用人たちが駆けつけようとしているようだ。

「へ、ヘルメス……」

「姉さん、大丈夫か？」

「わ、私は大丈夫です。ヘルメスこそ、大丈夫なのですか、今の私にも分かります、あのものは失敗しましたが、偵察の役割は果たしたことになったはずです」

「だろうな」

「どうするのですか、あの口ぶりだともっと強いものが――」

「姉さん、姉さんはさっき、俺が剣を持ち歩くようになったといったな」

「――来る、えっ？　ええ、言いましたが」

「隕石がらみでそろそろ目をつけられるのは分かっていた」

　俺は地面に落ちている、奇襲のために投げ捨てた剣を拾い上げ、無む造ぞう作さに振った。

　曳光が走る、その軌道はさっきのヤツのもので、さっきのヤツよりも速かった。

「……え？」

　それは姉さんの目からも分かったようだ――まあ分かるように振ったからな。

「そんなヤツ相手に、手の内を晒さらすつもりはない」

「えっと……つまり？」

　首を傾かしげて、聞き返す姉さん。

「俺はまだ、本気を出していない」

　姉さんは、はっとしてそのままほっとした表情を浮かべたのだった。










62　カノーは剣を選ばない










　アイギナ王国、王都レティム。

　宮殿の心臓部、玉座の間で、俺は片膝をついて国王に頭を下げていた。

「ヘルメス・カノー、召喚に応じ参上いたしました」

「おおう、ヘルメス先生。面おもてをあげよ、そなたはそのようなことをする必要はないぞ」

「いえ、これが本分ですから」

「堅苦しいな。余よも先生に弟子の礼をとらねばならなくなるぞ」

「うっ」

　言葉に詰まった、周りがざわざわした。

　国王の「先生」連呼によって、周りの大臣や貴族たち、俺の剣術指南役は飾りだけの称号じゃないっていうことがすり込まれた。

　すくなくとも国王はそのつもりだということが分かって、俺を見る目の色がさらに変わっていった。

　まずい流れだ、臣下として普通の礼法を守っていたのだが、それは悪い方向に向かっていってる気がする。

　国王が弟子の場合どういう態度をとったら普通なんだ？

　ううむ……分からん。

　分からないから、流れに身を任すほかなかった。

　立ち上がって、なるべくでかい態度にならないように、普通を装よそおって振る舞った。

「俺を呼んだのはどういうご用件なのでしょう」

　試しに若じやつ干かん砕くだけた口調にすると、国王がちょっとだけ機嫌をよくした。

「うむ、そなたにものを返そうと思ってな」

「返す？　俺は陛下に何かを貸した記憶はないんだが」

「厳密にはそなたのものではない。セレーネ様とそなたの先祖のことを知っているな」

「ええ、まあ」

「そなたの先祖は何本かの剣を残していった。以来、王家の剣術指南役になるものは、証あかしとしてその剣を提げていなくてはならんのだ。正装の一部というわけだな」

「なるほど」

「返すと言ったのは、もとがそなたの祖先が残したものだからな」

　国王はそういって、がっはっは、と豪快に笑った。

　なるほど、話は吞み込めた。

　ちょっとほっとした。

　つまるところはしきたりだ。

　しきたりなら守ってその通りにするのが一番。

　俺は無駄口を叩かないで、剣を普通に受け取ることにした。

　国王が手招きをすると、横から数人の使用人が出てきた。

　全部で三人、それぞれがワゴンのようなものを押してて、ワゴン一つにつき剣が一振り置かれている。

　つまりは三振り。

「陛下、これは……？」

「うむ、全てがそなたの祖先が残したものだ。その中から気に入ったのを一振り持っていくがよい」

「はあ」

　三振りから一振りを選べってことか。

　なんでまたそんなことを……と思ったらすぐに分かった。

　三振りははっきりと違っていた。

　見た目はそれほど違いはないが、一番左にあるのはそこそこの業わざ物ものだ。

　まん中のはものすごい存在感を放っていて、子供でも違いが分かるくらいの代しろ物ものだ。

　一番右は特に何も感じない、街中で売られている一山いくらの剣だ。

　コインのことを思い出した。

　カノー家当主就任の儀式、あの時一番力がいるコインを持って帰ってすごいって言われた記憶が蘇よみがえった。

　それと同じことなんだな？

　いや、決めつけるのは早い。

　なにかさらなる罠わながあるかも知れん。

「触ってみてもいいでしょうか」

「うむ、存分に比べてみろ。そして気に入ったのを一振り持っていくがいい」

「ありがとうございます」

　ワゴンに近づいて、三振りの剣をそれぞれ取って、比べてみる。

　さりげなく周りの様子を観察。

　大臣どもは固かた唾ずを吞のんで俺の様子を見守っているのがはっきりと分かる。

　やっぱり何か仕掛けてる。

　手に取った感覚は第一印象と同じだ。

　左がそこそこの力――しかも魔力が付与された業物だ。

　まん中のはおそらく「伝説の」という枕まくら詞ことばがつきそうなものすごい剣だ。

　右のはやっぱり普通の剣。良くも悪くも一山いくらの量産品。

　この三振りからなら……これだな。

「こちらを頂きます」

　そう言って、右の剣、一番普通の剣を手に取った。

　ふっ、まん中のヤツを選んでほしい罠だったんだろうが、やり過ぎだ。

　あの力、たとえなにも知らない子供でも「なんかこれすごい」って分かるレベルだ。

　そんな見え見えの罠に引っかかることはあり得ない。

　俺は、失敗から学べる男だ。

　などと、密かに勝ち誇っていると。

「おおお……」

「それを選ぶとは」

「なるほど、さすがはカノー家ということかな」

　なぬ？

　周りを見ると、大臣たちは全員、しきりに感心していた。

　どういうことだ？　選択を間違えたのか？

　もう一度選んだ剣を見つめる、色々確認する。

　でもやっぱり何もおかしなところはない、普通の剣だ。

「ふはははは、余は嬉しいぞ先生」

「ど、どういうことですか？」

「先生は自分のすごさを理解しておられんのだな。まあ、天才は凡人がなぜ自分の行為に驚くのかを理解できないことが多いというからな」

「ええぇ……」

　マジでどういうことなの？

「その三振りの剣はな、先生の先祖がそれぞれ若い頃、中年の頃、老年の頃に使ったものだという」

「はあ……」

「最初はそこそこの剣を使っていた。力がつくにつれて、強敵を撃ち倒しまん中の剣を手に入れた。まん中の剣『フォス』はまさに彼女の力の象徴だったというわけだな」

　なるほど、そういう代物だったのか。

「そして晩年、もはや最強となった彼女は、名剣を必要としなくなった。その辺の安物の剣でも最強の座に君臨することが出来た。『カノーは剣を選ばず』のことわざの由来だ」

「あっ……」

　そのことわざ聞いたことあるかも知れない。

　……。

　…………。

　え？

　って、ことは……。

「カノーは剣を選ばず、まさにそれを見せてもらった。さすが余の先生だ」

　避けた先は先祖が辿たどり着いた境地だったせいで、俺の株はまたしても上がってしまったのだった。










63　ほぼ御先祖様のせい










　ピンドスの街中、顔なじみの娼しよう館かん。

　オルティアの部屋の中で、二人っきりでくつろいでいた。

「へえ、じゃあそれが王様からもらった剣なんだ」

　世間話の流れで、祖先の剣をもらったという話をすると、オルティアはにわかに目を輝かせ出した。

「ああ、勲章みたいなものだから、常時提げてないと失礼にあたるみたいなんだ」

「ねえねえ、それちょっと触っていい？」

「いやこれは勘弁してくれ」

「いいじゃない、ねっ、一生のお願い」

「お前の一生のお願い多いって」

　軽くオルティアにウメボシをしてやった。

「陛下からのもらい物だからダメだとか、そういうことじゃないんだ」

「え？　じゃあどういうこと？」

「さっきも言っただろ？　これはうちの先祖が晩年に使ってた、ものすごい剣豪になったから、その辺の剣でも最強だった――ってことで使ってた剣なんだ。ぶっちゃけものとしては超安物」

「へえ」

「で、だ。うちの御先祖様はもう何百年も前の人間。つまりこの剣も何百年前の骨こつ董とう品ひん。安物で骨董品、いまめっちゃもろくなってる」

「そうなの？」

「ああ、ぼろぼろだ」

　頷うなずきながら、座ってる間も腰に提げたままの剣を撫なでる。

「まったく、すごい方をもらってくれば良かった。あれなら使わなきゃならないってなったときに、適当に手を抜ける」

「どういうことなの？」

「こいつを使うと、ある程度本気にならなきゃだめってことだ」

「……？」

　オルティアは小首を傾かしげた、よく分からないって顔だ。

「そうだな……」

　部屋の中を見回す。

　まん中にテーブルがあり、茶菓子を食べた時に使われた木製の匙さじがあったから、それを手にした。

「オルティア、紙はないか？　なんでもいい」

「こういうのでいいの？」

　オルティアは便びん箋せんを一枚、手に取って俺に渡した。

「この紙、ぺらぺらだろ？」

「うん」

「で、これを二つ折りにして……ほい」

　二つ折りにした便箋をオルティアに返した。

　受け取ったが首を傾げたままのオルティアに向かって。

「この匙に向かって、折り目の山の部分で思いっきり振り下ろしてみて」

「うん……えいっ！」

　オルティアは言われたとおり、躊ちゆう躇ちよのない手つきで、俺が両手で端を持った匙に、紙を思いっきり振り下ろした。

　木製の匙はバキッ、と音をたてて折れた。

「ええっ！　うそ！　紙で折れたよ!?」

「こんな風に、縦にちゃんと立てて、思いっきり振り抜けば紙でも木で作った匙程度のものは折れる。この剣も一緒だ。ボロボロだが、ある程度ちゃんと振り抜けば壊れない――」

　そう言いながら、便箋をゆっくりと折れた匙に押しつける。

　当然、便箋の方がぐにゃ、と折れ曲がってしまう。

「――中途半端にやったら折れてしまうわけだ」

「ほへえ、そかそか。やっぱすごいねヘルメスちゃん、そういうのも知ってるんだ」

「ちょっとした雑学だよ」

「ねえねえ、他になんか雑学ない？」

「……ふっ」

　オルティアはやっぱりいい女だ。

　押す場面と、引く場面をよく心得ている。

　国王からあずかったものが壊れ物だと知るや、わがままを一切言わないで、自然な形で話をそらした。

　この空気を読める能力と、屈託のなさが人気娼婦たるゆえんだろうな。

　俺はその流れとおねだりに乗って、適当な、それこそ薬にも毒にもならない雑学を適当に披ひ露ろうした。

　オルティアはそれを褒ほめて、持ち上げてくれて。

　そこそこに、気持ちのいい時間を過ごした。

　ガシャーン！

『きゃあああ！』

『ま、まってくれ、これはちがうんだ！』

　急に、部屋の外からものが割れる音と、悲鳴が聞こえてきた。

「どうしたんだ一体」

「ちょっと見てくる」

　オルティアが扉をあけて外に出た。

　悲鳴と物々しい物音が聞こえたこともあって、俺もいざって時のために後ろについていった。

「何があったの？」

「まいったよ、一号さんだよ」

　野次馬の中の、娼館の下男がオルティアの質問に答えた。

「あちゃあ、まあしょうがないね」

「なんだ？　一号って」

「うん、お客さんの奥さんって意味。たまにいるんだ、旦だん那なの浮気だー！　ってことで怒鳴り込んでくるの」

「なるほど」

　すっと納得したオルティア。

　物音の物々しさとは裏腹に、落ち着いてるのは、さもありなんと思った。

　娼館という商売柄、嫉しつ妬となんて日常茶さ飯はん事じなんだろうな。

「今どんな感じ？」

　物音のする部屋から、次々とコップやら枕やら、調ちよう度ど品ひんが投げられてくる。

　しばらくすると、パンツ一丁の男が頭を抱えて逃げ出してきた。

「か、勘弁してくれぇ！」

　男は情けない声を出して、こっちに逃げてきた。

　そこそこの野次馬がいたが、男が走ってくると一斉に道を譲ゆずった。

「男なら逃げるんじゃないよ！」

　男を追いかけて出てきたのは、たるみたいな体型の中年女だった。

　体型にふさわしくかなりの力持ちみたいで、両手でそれぞれテーブルと椅い子すを引きずって出てきた。

　それをなんと、男に向かって投げつけた。

「ひぃぃぃぃ！」

　男は頭を抱えて、その場でしゃがんでかわした。

　女が投げたテーブルと椅子、そのまま男の頭上を通ってこっちに飛んできた。

　まったく、とばっちりだな。

　俺はテーブルと椅子をなんとかするために、反射的に腰の物を抜いた。

「ヘルメスちゃん！」

「――はっ！」

　オルティアの叫び声で気づいた。

　まずい、抜いたのは先祖のボロ剣だ。

　だがもう間に合わない、切っ先がもうテーブルに触れかかってる。

「くっ！」

　思いっきり、振り抜かざるを得なかった。

　適当に切り払おうとしたのが、三割くらいの力まで上げざるを得なかった。

　振り抜いた剣。

　テーブルと椅子は俺とオルティアをまるですり抜けたかのように、背後にすっ飛んでいく。

「なんだ今のは？」

「すり抜けたのか？」

「いや剣を振り抜いたぞ？　切ったんじゃないのか？」

「いや切れてないだろ、テーブルも椅子もそのままだ」

　夫婦ゲンカの野次馬をしていた連中の関心が一気にこっちに集まってきた。

　そのうちの一人がテーブルと椅子に近づいて触れてみた。

「見ろよ！　切れてる！」

「本当だ！　うわ、なんだこの切り口、ヤスリでもかけたみたいにつるっつるだ」

「それよりもくっつけたら切れ目消えたぜ」

「あっちゃ……」

　やっぱり騒ぎになったか。

　三割の斬ざん撃げき。

　ボロ剣を守るための斬撃は、テーブルに普通じゃあり得ない切り口を作ってしまった。

　人間でいえば、斬きったあと数秒後に血が噴き出す、そんな鋭い切り口。

「すごい剣術なんだな」

「何者だ？」

「ほらあ、最近王様の剣術指南役になった領主様だよ」

「おおお！」

　……おおぅ、またやってしまったか。
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「とりあえずここまで」

　王都の宮殿、その中庭。

　国王陛下に形ばかりの稽けい古こを一通りつけて、適当なところで切り上げた。

　正直教えるようなことはほとんどない。

　腕は確かに俺の方が上だが、国王陛下もさすがアイギナの王族、子供の頃から剣を振ってきたというだけあってかなり強い。

　まあ、実戦経験がはっきりと足りなくて、いわゆる「道場剣術」みたいになってて万が一「殺し合い」になったら弱そうだが……まあ指摘することもないだろう。

　剣を収めた国王陛下、メイドからタオルを受け取って、上半身をはだけて汗を拭く。

　男の裸なんてみたくもないが、我慢する。

　国王陛下は汗を拭いた後、あろうことかセミヌードのまま話しかけてきた。

「どうだろうか先生、余よの腕前は」

「そうですね」

　俺は少し考えた振りをした。

　前もってミミスに聞いてきた、こういう時の当たり障さわりのない答えを口にする。

「正直にいえば、まだまだ上達する余地があると思います」

「ははは、先生は本当に正直者だな。率そつ直ちよくに全然ダメだと言っても良いのだぞ」

　国王は結構上機嫌になった。

　ミミス曰いわく、そこそこ力量のある王族、特に国王はベタボメをしてはいけないらしい。

　向こうはそういうおべっかになれてるからだ。

　かといってけなすのも論外。

　向こうには王族としてのプライドと、自分の腕前に対する自負がある。

　結局、今はまだまだだが才能がある。

　というのが、一番好まれる返答らしい。

　ちゃんと打ち合わせしてきたのが功を奏して、国王陛下は上機嫌になった。

　そこに、知らない男が中庭に駆け込んできた。

　男は国王に耳打ちした。

　直前までの上機嫌がどこへやら、国王は顔を真っ赤にするほど激怒した。

「くそったれ」

　ものすごく下品な言葉で吐き捨てる国王。

　何があったんだ？

　……聞いても、聞くくらいなら大丈夫か。

「何かあったんですか陛下」

　国王陛下は手を振って、男を下がらせた後、答えた。

「今年、イーリス地方が干ばつに見舞われて、飢き饉きんが発生しているのを知っているな」

「それが？」

　正直知らなかったが、ぼかして話を先に進める。

「国庫から予算を出して、難民たちが冬を過ごすための糧りよう食しよくを商人から購入して、配るように命じたのだが、実行を命じた男、バシルス卿きようの懐ふところにほとんど入ったらしい」

「じゃあ、民に糧食は行ってない……？」

「それが配った形跡はあるというのだ」

「はあ……」

　だったらいいんじゃないか、なのと。

　どういうからくりなんだ？　という疑問が湧いてきた。

　こういう災害救助は昔からカツカツなのが定番だ。

　飢饉になる程の災害だと、まず国に入るべき税が入らない。

　その地方の周りの商業活動が連帯して滞とどこおるのでそこからの税も減る。

　ただでさえ税が減るのに災害救助のために金を出すとなると国も厳しい。

　だから割り振れる予算はいつもカツカツだ。

　そこから中抜きをすると現地はかなり悲惨なことになるのだが。

「バシルスめ、どういうからくりを使ったんだ？」





☆






「というわけで、そのバシルスってヤツのことを調べてきて欲しい」

　ピンドスに戻ってきた俺は、娼しよう館かんに夢む幻げん団だんのキュロスを呼び出して、国王陛下から聞いた話をした。

「なるほど」

　キュロスの目が鋭くなる。

　災害を使って私腹を肥こやす連中は、夢幻団が一番きらう人種だ。

「分かった、すぐに探ってくる」

「頼む」





☆






「飼し料りよう？」

　数週間後、再び王都。

　稽古を終えた後、国王に夢幻団たちが調べてきたことを伝えた。

「ええ、ウシやブタ……まあ家畜らに食べさせる物メインですね。それを買ってたんですよ」

「どういうことだ？」

「パンを焼くための小麦粉を買う金をそっくりそのまま飼料に当てれば、五倍の量の飼料が買える。バシルス卿は飼料を買って一を難民に配って、残りの四を自分の懐に入れていたようです」

「なんだと!!」

　国王は激怒した。

　剣を抜き放ち、地面に叩きつけた。

「ということは、ヤツは家畜の飼料を難民に配ったというのか!!」

「そういうことですね」

「許せん！　引っ捕らえて問い質ただしてやる！」

「それは――無理だと思います」

「なんだと！」

　国王に睨にらまれた。かなり怒っていたため、背中がちょっとだけぞわっときた。

「夢幻団という義ぎ賊ぞくがその話を知ってバシルスの財産を盗んで、本人の身柄共々難民に差し出したらしい。当然、餓うえをしのぐために飼料を食べざるを得なかった難民の怒りが……」

「あの夢幻団か」

「はい」

「なるほど。ふん、いい気味だ」

　俺はこっそりため息をついた。

　調査だけ頼んだんだが、あまりのことに、キュロスたちが怒りにまかせて暴走して、バシルスを「どうにか」しちゃったのだ。

　まあ、俺も話を最後まで聞いてスカッとしたから、べつにいいが。

「そうか、夢幻団がか。それは礼をしなければならんな」

「え!?」

　びっくりした。

　国王が盗賊に礼を？

「ま、待ってください陛下、それはさすがに」

「やはりダメか」

　やはり。

　ふう、国王陛下もちゃんと分かってるな。

「もちろんです、さすがにそれはまずいです」

「ふむ、それもそうだな。まったく、王というのは不便なものだ」

　自じ嘲ちよう気味に嗤わらう国王陛下。

　ふぅ……。

　いきなり何を言いだすんだこの人は。

　国王陛下を見た、まだ後ろ髪を引かれてるようだ。

　これは……話をそらさないと。

「陛下、最近ピンドスに行ってないようですね」

「ふむ？」

「ダフネに会いに行きませんか？」

「ダフネか、そうだな。よし、お忍びのための変装をしてくる。ちょっと待っておれ」

「はい」

　着替えるために、近くにいるメイドを呼び、宮殿の中に入る国王陛下。

　よし話をそらせた……と、思ったが。

　国王陛下は引き返してきた。

　俺の前に立って、ニヤニヤ顔をする。

「いいことを思いついた。先生、余の腕前はどうなのだ？」

「え？　いやまだまだ伸びしろは――」

「盗賊に比べればどうだ？」

「それは……まあ余裕で勝てますが」

「その程度の腕はあるのだな。よし、決めた」

「……何をです？」

　悪い予感がした。

　とても悪い予感がした。

　ものすごく悪い予感がした。

「お忍びで身分を隠して、夢幻団に入って世直しをするぞ！」

「……えええええ!?」

　話をそらしたと思ったら、俺の誘導が明後日あさつての方向に導いてしまったらしい。
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「へ、陛下、それはさすがにまずいんじゃ」

「いいやそんなことはない。お忍びでの世直しは王たるもののたしなみの一つだ！」

　拳こぶしを握り締めるほど力説する国王。

「いえ、そんなたしなみは――」

「かつてのシラクーザの双そう女じよ王おうも、身分を隠して街に料理屋を出し、自らも看板娘として民と密に接したと聞く」

　前例あるのかよ！　というかものすげえことやってるな双女王とやらは！

「先生と出会ったのもそうだ、今までは漫まん然ぜんとただ変装して街に出ていたにすぎないが、今回の件ではっきりと方向性が定まった！」

　ますますテンションが上がっていく。

　まずい、どうにかして止めないと。

　何か言い方便はないかな、なにか……そうだ！

「陛下、それは危険すぎます」

「危険だと？」

「はい、夢む幻げん団だんのリーダーはナナスという、ものすごい剣の達人が――」

　――しまった。

　言いかけて、気づく。

　それはない、それはまずい。

　それは――逆効果だ。

「ほー……」

　案あんの定じよう、国王の目がキラキラしだした。

　うっかりしていたが、国王は俺と初めて会ったとき、いきなり立ち合いを挑んできたんだ。

　しかも、それまでダフネにデレデレしていたのが、急に人が変わったかのような真顔で。

「なるほど……危険かぁ」

　下あごをさすりながら、にやりとする国王。

　ああもうこれ絶対危険だからやめようって顔じゃないって。

　危険だからわくわくだって思ってる人の顔だ。

　止めないと、このままだと夢幻団に関わるどころか、夢幻団団長――つまり俺にピンポイントに狙いを定めてくる。

「え、えっと、そうだ陛下、夢幻団に入るのはやはりまずいと思う」

「なぜだ？」

「ああいう連中は、万が一陛下の正体を知れば自慢して触れ回るから」

「自慢して？」

　首を傾かしげる国王、分からないって顔だ。

　よし、この路線いけそうだぞ。

「はい、あの手合いは、自分がどこそこの大物と知り合いだと言いふらして回る習性があるんです、だから」

「むぅ……たしかに、そういう輩やからは結構いるな」

　おっ？　国王にも身に覚えがあるのか？

「余よもいくつかの街にお忍びで出かけたが、正体を知って言いふらされそうになったことが何回かある」

　経験したことがあった！

　よしよし、ならばこの路線でせめ続けよう！

「で、でしょう。ただのお忍びなら何も問題はないけど、義賊とはいえ盗賊団に入ってしまったことが露ろ見けんするのは良くないかと」

「うむ、さすがにそれはまずい。しょうがない。夢幻団に入るのは諦めるか」

「ほっ……」

　思わず声に出てしまって、それを慌ててごまかした。

　どうにか思いとどまってくれたようで、ほっとした。

「ならば信頼できる義賊団を作ればよい」

「……はい？」

　ぽかーん、と、なってしまった。

　いきなり何を言いだすんだ？　宣言の内容が一瞬理解できなかった。

「連中は信用できない、先生はそうだと言いたいのであろう？」

「う、うん」

「ならば信頼が置ける手の者で作ればいい、余の直属で信頼が置ける者たちにな」

「お、おう？」

「分かりやすく言えば……親衛義賊軍だな」

「えぇ……」

　なんか間違ってる、激しく間違ってる。

　官軍と賊軍って対比の言葉あるけど、親衛義賊軍とかもう完全に矛む盾じゆんしてる。

　してるけど。

「能力も忠誠心もあるが、面つら構がまえがよくないからって理由ではねてた者たちがいたな。うむ、その者らを重ちよう用ようするいい機会だ」

　なんか具体的でちょっといい話にまでなってるぅ!?

「陽の当たる場所でもないが、余の直属ならば問題はなかろう」

　いやいや問題ですって。

　……しかし、まあ。

　落ち着いて考えたら、これなら別に問題はない。

　ようは国王がヤンチャをするってだけの話だ。

　夢幻団に関わらなければ俺的にはまったく問題はない。

　今までもちょこちょこお忍びで出かけてたみたいだしな。

　現状をまとめて、ちょっとほっとしていると。

「こういう時、二つの大きい存在という形にした方が良き方へ切せつ磋さ琢たく磨まして進んでいけるものだ。親衛義賊軍は夢幻団とならぶ二大義賊団の片方にするぞ」

「そうですね、それがいいですね」

「では頼むぞ先生」

「分かりまし――何を？」

「先生が義賊軍のリーダーだ」

「……えええええ!?」

「ああ、もちろん先生の正体は伏せる。子爵が義賊のトップになったなんて笑い話にもならん」

　ぎぐっ!!

　いやいや。

「な、なんで俺がですか？」

「さっきも言ったはずだ、余の信頼の置ける者で固めると」

「それはそうだけど……」

「先生を腹心とみて、ぶっちゃけて言おう」

　国王は真顔で俺を見つめて、言った。

「いざという時に余が逃げられるように、表にはもっとも信頼が置けて、もっとも腕の立つものを配備せねばならん」

「うっ……」

　せ、正論だ。

　ことを始めるとともにきっちり退路を確保する、文句のつけようがない戦略だ。

「余の命と命令が同時に掛かっている、やってくれ、先生」

　うっ……。

　こ、これは……断れない。

　断る空気じゃないし、断れる流れでもない。

「わ、分かりました……」

「よし、細かいことは進めておく。これからますます頼むぞ先生」

　上機嫌で、豪快に笑う国王。

　アイギナ国王という最強のパトロンにして参加者、親衛義賊軍は間違いなく夢幻団に比ひ肩けんするでっかいものになる。

　つまり、俺は二大義賊団のトップに、同時になってしまうということ。

　……俺の人生、どこで道をどう間違えたんだ？
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　国王陛下がとんでもないことをぶち上げてから数日後。

　俺は、王都レティムの郊外にやってきた。

　指定された場所にやってくると、そこには寂れた茶屋があった。

　かつては街道を通る旅人相手に商売してたであろう茶屋だが、ドアも天井も壊れていて半壊。

　とてもじゃないが営業できるような状態じゃない。

　本当にここか？　と疑問に思ったが、指定された場所がここなのだから、とりあえず入ってみることにした。

「おう、来たか」

　あっちこっちに蜘蛛くもの巣がはっている茶屋の中で、長なが椅い子すに片膝を立てて座っている一人の男。

　歳としは三十の後半ってところか、顔を斜めに横断する巨大な向こう傷が特徴の男だ。

「お前さんがカノー子爵かい」

「ああ、あんたは？」

「エミリオスだ。よろしくな」

　差し出された手を握りかえした。

　握手出来るほどの至近距離、自然とエミリオスの向こう傷が目に入る。

　色がくすんで、かなりの年代ものであるのが窺うかがえる。

「ん？　これが気になるかい？」

「ちょっとな」

「まあ、昔ちょっとヤンチャしてな。その時キングに助けられたって訳だ」

「なるほど」

　何があったのかは分からないが、それほどの傷ということは、命を救ってもらった、というあたりだろう。

「で、お前だけか？」

　店の中をぐるっと見回した。

　ここに来たのは、国王陛下に命じられたからだ。

　親衛義ぎ賊ぞく軍を結成するためのメンバーをここに集めたから、まずは会ってこいという命令だ。

　義賊――盗賊ということもあって、王都内じゃなくて郊外になったんだろう。

「そろそろ来るぜ――おっ、来たかムラト」

　俺の背後に声をかけるエミリオス。

　俺も振り向く、店の入り口に眼帯をかけた、両耳がない男の姿があった。

「……ムラトだ」

　寡か黙もくな男らしい。

　ムラトは店の中に入ってきて、壁際に並べられた椅子を一脚引いて、そのまま座り込んだ。

「すまねえな、昔っからああいう性格でよ。ヤンチャしてた頃はもうちっと口数が多かったんだがな」

「あれも『ヤンチャ』の結果ってことか」

「ヤツのは勲章だな、キングを守って出来た傷らしいぜ。ヤツもキングも詳しくは語らねえがな」

「へえ」

「くきゃきゃきゃきゃ、ヤンチャの話か？　俺も混ぜろや」

　今度は天井を突き破って、一人の男が飛び込んできた。

　笑い声もそうだが、奇妙な声をしている。

　理由は――すぐに分かった。

　着地して立ち上がったそいつの顔は――男と女半分ずつだった。

　まるで二人の男女を共にまん中から切って、半分をくっつけ合わせたような不思議な外見。

「俺はコスマス。なんだ、珍しいかこれ？　まあ昔ヤンチャしたからな」

「どんなヤンチャだよ！」

　思わず突っ込んだ。

　そんな見た目になるヤンチャとか何があったのか想像もつかない。

「ぐへへへ、それはキングに聞いてくれや。俺の口から話すこっちゃねえやな」

「お前もか！　というかキングと一体何があったんだよ！　一番ヤンチャしたの彼じゃないのか？」

　そういうと、エミリオスもムラトもコスマスも、声を上げたり口角をゆがめたりして笑った。

「で、そこのヤツもヤンチャ付き合いなのか？」

「なっ」

「……むっ」

「へっへー」

　驚く三人。

　店の反対側、それまで誰もいなかったのだが、すぅと、暗がりから幽霊の如ごとく出てきた。

　そこのヤツは若く、妖よう艶えんな見た目をした女みたいなヤツだった。

「さすがキングが先生と呼ぶだけある。完全に気配を消してたのによく分かったわね」

「……はっ」

　やってもうた……。

　突っ込みの勢いでついつい指摘してしまった。

「そりゃあよ、キングの人の見る目だけは確かだからな」

「……自画自賛か」

「くけけけけけ、事実事実」

「まあ、それを認めるのはやぶさかじゃないね」

　四人はそれぞれの言葉で、和わ気き藹あい々あい、って感じで言葉を交わした。

　短い言葉ながら、キング――国王陛下のことを慕したってるのは明らかだ。

「で、あんたの名前は？」

「そうだった。私はソフィア、宜よろしくね」

「そうじゃなくて、本当の名前だ。男にソフィアってつける親はいない」

「「「「えっ!?」」」」

　指摘すると、何故か四人揃そろってびっくりしていた。

「な、なんだよ」

「わ、分かったっていうの？　昔のヤンチャで肉体が完全に女になったのにどうして……」

「だからどんなヤンチャしてきたんだよあんたらはよ！」

　盛大に突っ込んだ。

　肉体が完全に女になってしまう「ヤンチャ」、本当にいったい何があったんだろうか。

「ねえ、どうして分かったの？」

「……はあ」

　俺はため息をついた。

　うっかりやってしまったから、もうごまかすのは無理だなと諦めた。

「あんたの腰に提げてる剣」

「剣？　この剣がどうしたの？」

「男と女じゃ重心が違う、あんたのそれは長年男として提げてきた重心だ。男と女じゃ付いてる物が違うからな」

　もっと言えば日常的に剣を提げてる人間は、そうじゃない人間に比べて、体の重心がわずかに剣を提げてる側に傾くもんだ。

「へえ、それで分かるのね」

「おいディノス、お前、気配の絶ち方下手へたになったって前言ったろ」

「下手って言わないで！　ちょっと難しくなっただけ！」

「それって、体のバランス、重心が前と違うからなんじゃねえのか？」

「……はっ」

　性転換した女――ディノスは口を押さえてハッとした。

　そいつはその場で脱力した自然体になって、すぅ、と息を吸い込んだ。

　直後――目の前にいるのに存在感が希き薄はくになった。

　ずっと見ていなければ、このまま一度でも目をそらしてしまえば見失いそうな、存在感のなさ。

　最初からこれで店の隅っこに隠れていたら、俺も気づかなかったかもしれない。

「おおう、すげえ」

「……懐かしいな」

「げひゃひゃひゃひゃ、戻ったぞ、全盛期にもどったぞ」

　どうやら昔からの付き合いである四人は、笑ったり懐かしんだりした。

　直後、存在感を戻したディノスは俺を真っ直ぐ向く。

「ありがとう！　あなたのおかげで昔の自分を取り戻せたみたい。そっか、体の重心だったんだ」

「まあ……」

「さすがキングが認めた達人。一発で見抜くなんてすごい」

「ま、そうでもなきゃあのキングが先生って呼ぶわきゃないわな」

「……うむ」

「げへへへへ、おめえにテストをするつもりだったが、こりゃいらねえわな」

　思わず突っ込んでしまったからの塞さい翁おうが馬、すんなりと、四人に認められたみたいだ。

　……より深みにはまった、とは思わないようにした。
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「ってことで、まずはデビュー戦といくかい」

　一通り顔合わせも済んだところで、エミリオスがいきなりそんなことを言い出してきた。

「デビュー戦？」

「おうよ。俺らの名を揚あげるためにあっちゃこっちゃの悪者を襲って、うばって、ばらまく。そのデビュー戦よ」

「もうやるのか」

「くけけけ、キングの露つゆ払はらいじゃい。無名のうちはまず俺らだけでやるのよ」

「ああ」

　なるほどそういうことか。

　まあ、国王陛下も一国の王、やることは多いしな。

　というか、いない方がいい。

　いない方が……まだ色々ごまかしやすいからな。

「デビュー戦をするのは分かった。どこに入るのか決まってるのか？　もし決まってなかったら――」

　一旦ここは抜けて、色々ごまかすための下準備を、と思ったのだが。

「……ここだ」

　寡か黙もくな性格っぽいムラトが静かに一枚の紙を差し出した。

「外堀は埋まってたか……」

「え？　なんか言った？」

　ソフィア゠ディノスが不思議そうに俺の顔をのぞき込んだ。

「いやなんでもない。それよりもどこに入るんだ？」

「……ホメロス」

「ホメロス？」

「吸血鬼か」

　なるほど、って顔をするエミリオス。にやりと笑みを浮かべて、向こう傷がヒクヒク動いている。

「分かりやすく説明してくれよ」

「ビスタ・ホメロス。有名な商人の一族なんだが、本人はただの金貸しだな」

「すごい悪質な貸し付けと取り立てをやっててね、一度網あみに掛かった獲物は容よう赦しやなく骨の髄ずいまでしゃぶり尽くされる。それで付いた名が『吸血鬼』」

「結構な悪党だな」

「くけけけけ、じゃあ、それを狙う俺らは正義の味方か、んん？」

「そういう面つらかよ」

「……似合わん」

　俺以外の四人、元から知り合いっぽい四人は楽しそうに笑い合った。

「あれ？　どうしたの、なんか難しい顔をして」

　ディノスが俺のことに気づいた。

「ああ、襲うのはいいが、どう変装したらいいかって思ってさ」

「そっか、キング程じゃないけど、そっちもお貴族様なんだよね」

「ああ。だから顔が割れるとまずい」

「じゃああたしが変装させてあげる」

　既に中身、というか元が男だと分かっているのだが、ディノスは見た目のままの女言葉でそんなことを提案してきた。

　見た目的にはあっているのだが。

「化け粧しようが出来るのか？」

「女の体になって長いしね。さあ座って座って」





☆






「……これが俺か」

　俺は鏡をのぞき込んで、素直に感心していた。

　ディノスに施ほどこされた化粧は、もはや変装の域に達していた。

　鏡の中に映っているのは老人だった。

　まぶたの皮が緩ゆるんで垂れ下がり、目がものすごく細くなっている。

　皺しわも一本一本がすごく自然で、髪は先端が黒のままだが、根元だけをあえて白に染めたことで、あえて白髪染めを使ったような演出をしている。

　そして顔にはでっかくサソリの入いれ墨ずみがある。

「どうかな」

「いやあ……すごいなこれ」

「ふふん、そうでしょ。まっ、これは二段構えなんだけどね」

「二段構え？」

「その入れ墨、すっごく目立つでしょ。誰が見ても『サソリの入れ墨の男』って覚えるから、何回かやってから若いままサソリの入れ墨だけ入れると、そこに神秘性がうまれるのさ」

「そこまで考えてるのか」

「どうかな」

「最高だ」

　俺は心の底から称賛した。

　俺のことだとばれないようにするメイク。

　もっと厳密に言えば、ばれて「ヘルメスはやっぱりすごい男」とはならないようにするためのメイクだ。

　この見た目なら、万が一俺がうっかり何かをしたとしても、すごいのは「サソリの入れ墨の男」ってことになる。

「本当はこれ、キングにするつもりだったんだけどね。でもキングからあんたにしてって言われたの」

「くけけけけ、あたりめえだろそれ。キングに目立つメイクしてどうすんでい。目立つのは俺ら、キングは地味メイクにきまってんだろがよ」

「……うかつ」

「まっ、キングに頼られて、張り切ってメイク術を披ひ露ろうする気持ちは分からんでもないがな」

　またまた盛り上がる旧知の四人。

　俺は一人で鏡を見つめていた。

　うん、これなら。

　たとえ姉さんでも、見つめ合う程の距離にいても。

　絶対にばれないだろう、それくらい素晴しい変装だった。





☆






　その日の夜。

　月が出ていない新月の夜、俺は四人と一緒に、彼らが調べてきた『吸血鬼』ビスタ・ホメロスの屋敷に忍びこんだ。

　王都にあるそいつの屋敷の、広大な敷地の一角、塀へいを乗り越えて敷地に入った。

　そのまま足音と気配を殺して、庭を突っ切って屋敷の壁に張り付いた。

「むぅ？」

「どうしたスコーピオン」

　エミリオスは押し殺した声で、俺の仮名でつけた「スコーピオン」で呼んできた。

　俺は老人っぽく装よそおった声で答えた。

「いや、こいつは有名な悪徳な金貸しだよな」

「ああそうだが？」

「それにしてはすんなりとここまで入り込めたよな」

「確かに、ちょっとおかしいね」

「……用心」

　頷うなずき合う俺たち五人。

　よかった、ここでもし「気のせい気のせい」とか、そういう台詞せりふを吐いてフラグを立てるような人たちじゃなくて。

　俺たちは警戒したまま、更に進む。

　目指すはビスタの書斎、そして寝室。

　屋敷の金庫の鍵かぎはビスタ本人が持っているから、まずは捕まえて開けてもらう、という作戦だ。

　ムラトがあらかじめ手に入れておいた屋敷の見取り図にそって、まずは書斎に一番近い窓に向かうように、屋敷の外側をぐるっと回っている。

「止まれ！　何者だ！」

　目の前にたいまつを持った男の姿が見えた。

　くっ！　見つかったか――と思っていたら。

「ぐえっ！」

　その男は蛙かえるがつぶされたような声をあげて、そのままくずおれた。

　男との距離は十メートル近くある、こっちの五人は誰も動いてない。

　どういうことだ……？

「お前なにものだ」

「え？」

　思わず、素の声が出てしまった。

　こっちを誰すい何かした声は聞き覚えのある物だったからだ。

　目を凝こらす、倒された男のたいまつをキャッチしてこっちを照らすのは――。

「キュロス！」

「しってるのかスコーピオン」

「ああ、夢む幻げん団だんの副団長だ」

「なに！」

　こっち側の四人が俺の言葉にびっくりして、一斉にキュロスを向いた。

「いきなり本命かい」

「……命運」

「くけけけ、キングがいたら面白かったな」

「向こうは勢せい揃ぞろいみたいだよ」

　指摘するディノス。

　たいまつの向こう、微かすかに人影が見える。

　どうやら夢幻団の他のメンバーも来ているようだ。

「…………お前たちは何者だ」

「スコーピオン。お前たちの同業者だ」

　エミリオスが答えた。

「盗とう賊ぞくか」

「義賊だな」

「なるほど、だからここを狙ったと」

「そういうことだ」

　頷き合うキュロスとエミリオス。

「それが分かったところで、どうするんでい夢幻団さんよ」

「……」

　キュロスは沈黙して、俺たちを見た。

　なんだ？　俺たちじゃなくて……俺をじっと見てるぞ。

「ねえ、あいつスコーピオンのことをじっと見てない？」

　ディノスが言った、俺は頷いた。

　どうやら勘違いとかではないみたいだ。

　どういうことなのかと不思議がっていると、キュロスは俺を見つめて。

「スコーピオン、と言ったか。なぜ老人の振りをしてるのか分からんが」

「え？」

「スコーピオン、声、声」

「……はっ」

　しまった！

　キュロスの出現にびっくりしすぎて、素の声に戻っていた。

　やってしまった――と思ったが、直後、もっとでっかいやらかしだったことに気づかされる。

「そのたたずまい、ただ者ではあるまい。おそらく俺たちの兄貴じゃないと歯が立たないだろうな」

「うっ……」

　ばれてる、キュロスに全部ばれてる。

　俺だっていうことがばれてるよ。

　……そりゃそうだろ。

　月のない夜だ、見た目よりも、声の情報で判断するところが大きい。

　びっくりして素の声を出してたらバレもする。

「兄貴はいない、ここは譲ゆずる」

　キュロスはそう言って、夢幻団の他の面めん子つを引き連れて、音もなく立ち去った。

　まるで最初からそこに誰もいなかったかのように、ものすごく素早い撤てつ収しゆうだ。

　よかった、これで穏おん便びんに――

「おめえ、すげえじゃねえか」

「ほぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ、存在感だけであの夢幻団を圧倒したってことかい」

「……さすが」

「やるねスコーピオン」

　四人が口々に俺を褒ほめ称たたえる。

　相手が夢幻団、この親衛義賊軍のライバルと目もくしている相手なだけに。

　俺の株は、また暴ぼう騰とうしてしまったのだった。
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　一人で宮殿に戻ってきた俺は、国王陛下に謁えつ見けんを求めた。

　送り出したのも国王陛下だ、このタイミングなら親衛義賊軍の話だと分かっているから、玉座じゃなくて庭園に通され、二人っきりになった。

「おお、よく戻った先生。して、首しゆ尾びは」

「えっと……」

　夢む幻げん団だんの話は伏せておくことにした。

　……最初は。

　だが、隠しても国王陛下と深いつながりを持つあの四人からばれるのは分かりきっている。

　今言わないで、あの四人からばれた場合。

『さすが先生、鼻にかけないところが素晴しい！』

　ってなるのが目に見えてるから、ここは淡々と事実のみを報告することにした。

「実は屋敷に入ったところで、夢幻団とかちあいました」

「くっ！　何たること！」

「え？」

　国王陛下は何故かものすごく悔くやしそうな顔をした。

「どうしたんですか？」

「いきなりライバルと出くわすなんて、余よも同行すればよかった」

「ああ、そういうこと」

　らしいなあ、と思った。

「で、すこし威い嚇かくして、追い返しました」

「先生がか!?」

　頷く。

「おお、さすが先生だ」

「向こうは副団長がいたが、そいつが言うには、俺と向こうの団長はほぼ互ご角かくだってことらしい。どういう評価でそうなったのか分からないが、向こうの団長が出てくるときは出来れば避けた方が良いと思う」

「先生と互角の使い手というわけか……うむ、心にとめておこう」

　よし、ここはクリア。

「で、無事にある程度の財宝は奪えたので、あの四人に任せました。配るとき衆しゆう目もくに晒さらされるので、俺がその場にいるとばれる可能性が高い」

「うむ、そこは余も思っていた。余が実際に動くようになった暁あかつきにも、先生に倣ならって配る所には立ち会わないようにしようと思う」

「いいんですか？　陛下はいた方が」

「その程度のことで感謝されるのは複雑な気持ちになる。義ぎ賊ぞくが歓迎されるのは王の不徳と同義であるからな」

「……」

　びっくりした。

　正直ちょっとびっくりした。

　そういう風に考えてるのか、国王陛下は。

　ちょっと見直したかもしれない。

「正体といえば、先生は大丈夫だったのか。襲う時」

「ディノスに変装を施ほどこしてもらったので、大丈夫です」

「そうか。そうだ、先生の名前を考えていたんだ」

「名前？」

「そうだ、先生も余も正体を隠すのだから、偽名が必要だろう」

「あぁ……」

　それもそうか。

　流れに身を任せすぎてて、とりあえずスコーピオンと名乗ったが、ちゃんとした名前を考えてなかった。

「実はもう考えてある」

「先生の御先祖が生しよう涯がいで唯一勝てなかった相手がいることを知っているか？」

「ええ？　そんなヤツがいたのか？」

　思いっきり初耳で、寝耳に水だ。

　今まで散々、初代はそれはもう最強だ最強だと聞かされてきた。

　それがいきなり、「唯一勝てなかった相手がいる」なんて話が出てくるものだから、十数年間の常識が音を立ててガラガラ崩れていくかのようだ。

「知らないのも無理はない。このことはアイギナ王家、しかも古い書物に興味のある人間くらいしか知らん」

「しかし、カノー家でもそんな話を一度も聞いたことがないんですよ」

「当然だ、大げさだが、それは先生の先祖の汚点だ。子孫が好んで言い伝えるはずがない」

「あぁ……」

　それもそっか。

「その男の名前も今となっては不明だが、一つはっきりとしていることがある。それはアイギナを含む当時の大陸五大国の全てで、同時に爵位をもらっていたことだ」

「ええっ！　そ、そんなことが出来るのですか」

「このことは複数の古文書に書かれている、間違いがないのだろう。時の総理王大臣が爵位の授与にむかって、メルクーリ王国に後れを取ったと悔しがった記述がある」

「それは……さすがにおかしくないですか？　なんで爵位を与える方が悔しがるんだ」

「それほどすごい男だったというわけだ」

「はあ……なるほど」

　そいつに初代がかなわなかった……ってことか。

　……まて！　この流れは！

「ということで、五大国すべてで爵位、五爵と呼ばれたその者にあやかって、先生には古い言葉で『五』を意味するペンタスを名乗っていただこうと思う」

「はぅ……」

　やっぱりだ、悪い予感が当たった。

　由来を知ればものすごい仰ぎよう々ぎようしい名前だ。

　だが、ここで断れば……。

「本当は、五爵が愛用していた二振りの剣の名前をと思ったのだが――」

「ペンタスでお願いします！」

　食い気味で、国王陛下の言葉を遮さえぎった。

　やっぱりそうだ、もっとすごくて、仰々しい名前があった。

　そんなのをつけられたらたまったもんじゃない。

　それに比べれば、由来はあるが単に「五」って意味の言葉の方が数百倍もマシだ。

「よろしく頼みます、ペンタスの兄貴」

　国王陛下はおどけた感じで言った。

　義賊団として出る時、きっとキングは俺にこんな感じで敬語気味に話すんだろうな。

　まあ、それはしょうがない。

「……」

「どうしたんですか、陛下」

「ペンタスは……民間人、だよな」

「え？　ええ……それが？　――はっ！」

　瞬時のきらめき、最近俺は危機察知能力が高くなってる気がする。

「ならば、ペンタスが今の五大国全てから爵位をもらうことも――」

「しないから！　無理だからそんなのは！　義賊、盗賊だから！」

「そうか？　ただの盗賊ならそうだが、義賊ならば展開によっては！」

「やめてくれ！　そ、そうだ！　そんなのをもらってしまうと身動きがとれなくなる。義賊はあくまで自由な立場から、悪をくじき民を救うべきだ！」

　思いっきりまくし立てた、生涯で一番早口だったかもしれない。

　その甲斐かいあって。

「うむ、それもそうだな」

　国王陛下は、なんとかその馬鹿げた考えを思いとどまってくれた。

　ほっ……。

「……ふむ」

「ちょっと待ってください陛下、今度は何を」

「いやなに、実は余はメルクーリの王子などと親交があるのだ」

「はあ……待ってください、五爵は――」

「分かっておる、今更そんな横よこ車ぐるまを押し通すことは出来ん」

「ほっ……」

「しかし、先生に剣を教えさせることは出来る」

「へ？」

「ゆくゆくは全ての王が先生の弟子……うむ、それでいこう」

「え、え、えええ!?」

「大丈夫だ先生、今すぐにではない。外交も絡んでくる、数年は時間をくれ」

　時間をくれって……本気でやる気なのか。

「えええええ!?」










69　感覚がマヒしてやった、今は後悔している










　ピンドスの街、なじみの娼しよう館かん。

　オルティアの部屋の中で、キュロスと向き合っている。

　部屋の主のオルティアはまるで貞てい淑しゆくな妻のように、少し離れたところで俺たちの会話を見守っていた。

「そういうことだったのか……さすが兄貴」

　親衛義賊軍のことが一段落ついて、ピンドスに戻ってきた俺はキュロスを呼び出して、あの夜のことを説明した。

「あの時は助かった、上手く話を合わせてくれて」

「すごく驚いた。だが兄貴が変装までしてるんだ、きっと何か訳があると思って」

「それで、これからなんだが……」

「兄貴が姿を見せるときは立てる方針でいく、みんなで相談して決めた」

「いいのか？　夢む幻げん団だんの株を下げてしまうぞ」

「問題ない」

　キュロスはニカッとわらった。

「兄貴の……あっ、前の兄貴の方針なんだけど、俺たちは夢幻団の名前とか株とかを気にしちゃいない。盗人ぬすつとはどこまでいっても盗人だからな」

「なるほど」

「それに兄貴から聞いた話だと、向こうも義賊なんだから、どのみち貧しい奴らが得するんだ。だったらまったく問題はないさ」

　それを当たり前のことのように言い放つことができるキュロス。

　結構すごいヤツだな、と俺は思った。





☆






　キュロスが帰った後、部屋の中は俺とオルティアの二人っきりになった。

「お疲れ様ー」

　オルティアはほどよく絞った熱々のおしぼりを出してきた。

　それで顔を拭いて、一息つく。

「ありがとう」

「どういたしまして。ねえ」

「うん？」

「よかったの、そんな大事な話をあたしのところでして。王様も関わってる話なんでしょ？　あたしが知ってたらまずいんじゃない？」

「お前は客の大事なことをベラベラ喋しやべらないだろ？」

　何を言い出すのかと思えば。

「……」

「ん？　どうした、顔が赤いぞ」

「え？　あー……えっと、うん！　いまキュンとした」

「はあ？」

「ヘルメスちゃんがそこまで信じてくれて、それをあっさり言い放ったの、すっごく格好良くてキュンとしちゃった」

「はいはい」

　なんかごまかされたみたいだけど、このノリでごまかすのならたいしたことじゃないだろう。

「ふう……本当に格好良くてびっくりした……」

　明らかに胸をなで下ろして何かつぶやく。

　内容までは聞こえなかったが、それもスルーしといた。

「もうそういうのはいいから、いつものように頼む」

「いつもの？」

「ああ、いつもの」

「ふむ」

　頰ほおに指をあてて、考えるオルティア。

　愛あい嬌きようのある彼女のこういう仕草が割と好きだ。

「そだ。ねえヘルメスちゃん、一生のお願いがあるんだけど」

「そういうのまで『いつもの』じゃなくていいんだよ」

　オルティアをさっと引き寄せて、流れる動きで彼女にウメボシした。

　グリグリグリ、と綺き麗れいに手入れされてる髪の上からこめかみをグリグリする。

「いた、いたたたた」

「で、なんだ？　今回の一生のお願いは」

「えへへ、さっすがヘルメスちゃん、話が分かるぅ」

「はいはい」

「ちょっと待ってね」

　オルティアはそう言って、俺の手をそっと引き離して、ドアの方に行って部屋の外を通る小間使いを捕まえて何か言った。

　小間使いは頷うなずき、パッと走っていって、パッと戻ってきた。

　宝石箱を一つオルティアに渡す。

　それを持ったオルティア、ドアを閉めて俺のところに戻ってきた。

「これなんだけどね」

「なんだそれは」

「じゃーん、ネックレス。綺麗でしょう」

「ふむ」

　開け放たれた宝石箱、そこに入ってるネックレスを眺める。

　かなり手の込んだ銀ぎん細ざい工くに、真っ赤な宝石をはめ込んだ逸いつ品ぴん。

「結構値が張る物だな」

「分かる？　でも残念、安かったの」

「安かった？」

「うん、実はね、これ呪いにかかってるんだ。もう何人もこれで呪い殺されててね」

「へえ」

「ってことでヘルメスちゃん、これの呪いを解いて」

「ああ」

　俺はネックレスに手を触れた。

　一番簡単な呪いの解き方。

　手を触れて、自分を空っぽにする。

「呪われやすい」状態を作り出すことで、呪いの発動を間接的に促す。

　すると、ネックレスから何かが出た。

「ひゃっ」

　悲鳴を上げるオルティア、彼女にも見えるくらい強力な呪いだ。

　俺は剣を抜いて、呪いを一刀両断した。

　オルティアにももう見られてる、ボロ剣で結構真剣な一いつ閃せん。

　呪いは断ち切られた。

「はい、おしまい」

「……」

「どうした、またぽかーんと」

「ああ、いやね、もうこれ、みんなが失敗した後なんだ」

「え？」

「ピンドスとか、この付近で呪いを解ける人にあたってたんだけど、みんなだめで匙さじを投げたヤツなんだ」

「あっ……」

　そういえば結構強力だった……。

「それをヘルメスちゃんがあっさりと……すごいね」

「うっ……やってしまった」

　ここ最近の出来事、国王陛下の頼まれごとのスケールが大きくて感覚がマヒしてた。

　まったく考えもせずうっかりやってしまった……。

「これ、内緒だから」

「えー……どうしようかなあ」

　にやにやと、イタズラっぽい笑みを浮かべるオルティア。

　はあ……まったく。

「まあ、お前のことは信じてるさ」

　――お前は客の大事なことをベラベラ喋らないだろ？

「……」

　ふと気づくと、オルティアは何故かまた黙ってしまった。

「どうした？」

「な、なんでもない！」

　さっきも見たような反応。

　オルティアは盛大に顔を赤らめて、顔を背けてしまったのだった。










70　口は評価アップの元










　屋敷の応接間、向き合う俺とリナ。

　リナ・ミ・アイギナ。

　俺が初めて知り合ったアイギナの王族で、やけに俺をかってる者の一人だ。

　そのリナが訪ねてきて、向き合ったまま一言も喋らない。

「あの……俺に用が――」

　じろり。

　リナに睨にらまれた。

　いや睨むというよりはジト目ってところか。

　なんか不機嫌で、ちょっとすねているように見える。

　その目に気け圧おされて、「――あるんじゃないのか」の部分を吞のみ込んでしまった。

　しばらくして、リナが口を開く。

「陛下の剣術指南役になったのね」

「え？　ああ。それがどうかしたのか？」

「どうかした？」

　表情は変わらない、しかし声の迫力――プレッシャーが増したように感じた。

「私とそなたの出会いを思い出してみて」

「出会い……」

「そなたは本気を出したくはなかった、私はそれを、更なる立りつ身しん栄えい達だつを望まない意味だと解釈した」

「……あっ」

「なのに、気がついたら陛下の剣術指南役」

「えっと……」

　リナの不機嫌の理由が分かった。

　そう、彼女との出会いはそこからだ。

　スライムロードの討とう伐ばつ、その検証をするための監察官として彼女はやってきた。

　そして俺のミスもあって、リナは俺が「本気を出していない」と気づいた。

「いつかそなたの本気を見せてくれ」

　彼女はそう言って引き下がった、その後もちょくちょくと俺に勲章をくれたりして、期待していた。

　それをぶっちぎって、国王になびいてしまった――という形に今なってる。

　それは……怒るよな。

「あれは事故みたいなもので、成り行きというか、断れない流れだったというか」

「……」

「陛下は本気だった、断れなかったんだ」

　沈黙するリナ、俺は同じ言葉を繰り返すしかない。

　後ろめたいことはなくないが、これ以外に言いようもない。

　だからそう主張して、どうにかリナが聞き入れてくれるのを願った。

「……剣術指南役だけ？」

「え？」

「陛下とは、剣術指南役をするだけか？」

「えっと、うん、そう」

　噓をついてしまった。

　親衛義ぎ賊ぞく軍のことなんて言えない。

　だからごまかすことにした。

「そう。だったらいい。剣術指南役なら、『本気』を出すこともない」

　こだわってるのはそこだけだ、と言わんばかりの言い方で引き下がったリナ。

　俺はほっとしたのとともに。

「あれ？」

「なに？」

「今のって、もしかして嫉しつ妬と――」

「なにか」

　ギロッ、と睨まれた。

　さっきと違う、ストレートなプレッシャーを押しつけてくるタイプの睨みだ。

「いやなんでもない」

　俺は慌てて手を振って話を終わらせた。

　まあそんなことはないよな。

　王族に「俺とあいつのこと嫉妬してるのか？」って聞くなんて――うん、人によっては無礼打ちされても文句は言えないところだ。

　だから、話をそらした。

「しかし、国王という人種との付き合い方は難しい」

「ほう？」

「国王の身分とか立場とか、面めん子つとかを考えて動かなきゃならないもんな」

　これは義賊のことだった。

　普段から王の立場を考えて振る舞わなきゃならないが、国王が言い出した義賊の話はそれにもまして注意する必要があった。

　正直、気苦労は今までの比じゃない。

　ため息の一つも出そうな感じだ。

「……」

「ん？　どうしたリナ。鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をして」

「陛下の……面子」

「うん？　ああ、まあ。そりゃ考えるだろ」

「そうだな、考えるよな」

　つぶやいた直後、リナが「ニィ」と、口角を器用にゆがめた。

　悪い予感がする、すごく悪い予感がする、とてつもなく悪い予感がした。

「陛下の剣術指南役ともなれば、そんじょそこらの剣士に負けるわけにはいかない」

「まあ……そうだな。――ってまさか」

「礼を言う、いいヒントになった」

　リナは来たときと違って、ものすごく楽しそうな顔をした。

　そのまま身を翻ひるがえして、立ち去ろうとするが。

「ま、待ってくれ。何をするつもりなんだ？」

「ふふ、今から私の師し匠しようを見つけてくるのだ」

「まさか！　師匠を俺に挑戦させるのか？」

「そんなことはしない、それは陛下に失礼」

　リナの言葉にほっとしたのもつかの間。

「陛下に師匠の――そうね、爵位を求めるだけ。私の師匠はすごい、ものすごくすごい、すごすぎて爵位を与えるべき――というだけ。すると」

「す、すると？」

「陛下の方から、『先生、リナの師匠と手合わせしろ』と言い出す」

「あっ！」

　その気持ちは少し分かる。

　同じおもちゃを持っている時、相手に「こっちのがすごい」って自慢されたらムキになるもんだ。

「ということで、腕を磨みがいて待ってなさい」

　リナはそういって、ウキウキした表情で立ち去った。

　俺はがっくりきた。

　まだ「首を洗って待ってろ」って言われた方がなんぼかマシだ。

　リナはきっと結構な使い手を連れてくる。

　俺の本気が見たいのがリナだ。

　剣術指南役として、御前試合で負けられない俺の本気を見るために、自分が知ってる最強の剣士を連れてくるに違いない。

　そしてそれを打ち負かすと、国王は喜び――俺の評価がまた上がる。

「はあ……口は災わざわいの元だな……」

　何気ない一言が裏目に出てしまった。

　また評価が上がりそうなことに、俺は深いため息をついてしまうのだった。










71　どつぼにはまる










　書斎の中でペンを走らせていると、姉さんがノックの後、部屋に入ってきた。

「姉さん」

「何をしてるのヘルメス。手紙？」

　たおやかな姿勢を保ちつつ、ゆっくりと俺の机に近づいてきて、俺の手元をのぞき込む姉さん。

「これは……」

「辞表。陛下に剣術指南役の辞任を許してくれって頼むための――」

「そーい！」

　姉さんは俺が書いてた紙をひったくるなり、流れるような手つきで丸めて、豪快なフォームで窓の外に投げ捨てた。

「ああっ！　何するんだ姉さん」

「それはこっちの台詞せりふです！　ヘルメスこそ何を血迷っているのですか。せっかくの剣術指南役をやめるなんて」

「それは……」

　リナのせいだ、と言いかけて口くち籠ごもった。

　リナは使い手を見つけて、「師匠同士の戦い」に持ち込もうとしている。

　それを回避するには、俺が国王陛下の剣術指南役をやめれば良いと思った。

　こっちは勝算が十分にある。

　男同士は「悪いこと」で秘密を共有すると、妙な連帯感を持つもんだ。

　親衛義賊軍をやってる今なら、国王陛下は俺の剣術指南役をすんなりやめさせてくれる可能性が非常に高い。

　だからそうしようとしたのだが……。

「どうしてもダメか姉さん」

「当たり前です。一体なんのつもりなんですか。ちゃんと訳を話してください」

　姉さんは腰に手を当てて、俺の前で仁に王おう立だちした。

　言うまでここをどかないぞ、という気迫を感じた。

「……実は、リナのせいなんだ」

「リナ様？」

　腰から手を下ろし、訝いぶかしむ姉さん。

　姉さんは「俺が本気を出したくない」ことを知っている、だから話しても良いと思って、リナが俺に本気を出させるために師匠を見つけようとしていることを話した。

「はあ……またそういうことなのですね」

　姉さんはため息をついて、呆あきれた目で俺を見た。

「だっていやなんだよ、本気出すの」

「だからといって剣術指南役の辞任はもっと注目されますよ」

　俺が本気出したくない理由も知っている姉さんは、一発でクリティカルなところをついてきた。

「ど、どういうこと？」

「なって間もないのに、しかも何も落ち度がないのにやめるなんて、そんなの『噂うわさに尾ひれをつけて下さい』っていってるようなものです」

「うっ……そ、そうかも」

　姉さんの言うとおりだ、そっちの方が注目されるかもしれない。

　焦あせりすぎて想像が及ばなかった。

「……どうしても剣で本気を出すことを回避したいのですね？」

「あ、ああ」

「分かりました、では、良い方法を教えてあげます」
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「本当か！」

　食いついた俺。

　姉さんの顔は自信に満ち満ちていた。

　謀ぼう略りやく家かの姉さん、その自信はとても頼もしく見えた。
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　レティムの宮殿、謁えつ見けんの間。

　玉座に座る国王陛下、ちょっと離れたところで控えている俺。

　そして、陛下の正面で膝をついているリナ。

「今日、そなたを呼んだのは他でもない。先生から、そなたが剣術の師を探していると聞いたのだ」

「……はい」

　リナは膝をついて、頭こうべを垂れたまま――横目でギロリと俺を睨にらんだ。

　俺を睨みつつ、そつなく国王陛下に応対する。

「今何人かの心当たりを当たってます。間もなく――」

「先生からの進言で、そなたも一緒にという話だ」

「――はい？」

　顔を上げるリナ。

　虚を衝つかれたキョトン顔で国王陛下を見た。

「ここに王国最強の先生がいるのだ、なにもわざわざ他の者から学ばずともよい」

「しかし陛下」

「余よは嬉しい、そなたが再び剣をとるつもりになったことがな」

「……はっ」

　リナは再び頭を下げて、また横目で俺を睨んだ。

　俺は顔を背けて、音の出ない口笛を吹いた。

「余もそれはやぶさかではないと思っている。そなたなら良きライバルとなって、余の良い刺激となるだろう」

　国王陛下がじっくりとリナを追い込んだ。

　姉さんから教わったアイデア、それはリナも俺の弟子にしてしまえと、陛下に進言することだ。

　国王陛下直々に剣術指南役へ弟子入りをすすめたらリナは断れない、そして俺に弟子入りしたら他の師匠を探せない。

　名案だと思った俺は、すぐさま王都にやってきて陛下に頼み込んだ。

　理由を伏せて陛下に頼むと、ものすごくノリノリで、急ぎリナを召喚して、今に至るわけだ。

「受けてくれるな」

「はい、ありがたき幸せ」

「うん、これで今日から余とそなたは兄妹弟子だな。稽けい古この時は遠えん慮りよしてくれるなよ」

「分かりました」

　渋々納得するリナ。

　一方で、上機嫌な陛下は俺の方を向いてきた。

「しかし、先生はどうやって分かったのだ？」

「え？」

「リナの素質だ」

「あ、ああ」

　そのことか。

　リナを俺の弟子にするための理由に、「才能があるから他に任せたくない」とついでのように言ったから、そのことだな。

　えっと……その……うーん。

　俺は必死に頭をひねって。

「身のこなし、ですかね」

「ほう？」

「リナ様の身のこなしから素質を感じた。磨みがかれていない、ダイヤの原石のような素質だ」

　完全に口から出任せだ。

　そんなことを一度も感じたことはない。

　だが。

「うむ、さすが先生だ」

「え？」

　なぜか、陛下はすごく上機嫌になった。

「リナは、余と同等の才能を持っている」

「え？」

「だがそれをひた隠しにしている。いや、剣を握ろうともしない。故にその才能を知っている者は余一人だけだ」

「……隠して、いる？」

　啞あ然ぜんとして、リナを見る。

　リナはまだちょっとふてくされたままだ。

「本当……なんですか」

「うむ。修業はしていないがそれでも天性の才能で目は確かだ。だからこそ先生の時も監察で向かわせた。本当に先生がスライムロードを討とう伐ばつしたのかってな」

「あっ……」

　そういえばそうだった。

　というか、そこで俺が本気を出してないって見破ったくらいだ。

　リナに才能があるのは……本当みたいだ。

「リナ」

「はっ」

「修業に励はげめよ、余とそなたで、先生の指導の腕を満天下に知らしめるのだ」

「御ぎよ意い」

　いつの間にか俺を置き去りにして、盛り上がるリナと陛下。

　もしかして……もしかして……。

　また自分で墓穴を掘ってしまった……のか？










72　娼婦の剣舞










　ピンドスの街、いつもの娼しよう館かんで、オルティアの部屋。

　彼女は俺にしなだれかかってきながら、色っぽい声で、

「ヘルメスちゃん、一生のお願い」

　俺は無言で、しなを作っているオルティアの側頭部をグリグリした。

「痛い痛い痛い！」

「……」

　もがいて抜け出したあと、オルティアは涙目で恨めしそうに俺を睨んだ。

「どうしたのヘルメスちゃん、いつものウメボシと違うよ？　強すぎて愛情を感じないよ」

「そうか、悪い」

「ううん、別にいいんだけどって痛い痛い痛い！」

　もう一度オルティアを引き寄せて、またウメボシでグリグリする。

「違う、そうじゃない。いつものウメボシをしてって意味じゃない」

「そうなのか」

「もう！　ヘルメスちゃんってば、ひどいんだから」

「で、なんだ、今回の一生のお願いは」

　言葉が盛大に破は綻たんしているが、今更だからそれで通した。

「あのね、ヘルメスちゃんに剣を教えて欲しいのって痛い痛い痛い！」

「お前もかブルータス」

「ちょっと！　ひどいよヘルメスちゃん、今のはちょっとおかしくない？」

「ああごめん、むしゃくしゃしてやった」

「捕まるよそれ！」

「問題ない、この街で捕まっても裁くの俺だから」

　何しろ領主だからな。

　にしても……なんだ？　オルティアまで。

「ちょっと詳しく話してくれるか？　なんで剣なのか」

「えっとね、教えて欲しいのは……剣舞？　っていうの？」

「剣舞……芸としてのやつか」

「そそ、それそれ。それを身につけたら、もっとお客さんを喜ばせてあげられるかなって」

「ふむ」

「ほら、あたしって楽器弾くよりもそっちの方が似合いそうじゃん？」

「それはそうだな」

　オルティアは娼婦というには、ストレートな色気に欠けている。

　もちろん綺き麗れいは綺麗なんだが、性格が明るすぎて、屈託もなさ過ぎて。

　まるで十年来の大親友だって思ってしまうことがよくある。

　もちろん、それは「過ごしやすさ」「心が安らぐ」というのとほぼ同義なので、娼婦としての彼女の立派な武器ではあるんだが。

　ただそれもあって、決して似合わないというわけではないが、オルティアは楽器を弾いて歌を歌うよりは、もしかしたら本人が言うように、剣の一つでも持って舞ってみせた方が受けが良いんじゃないかって俺も思う。

「だから、ねっ、お願い。教えてくれたらなんでもするから、時間内はあなただけの女になるから」

「そりゃ普通だろ」

　あえて突っ込んでみた、この気安さもオルティアの人気娼婦たるゆえんだと思う。

「にしても……剣舞か」

　俺は立ち上がって、腰の剣を抜いて、舞いだした。

　剣舞はそれほど得意じゃないのだが、まあちょっとやってみよう。

　子供の頃に覚えた型、頭の中に入ってるストーリー、空想で伴奏をつけてそれに合わせる。

　部屋の中で剣光が残像を引いて、美しい軌道を描いた。

　脳内再生した曲を一曲しっかり最後まで奏でて、踊り終えると。

「こんなのでいいのか？」

「……」

「オルティア？　おーいどうした」

　なぜか呆ぼう然ぜんとしているオルティア。

　目の前に手を出して、ひらひらと振って見せた。

　それに反応したのか、オルティアはゆっくりと立ち上がって、俺の腰のあたりに手をやって――。

「ちょっと待て！　なぜズボンを脱がそうとする」

「あっ、ごめんつい」

「つい!?　なにゆえついで俺のズボンを脱がす」

「だってすごく綺麗だったから。ヘルメスちゃん実は女の子だったのかなって思って」

「おかしいだろ！　俺の性別とかお前には今更だろうに！」

「そっか、それもそうだね」

　オルティアはふぅ、と深い息をついて。
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「でも、本当にすごかった。ヘルメスちゃん剣舞も上手いんだね」

「そうか？　あんまり得意じゃないんだが」

「でもすごく綺麗だった……ねっ、今のでいいから教えて？　簡単だよね、ねっ」

「簡単かどうかは知らんが……まあ型だし今教えてやるよ」

　そう言って、オルティアに魔法をかけた。

「あれ？　体が――？」

「安心しろ、ほら」

　俺は右手を上げた、するとオルティアの右手も上がった。

　ミデアに型を教えた時と同じように、相手の体の自由を奪って、こっちの動きとトレースする魔法だ。

「これで同じ動きを体に覚え込ませてやる。実際に正しい動きを自分の体でやった方が覚えが良いはずだ」

「そっか！　じゃあお願いしますヘルメス先生――痛い痛い痛い！　なんで!?　今のなんでウメボシの流れになったの？」

「ごめんつい」

　最近頭を抱えている「先生」って言われてついついやってしまった。

　オルティアはまたもや涙目で、さっき以上に恨めしそうに俺を睨にらんだ。

「今のは俺が悪かった。ちゃんとやるから」

「またやったらいじめるからね」

「分かった分かった。じゃあいくぞ」

　オルティアの体を操縦して、さっき舞ったのと同じ動きをした。

「剣」とか「先生」とか、今敏びん感かんな時期のキーワードに引っかかってオルティアに八つ当たりみたいなことをしてみたが、やってみると意外とすっきりする。

　それに、これはいくらやっても俺の評価が上がらないのも良い。

　オルティアの感想が本当なら、さっきの俺は「綺麗」で、俺が望まない方向への評価が上がるようなことはないはずだ。

　それもあって、オルティアに気持ち良く教えられた。
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　数日後、屋敷の応接間。

　俺を訪ねてきた客があるってことで、ここにやってくると――。

「陛――じゃなくて、キング」

　そこにいたのは国王陛下だった。

　とっさにキングと言い換えたのは、彼のそばに幼げな老女、娼婦のダフネが一緒にいるからだ。

「どうしたんだ今日は」

「オルティアから話を聞いた、この人にも剣舞を教えてあげてくれ！」

「また増えた[image: !!!]」

「頼む！」

　キングはほとんど土ど下げ座ざする勢いで俺に頼み込んできた。

　その勢いは、自分のことを頼むとき以上の勢いだった。

「教えてくれたらなんでもするから」

「あなたは『なんでも』はしないでくれ、頼むから」

　国王のなんでもするに、俺はちょっと頭がくらくらしそうな、そんな気分になってしまった。










73　嫉妬と納得










　ある日の昼下がり、暇つぶしにピンドスの街中を歩いていると、変な空気が漂っているのに気づいた。

　やたらと男が多くて、その男たちは立ち止まったり、ちらちらと同じ方向を見たり、何ならうっとりしたり顔を赤らめたりしていて妙に気色悪い。

　何事かと思って、俺も立ち止まって男たちの視線の先を見ると、そこに知った顔を見つけた。

　街角のこじゃれた喫茶店、そのテラス席で美女が一人、上品な所しよ作さでティータイム中。

　ヘスティア・メルクーリ。

　元娼婦で、やめてからはピンドスの近くに越してきた顔見知りだ。

　そのヘスティアは、何故かアンニュイな空気を纏まとっている。

　ティータイム中だというのにカップに口をつけるでもなく、遠い目をして黄昏たそがれている。

　それがちょっと気になったから、俺は彼女に近づき、声をかけようとした。

　すると。

「どうしたらいいのかしら」

「何が？」

「会いに来ない方との付き合い方を――って、へ、ヘルメス様！」

「よっ」

　ヘスティアの向かいの席が空いてたからそこに座った。

　若い店員が注文を取りにきたから、ヘスティアと同じものを注文した。

「珍しいな、ここで会うの」

「え、ええ」

「そもそも会うのも久しぶりだな。陛――キングの時以来か」

「そうですわね」

　おかしい、何故か会話がぎこちない。

　ヘスティアは口くち籠ごもったり、視線を微妙にそらしたりしている。

「もしかして誰かと待ち合わせか？　邪魔なら消えるけど」

「い、いいえ！」

　ヘスティアは食い気味で、大声を出した。

「一人っきりです。ここしばらく、ずっと」

「そうなのか」

「ヘルメス様こそ、ここで油を売っていて大丈夫なのですか？　聞きましたよ、陛下の剣術指南役になったとか」

「よく知ってるな。まあでも当たり前か」

　普通に納得してしまった。

　ヘスティアの客の中に、アイギナの前国王がいる。

　今の国王からすれば「父親の相手」ということもあり、頭が上がらないのを俺は実際に目撃している。

　さらには彼女の客は貴き顕けんが多く。

　だから、庶しよ民みんにはあまり知られない俺の剣術指南役就任も、彼女なら情報をゲットしてもなんらおかしくはない。

　そのヘスティアは、さっきとはうってかわって、落ち着いた感じでにこりと微笑ほほえんだ。

「一部では有名な話ですわ」

「そうなのか？」

「ええ。有名な剣豪国王がさらに強くなるためにつけた師し匠しよう。よほどの使い手なのだともっぱらの噂うわさですわ」

「うわぁ……そうなっちゃうのか」

「くすっ。あまり喜んでいないようですね」

「俺は目立つのがいやなんだよ」

「難なん儀ぎなお方。ヘルメス様の立場をよだれが出るほど欲しい人は星の数ほどいますのに」

「これが俺の性分だからな」

　ヘスティアとそこそこ世間話で盛り上がっていると、ふと、周りの視線が気になった。

　俺がヘスティアを見つけるきっかけになった男たちは、相変わらずこっちに視線を集中させていたが、何故かそれに粘ねばついた感情がこもり始めた。

「あいつ……ヘスティア様とあんなに仲良くして……」

「気安いぞドサンピンが」

「憎しみで人を殺したい憎しみで人を殺したい憎しみで人を殺したい憎しみで人を殺したい――」

　明らかに視線は俺に集まっている、軽く呪われている気もする。

　俺、なんかやっちゃった？

　ヘスティアと話をしているだけなんだが……なんだこれ。

「ヘルメス様？」

「え？　ああ、ごめん聞いてなかった」

「いいえ、何も言ってませんわ私も。ヘルメス様こそどうかしたのですか？」

「いや別に……そういえば言葉遣いがすっかり普通になったんだな」

　男たちの視線の意味が分からなくて、かといってヘスティアに言うことでもないから、適当に話をそらすことにした。

「ええ、もう娼しよう婦ふではありませんので。あれはいわば仕事用の言葉遣いでしたから」

「なるほど。それは少し残念かもな」

「え？」

「あの言葉遣い、俺は割と好きだったんだよ」

「そ、そうなのですか？」

「ああ」

「……」

　ヘスティアは少し顔を伏せて、上目遣いで俺を見た。

　金色の髪の外に飛び出している長い耳は、はっきりと赤くなっているのが見て取れた。

「で、では」

「ん？」

「わっちがお前様と一緒の時は、この喋しやべり方をするでありんす」

「おっ」

　懐かしい感じがした。

　久しぶりに聞いたヘスティアのその言葉遣い。

　うん、やっぱり結構好きだ。

「そうしてくれると結構嬉しい」

「お前様が喜んでくれると、わっちも嬉しいでありんす」

「そっか。負担じゃないんならいいんだ」

「まったく負担じゃないでありんす……こっちの方が好きや素敵を口に出来ますし」

「え？　今なんていった？」

「……お前様は世界一の色男、そう言ったのでありんす」

　ヘスティアは笑顔で言った。

　美女の笑顔は破壊力が抜ばつ群ぐんだな。

　歴史上、何人何十人の王や貴族が女にはまって、国や家を滅ぼした理由が少し分かった気がする。

　分かった気がしたところで。

「ヘスティア様……ああぁ……お綺き麗れいだ」

「くそお、なんであの男にだけ」

「地獄に落ちろ地獄に落ちろ地獄に落ちろ地獄に落ちろ――」

　ぶるっ、と身震いがした。

　さっき以上の寒気が襲ってきた。
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　周りをぐるっと見回す、集まっている男たちがますます俺を睨にらんでいた。

　俺、またなんかしたか？

　何をしたのかよく分からないが、ここはひとまず退散――

「――っ！」

　今度は寒気じゃなくて、はっきりとした何かが迫ってきた。

　それは俺たちのいるテーブルに向かって飛んできた。

　しかも飛んでくるその軌道、ヘスティアにあたる軌道だ。

　俺はティーカップを摑つかんで、とっさにそれを防いだ。

「お前様？　これは……茶が毒々しい色になっているでありんす」

「呪いだな」

「呪い……？」

「ああ、まあたいした呪いじゃなさそうだ」

　ティーカップをテーブルの上に下ろして、魔力を込めて、カップの縁をデコピンのように中指で弾く。

　呪いのエネルギーがティーカップから弾き出された。

　黒い負のエネルギーが空中に放出されたのを、剣を抜き放って一いつ閃せん。

　霊体のモンスターを斬るタイプの特殊な斬ざん撃げきでそれを消滅させた。

「これでもう大丈夫だ」

「さすがお前様、今のは格好良かったでありんす」

「ありがとう」

　さすが元人気娼婦、褒ほめる時の言い方が普通の人間よりも段違いに心地よく聞こえる。

　これのためにもうちょっと何かをしてもいいかもしれない。

「――はっ！」

　慌てて周りを見た。

　今日は既に二回、「なんか知らないけどやっちゃった」後だ。

　そこに思わず、呪いが飛んできたから身替わりを使って受け止めて、霊体を斬る斬撃まで放ってしまった。

　今までの経験だと、これも「やってしまった」行動。

　だから慌てて、周りを見回したんだが。

「やっぱり……これくらいの男じゃないとだめってことか……」

「負けた……完全に」

「末永くもげて爆発しろ末永くもげて爆発しろ末永くもげて爆発しろ末永くもげて爆発しろ――」

　なんだかよく分からないけど、がっかりされたり納得されたりした。

「えっと……」

　よく、分からなかった。

　うっかり力を見せてこんな反応をされたのは初めてかもしれない。

　俺は一体、何をやっちゃったんだ？










74　公認ハーレム










　ある日の昼下がり、屋敷の廊ろう下かを歩いていると、何か言い争っているような、そんな声が聞こえてきた。

　何事かと声の方に近づいていくと、姉さんが普段から使ってる居間の中から聞こえてくる。

　しかも、聞こえてくる声が。

「どうしてダメなんですか！」

「ミデア？」

　まだ幼さが残るが、芯の通った力強い声。

　剣聖ペルセウスの孫娘で、俺の押しかけ弟子のミデアだ。

　そのミデアに何かを話している声も聞こえるが、こっちは姉さんの声だ。

　姉さんだと分かるが、ミデアと違ってドア越しじゃ内容が分からない。

「それじゃ納得できないです！」

　またしてもドア越しにミデアの声がはっきりと聞こえた。

　なんの話なのか気になって、ドアをノックした。

「誰？」

「俺だよ姉さん」

「ヘルメス？　どうぞ」

　ドアを開けて、中に入る。

　そこそこの調ちよう度ど品ひんを、過ごしやすさ前提に配置された部屋の中に、座っている姉さんと、立ってその姉さんに詰め寄っているミデアの二人の姿が見えた。

「どうしたのですかヘルメス」

「それはこっちの台詞せりふだ。言い争う声が廊下にまで聞こえてきたんだ。何があったんだ？」

「この子が『チーム美』に入れてくれと聞かないのです」

「『チーム美』？　なんだそれは、初めて聞く言葉だな」

「ＨＨＭ48フオーテイエイトの区別の一つですよ」

「その話生きてたのか！　ってか、より具体的な話になってないか!?」

　声が裏返りそうなほどの勢いで突っ込んだ。

　夢む幻げん団だんと出会った直後くらいの時に、その夢幻団のことを調べさせたら、姉さんが俺のことをそっち系だと誤解して、俺を正しい道に引き戻すために俺のハーレムを作ると言ったことがある。

　それがＨＨＭ48――ヘルメスハーレム48だ。

　正直その場限りの話、冗談だと思い込んでいた。

「ミデア、何度も言いますけど、あなたは『チーム真』がベストポジションです。無理して『チーム美』に入っても良さが埋もれてしまうだけ」

「でも、うぅ……」

　うめき声を上げるミデア。

　幼げな顔を真っ赤にして、頰ほおを膨ふくらませて。

　かなり悔くやしそうな顔をしている。

「というか『チーム真』なんてのもあるのか。一体どれだけ話が具体的に進んでるんだ姉さん」

「チームはたったの三つですよ。『真』、『善』、『美』。この三つだけです」

「たったってほどでもないけど。その区分に何の意味が？」

　そう言いつつミデアをちらっと見る。

『チーム真』がいやで、『チーム美』に入りたいと強く姉さんに直じき訴そするくらいだから、区分にはちゃんと意味が、ミデアが気にするほどの意味があるんだろう。

「ええ。『真』は能力。知であったり、武であったり。このチームの女の子は、その能力でヘルメスのそばにいてふさわしい子を選んでいます」

「なるほど。ミデアの剣の腕は抜群だからな」

「ええ、だから『真』でいなさいと言ってるのに、どうしても『美』に入りたいと言って聞かないのです」

「ちなみに『美』は――言葉通り？」

「はい」

　頷うなずく姉さん。どこからともなく魔法で撮った女たちの写真を取りだした。

　いずれも見た目は一級品の美女揃ぞろいだ。

「これが『美』。あえて悪い言い方をします、花か瓶びんです」

「それは本当に悪い言い方だな」

　思わず微苦笑してしまう。

　おそらく『真』とは正反対。ただ美しさ、見た目だけで選んでいるんだろう。

　だからこその「花瓶」という訳だ。

「……巨乳ども滅ほろびろ」

　ミデアが何かぼそっといった。

　耳に入ってきたが脳が「理解しない方がいい」と自動防衛力が働いた。

「ぜ、『善』は？」

　話をそらすため、姉さんに更に聞く。

「例えばこの子」

　また写真を取り出す姉さん。

「これは……子供じゃないか」

「『チーム善』のエースですよ。強い母性と高い包容力でヘルメスを癒いやすための子。それが『善』」

「こんな幼い子に母性なんてあるの!?」

　今日一番の突っ込みをした。声がはっきりと裏返った。

　ぶっちゃけミデアよりも更に幼い、子供といってもいいくらいだ。

　それを……母性だって？

「この子に『ママァ……』と呼んで甘えてもいいのですよ」

「しないから！　こんな幼い子にママって呼ばないから」

「そう言ってられるのも今のうちです」

　姉さんが意味深ににやりと笑った。

　えっなに？　本当に母性なの？　俺この子を「ママァ……」って呼ぶ運命なの？

　背筋がゾクッとした、慌てて今日二度目の話題そらしをした。

「にしても、本気ですすめてたんだな。しかもそういう分類が出来るってのは結構な人数の中から選び出したんだろ？」

「はい。最近になってますます大量に候補生が入ったので、そこからふるいにかけて上うわ澄ずみを掬すくってます」

「最近ますます増えたのか？　なんでだ？」

「ここ最近夢幻団やもう一つ謎の義ぎ賊ぞく団が暗躍しているのを知っていますか？」

「あ、ああ。まあ話だけなら」

　玉たま虫むし色の返事をした。

　夢幻団はともかく、もう一つの方――国王陛下と一緒にやってる親衛義賊軍は姉さんにもばれちゃいけない。

「それで庶しよ民みん、特に農民の生活が改善されたので、余った労働力を放出するところが増えたのですよ」

「自じ縄じよう自じ縛ばく[image: !!!]」

　まさかの元凶俺。

　知らないうちに、姉さんのＨＨＭ48に加担してしまっていたようだ。
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「どうした先生、上の空だぞ」

　レティムの宮殿、その中庭。

　一週間に一回の国王陛下の稽けい古こに来たんだが、その稽古中に陛下が不思議そうに聞いてきた。

「え？　ああすみません」

「何か悩みごとか？　余よに出来ることなら取り除いてやるぞ」

「え？」

「先生と余の仲ではないか」

「陛下……」

　俺を見つめる国王はニカッと笑った。

　そうだ、国王よりも側室を多く持つのは失礼にあたると聞いたことがある。

　別に法で決まっている訳ではないが、何となく貴族は自じ粛しゆくに走る傾向がある。

　それなら……話をして、陛下に勅ちよく命めいを出してもらって姉さんを止めてもらうか。

　そう思い、俺は陛下にＨＨＭ48のことを話した。

　姉さんが主導で作った俺のハーレム、それがすでに３００人近い数になっていて、しかも『チーム真・善・美』と分かれて、組織立っていることを。

　姉さんから聞いて、俺の頭を悩ませているそのことを打ち明けた。

　ところどころ、ちょっと困っている、とニュアンスを込めるのも忘れない。

　それを黙って最後まで聞いた陛下。

「なるほど。そのようなことになっていたのか」

「そう、だから――」

「よし、余からも一人贈ろう」

「――これを陛下にってなんだってぇ!?」

　話が、またしても明後日あさつての方向にすっ飛んでいった。

「お、贈るってどういうことですか？」

「何を不思議そうな顔をしている。王が妃きさきを臣下に下か賜しするだけの話ではないか」

「え？　いやまあ……それは、そう、だけど……」

　たしかに「それはそう」レベルの話だ。

　王は時として、自分の後宮から妃を臣下に下賜――プレゼントすることがある。

　アイギナ王国でいえば、戦功をあげたりしたらまずそういうことがあると思っていいほど、ありふれた話だ。

　それは名誉な話であり。

「余と先生のつながりを天下にアピールすることも出来る、一石二鳥だ」

　陛下の言うとおり、国王と臣下の仲の良さ、結びつきを強くする、いわば政略結婚の亜あ種しゆだ。

　貴族では当たり前過ぎる話である。

　あるのだが……まさかこんな流れになるとは。

「ああ、安心するがいい先生」

「え？」

「下手へたな女は贈らん。候補生？　とやらから自前の才覚でのし上がれる子を贈ろう」

「さらにすごい話になってる!?」

「そうときたら早速選びにいかないとな。ふふ、余は好みが偏かたよっているから、後宮に手つかずの女が山ほどいるぞ」

　選び甲斐がいがある。

　国王陛下はそう言って、上機嫌で立ち去った。

　国王から直々にＨＨＭ48に一人下賜する、ということは、ＨＨＭ48を国王陛下が公認するという意味になってしまう。

　……なんてこったい。










75　魔王、始動










　ある日の昼下がり、オルティアの娼しよう館かんからの帰り道。

　ピンドスの街を適当にぶらついてると、ある人が目に入った。

　瞬間、背筋に悪お寒かんが突き抜けていく。

　気がつけば俺は剣を抜いていた。先手必勝。そうしなければこっちがやられると思ったのだ。

　剣を抜き放ち、飛びかかってその子に斬きりかかった。

　ガキーン！

　金属音がこだまする、火花が飛び散った。

　俺の斬ざん撃げきは簡単に受け止められていた。

「なんなのだお前は、いきなり失礼だぞ」

　俺の一撃を受け止め、憤ふん慨がいするのは幼い女の子。

　ミデアよりも更に幼くて、長い髪を左右に結んだ細くて長いツインテールが、見た目の幼さに拍車をかけている。

　さらにその子がいるのは甘味屋、周りに食べた量を示す器うつわが山のように積み上げられている。

　そんな見た目に俺は騙だまされない。

　一目見た瞬間から脳内に鳴り響く警告音、俺の渾こん身しんの一撃を何事もなかったかのように止めた力。

　ただ者じゃない、間違いなく今まで会った人間の中で最強。

　あの竜王の影よりも数枚上手だ。

「お前こそなんなんだ？　こんな所で何をしている」

「答える必要はないのだ。いい一撃だったから、それに免じて見逃してやるのだ」

　行け、と言わんばかりに俺の剣をさらりと振り払う。

「そうはいかない。俺はこの街の領主だ。お前のような危険な存在を放っておけない」

「領主？」

　甘味屋に戻ろうとする女の子は俺の言葉に何を思ったのか、手を止めてこっちを見つめてきた。

　その間、周りがざわざわし出した。

　剣を抜き放っている領主、その領主が睨にらんでいる女の子。

　間違いなくただごとじゃない様子に、野次馬が徐々に増え出した。

　このままじゃ巻き添えを出す、散らさないと――。

「そっか、お前がカノー家の男なんだな」

「え？」

「うんうん、見覚えがあるのだ。そかそか、前のヤツ、ミロスよりは見所があるのだ」

「ミロス兄さんのこと……知ってるのか。何者なんだお前は」

「お前呼ばわりは失礼なのだ。私はカオリ、ちゃんとおばちゃんと呼ぶのだ」

「カオリ……？」

　初めて聞く名前だし、聞き慣れないタイプの名前だな、と思っていると。

「えええええ!?」

　甘味屋の主人、そして周りの野次馬が更にざわついた。

　どういうことだ？

「か、カオリ様……魔王様、ですよね」

「むぅ……そうなのだ……」

「ははー。そうとは知らず失礼しました。今すぐ代わりを持ってきますのでお待ちください」

　主人が慌てて店の中に引っ込んで、周りがより一層ざわついた。

　……魔王？

　周りになんだかものすごく恐縮されるカオリは俺を睨んで。

「お前のせいでばれたのだ、責任をとるのだ」

「えぇー」

　一体、どういうことなんだ？
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　屋敷のリビング。

　あの後注目されすぎて、静かに食べられないからってことで、カオリは甘味屋を離れ、代わりにと俺の屋敷に連れていけと命令してきた。

　命令されるいわれはないが、暴れられるよりはマシだと、俺は素直に彼女を屋敷まで連れ帰ってきた。

「えっと、それで……もうちょっと分かりやすく説明してくれるかな。なんだ魔王ってのは」

「しらないのか？　私はコモトリアの元首、二代目魔王カオリなのだ」

「……コモトリアの国王、ってこと？」

「そういうことなのだ」

「そういうことって言われても、そもそも魔王って――」

　さらに聞こうとすると、リビングのドアがノックなしに開かれた。

　あらわれたのはミデア、彼女は俺を見て。

「やっと見つけた師し匠しよう。今日稽古つけてくれるって約束だったじゃないですか、どこに行ってたんですか？」

　そのまま、つかつかとリビングの中に入ってきた。

「ちょっと待って、今それどころじゃ」

「なんですかこの子は、こんな子よりも私との約束が先です」

「こんな子？」

　ビクッ、とカオリの眉まゆがはねた。

　ヤバイ――と思ったが間に合わなかった。

「おいお前」

「なんだ――」

　ちゅどーん！

　ものすごい何かがミデアの頰ほおをかすめて、その後ろの壁――いや屋敷を半分吹っ飛ばした。

「……え？」

「運が良かったなお前。お母様の言いつけがなかったら今ごろ消し炭なのだ」

「…………」

　ふん、と鼻をならすカオリ。

　一方でぽかーん、と放心するミデア。

「おい！　大丈夫かミデア」

「師匠……」

「どうした、どこかやられたのか」

「私……生まれてから今日までのことをもう一回体験しちゃいました」

「走そう馬ま灯とう見えてるじゃないか！」

「ああ、そうか。これが達人同士の立ち合いにある、時間が凝ぎよう縮しゆくされた現象なんですね。あは、あははは」

「ちょっとまってそれは微妙に違うぞ。戻ってこーいミデア」

「あはははは」

　うつろな目をしたまま、崩れた壁から外に出ていくミデア。

　彼女も心配だが、今はこっちだ。

「お前、本当に何者なんだよ」

「おばちゃんって呼ぶのだ。お前、カノー家の何代目なのだ？」

「え？　えっと……十……いくつだ？」

　微妙に覚えてない。

「私はお前のおじいちゃんのおじいちゃんのおじいちゃん――つまり初代と腹違いの兄妹なのだ」

「……えええ!?」

「つまり大大大――おばなのだ。呼びにくいだろうからおばちゃんでいいのだ」

「俺のじいさんのじいさんのじいさんとって……お前今いくつ――」

　ちゅどーん！

　見えない何かが頰をかすめていった。

　俺の背後で半壊した屋敷が更に半分ふっとんだ。

　突き出されたカオリの手、その人差し指。

　一本指で放った何かが屋敷を吹っ飛ばした。

「レディに歳としのことを聞くのは失礼なのだ」

「いやいやいや」

「百から先は覚えてない」

「そりゃそうだろうけど！」

　改めてカオリを見る。

　幼い見た目に、あっちこっちが細い体つき。

　俺の妹、いや貴族の俺が政略婚こん姻いんルートで早婚だったら娘って言ってもおかしくない歳の見た目だ。

　それが……大大大――おばだって？

　だが、噓ではなさそうだ。

　そもそも二度にわたる超攻撃は人間離れしている。

　察するに、「魔王」という長命種らしい。

　俺はため息をついた。

「分かった分かった、じゃあえっと、おばさんは――」

　ちゅどーん――ガキーン！

　三度の超攻撃、今度はギリギリのところで反応できた。

　剣を抜いて、飛んできた力の塊かたまりを真上に弾いた。

「ふう……当たってたら屋敷が全壊してたぞ。なんだよ今のは」

「おばさんはＮＧなのだ、ちゃんとおばちゃんと呼ぶのだ」

「違いが分からねえ！」

「それよりも、弾いたのだ……」

「え？」

「私の攻撃を弾いたのだ」

「そりゃ三回も同じものを見てれば対処の一つくらいは……」

　今のまずかったのか？　なんかやらかしてしまったのか？

　もしかして、弾いたことがプライドに触って逆上してくるとか？

　そうならまずい、と、俺は剣を握ったまま身構えた。

　が。

「よし、今日はいったん帰るのだ」

「え？」

　予想に反して、カオリは逆上しなかった。

　むしろニコニコ顔になって。

「バイバイなのだ」

　といって、上機嫌な足取りで、反対側の壁を突き破って外に飛び出し、空を飛んで去っていった。

「……せめて壊れた所から出ていけよ」

　嵐のように登場して、嵐のように去っていく。

　そんなカオリに、俺は突っ込みを間違えてしまったのだった。
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　数日後、半壊してて建て直し中の謁えつ見けんの広間。

　ミミスら家臣団を相手に、適当に執務に励はげんでいた。

　屋敷の破壊は適当にごまかした。

　なんとなくカオリのことを言ったらやぶ蛇へびになりそうだったから、力ちから業わざでごまかした。

　そのせいか、ミミスらの目が普段よりも冷たい気がする。

「次。隣国ですが、コモトリアの魔王が動き出しました」

「むっ？」

　タイムリーな名前が出てきた。

「コモトリアの魔王？」

「はい。直接関係のある話ではありませんが、一応は」

「もっと分かりやすく説明してくれ。コモトリアの魔王って一体何なんだ？」

「あまり知られていないことですが、コモトリアの魔王が動かないのは、前魔王の遺ゆい言ごん、互ご角かくの存在を見つけるまでは魔王自ら動いてはいけない、というのがありまして。それで数百年間魔王は在位していたのですが、コモトリアに引きこもって結果的には平和だったのですな」

「いやそういうことじゃなくて」

　俺はコモトリアの魔王のことを聞いた、しかしミミスは魔王の行動のことを説明した。

　俺の質問には答えてない形になったが、逆に物騒なワードがいくつも聞こえてきた。

　もしかして、という悪い予感が頭をよぎった。

　あはは、まさかな。と、思っていると。

　外から門番が駆け込んできた。

　門番は俺に直接じゃなくて、ミミスに耳打ちした。

　ミミスの顔色が変わった。

「……ご当主」

「な、なんだ」

　ごくり、と俺は生なま唾つばを飲んだ。

「陛下の使者でございます。魔王との一件は本当なのか、と」

「オーノー！」

　俺のことか、やっぱり俺とのことか！

「つまり……魔王が動き出したのは……ご当主を互角と見たため……」

「オゥノォ……」

　俺はがっくりとうなだれてしまうのだった。










76　魔王と姫と甥っ子ちゃん










　屋敷の応接間、訪ねてきたリナと二人っきりで向き合っていた。

「例の話、聞いた？」

　メイドに出させた茶に一口つけた後、リナが真顔で聞いてきた。

「例の話？」

「コモトリアがアイギナに宣戦布告したという話」

「はええよ!!」

　パン！　とテーブルを叩いて立ち上がる。

　脊せき髄ずい反はん射しやの突っ込み、リナがそんな俺をジト目で見た。

「やっぱり絡んでいたのね」

「な、なんのことかな」

　顔をそらして、口笛を吹く。

　何故かこういう時だけ口笛が上手く吹けない。

「みんな、その話でもちっきりよ」

「みんな？」

「陛下や、大臣たち。皆知っているのだからね。コモトリアが何故宣戦布告をしてきたのか。だから探している」

「探している？」

　おうむ返しすると、リナは更にジト目で俺を見た。

「魔王と、同格の存在を」

「おっふ」

　思わずため息が出た、そんなことになっていたのか。

　というか、

「コモトリアの魔王のことをみんな知ってるんだな」

「国政に携たずさわる者なら皆知っている。何せコモトリアを支配しているのは間違いなく地上最強の生物、魔王。その魔王の行動原理を理解しておかないと国が滅ぶ」

「なるほど……」

　地上最強の生物というのが本当なら、確かに知らないでいるのはあり得ない話だ。

「で、何をしたの？」

「……事故なんだよ、それと誤解も重なった」

「つまりいつも通りってことね」

「おっふ」

　グサッときた。

　いやそんな風にまとめられるとものすごくきついというか、心にくるっていうか。

「まあそんなことだと思った」

「このことは他に誰か？」

「知らない。だけど陛下にだけはちゃんと奏そう上じようしなければならない」

「うっ……そうだよな……」

　まあ、それが不幸中の幸いかもな。

　国王陛下なら「ヘルメスが強い」という認識がある。

　それに、こっそり義ぎ賊ぞくをやってる仲でもある。

　上手く言い含めることは不可能ではない。

「陛下には早く言うことね」

「分かった、今から言ってくる」

　リナは小さく頷うなずいて、立ち上がった。

　ことがことだ、俺も今から都に行こうと思って、ソファーから立ち上がった。

　二人で連れ立って、応接間を出る。

　廊ろう下かを歩いていると、向こうからバタバタとせわしない足音が聞こえてきた。

　こんな子供みたいな足音をさせる人がこの屋敷にいたか？　と思っているとその正体が分かった。

　子供にしか見えない体、地面に届く程の長いツインテール。

　それをなびかせながら走ってくる。

　魔王・カオリ。

　渦か中ちゆうの人、そのものだ。

「見つけたのだー」

　カオリはダッシュの勢いそのままに俺にタックルしてきた。

　それを受けとめると、カオリは俺の腰にしがみついて見あげてくる。

「甥おいっ子こちゃん発見なのだ」

「な、なんでここに」

「一発ぶち上げたから甥っ子ちゃんに報告しにきたのだ」

「いや報告されても困るんだが」

「照れないでもいいのだ。これで甥っ子ちゃんと私は宿敵、いや怨おん敵てきなのだ」

「その言葉をそんなにこやかにいう人初めてみたよ……」

　本当にこの子が魔王なのか、本当にこれから戦う――いや戦争になるのか。
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　それがちょっと分からなくなって、ため息が出た。

「ヘルメス」

「え？」

　ちょっと離れた所で、リナが眉まゆをひそめていた。

「その子供、だれ？」

「彼女は――」

「私を侮あなどるのはプチ死刑なのだ」

　俺の腰にしがみつくのをやめて、リナに振り向いた。

　瞬間、何かが膨ふくらみ上がる――

「いかん！」

　腰の剣を抜いた。

　ほとんど反射で振り抜いた。

　魔王カオリがかざした手が放った一撃、リナめがけて放った一撃に剣を振り抜く。

　どうにか軌道をそらして、ビームのような一撃がリナの真横をかすめて、屋敷の半分を吹っ飛ばした。

「……」

　ポカーンとするリナ、俺の剣を握る手がジンジンする。

　今まで防いだ攻撃の中で一番強力な一撃だ。

「いきなりなにをする」

「大丈夫なのだ」

「大丈夫じゃないだろ今のはどう見ても」

「まったく問題なしなのだ。お母様の言いつけで、戦場以外で人を殺したことはないのだ」

「そうなのか？」

「うん。ちゃんと部下で練習してるのだ。誰が相手でも一瞬で体力を見抜いて、きっちり全治三ヶ月にするのが私の特技なのだ」

「死ななきゃいいってもんじゃないよ!?」

　むしろもっとやべえ感じがした。

　なんでそんなに無駄に手慣れてるんだ？

「それよりも甥っ子ちゃん、なんでその女を助けたのだ？」

「いや、そりゃ目の前でこんなことされたら――」

　普通は助ける、と言いかけたのだが。

「この女、甥っ子ちゃんのつがいなのか？」

「へっ？　いや違うけど」

「そうなのか？　……分かったのだ、片思いなのだ」

「へ？」

　いきなり何を言い出すんだこいつ。

「片思いの女にいいところを見せるのは理解できるのだ。しかも……ふむふむ」

　カオリはまだ放心しているリナをじろじろ観察した。

「この見た目、この雰ふん囲い気き、高貴な生まれとみたのだ。お姫様なのだ」

「まあ、王族だな」

「片思いの姫を守って魔王である私に立ち向かう。お父様がよく聞かせてくれた物語そのままなのだ。ピーチ症候群なのだ」

「症候群……？」

　カオリの父親は医者かなんかか？

　戸惑っていると、カオリはパッと俺から距離をとって、いかにもな、しかし実戦向きじゃない構えをとった。

「よかろう、かかってくるのだ」

「いやいやいや」

「来いなのだ」

　手招きするカオリ。

　一方でリナには見えないように、俺に目配せを続ける。

　えっと……これって。

　負けてやるからかかってこい――ってことか？

「いや、本当に違うんだ」

「うーん？　分かったのだ。お約束は魔王の玉座で果たすものなのだ」

「いやだから」

「待ってるのだ愚おろかなる人間どもよ」

　ふははははは、といかにも笑い声をドップラー効果で残して、来た時と同じように風の如ごとく立ち去ったカオリ。

「どもってなんだよどもって」

　あまりのことに、突っ込みどころを間違えてしまう俺。

　はあ……なんというか、嵐のような子だな。

　悪い子じゃないのは間違いない。

　でもその圧倒的な力はな……。

　本気でやったら間違いなくどっちかが死ぬだろうから、どうにかごまかし、宥なだめる方法を考えなきゃ。

　面めん倒どう臭くさいことになりそうだ――と、と思っていると。

「ん？」

　リナがそばにやってきて、俺の裾すそを引いた。

　頰ほおを染めて、うつむき加減で。

「助けてくれて……ありがとう」

「え？　あっまあ、当たり前のことをしただけ……」

「つがいなのは……いやじゃないけど、ちょっと考えさせて」

「へ？」

　俺があっけにとられる中、リナはますます頰を染めて、恥ずかしそうに立ち去った。

「……」

　なに、俺、なんかやっちゃった？

　そりゃ命を助けたけど……あっ。
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77　征魔大将軍










　王都レティム、夏の宮殿。

　呼び出された俺は、玉座の間で国王陛下の前で膝をついていた。

「ヘルメス・カノー、召喚に応じ参上いたしました」

「待っていたぞ先生。今日は実務的な話がしたい、面おもてを上げよ」

「はっ」

　言われた通り面を上げて、立ち上がる。

　玉座に鎮ちん座ざしている国王陛下が見えた、その両横に、大臣たちがずらりと並んでいた。

　陛下はそうでもないが、大臣たちは皆、苦にが虫むしをかみつぶした様な顔をしている。

「先生を呼び出したのは他でもない。コモトリアの魔王のことだ」

「……はい」

「まずは確認から。魔王カオリが動き出したのは先生を狙ってのことだな」

「……はい」

　陛下は既に使いの者をよこしてそれを確認している。

　そもそも誤ご魔ま化かせる状況でもないから、俺は素直に答えた。

　瞬間、玉座の間がざわつく。

　ネガティブな感情が渦うず巻まく。

　聞こえてくる限りの大臣たちの言葉をまとめると――「もうダメだ」だった。

　全員が魔王に怯おびえている。

「陛下」

　大臣の中から一人の男が列を出て、陛下に向き直って奏上の体勢をとった。

「なんだ？」

「魔王は人間が太刀たち打うちできる存在ではございません。いたずらに抵抗するよりも、降伏なさった方が上策かと」

　そう言い放った男に、反論する声はほとんどない。

　普通、こういう時って抗戦派と降伏派が言い争ってたりするもんじゃないのか？

　なんで降伏って言い出して、誰も反論しようとしないのだ？

「残念だがそれは出来ん」

　まあ、いた。

　国王はほとんど即答で降伏するべきだという主張を却きやつ下かした。

「陛下、魔王の恐ろしさは――」

「無論、よく知っている。しかしその魔王から通達があったのだ」

「通達……ですか」

「うむ――先生」

「えっ？　あっはい」

　いきなりこっちに振られてちょっと戸惑った。

「魔王からの通達。それは先生の命を保証すること」

「俺の……ですか？」

「うむ、先生をもし罪人として処刑するようなことがあれば、アイギナ王国の国民、一人残らず皆殺しにするそうだ」

　どよめきが走る。

「ご丁てい寧ねいに、文字通り、と付け加えてきた」

　どよめきが更に大きくなる。

「魔王ならそれが出来る。アイギナには三千万の国民がいるが、魔王なら皆殺しに出来るだろう」

　マジかよ……。

「その通達の後色々調べてみたのだが、前代の魔王の遺ゆい言ごんで、自分に匹敵する力の持ち主を見つけない限り動いてはならない、とあるらしいな」

「……はい」

　調べがついてるのならすっとぼけても仕方ない、と俺は素直に認めた。

　途と端たん、大臣たちが俺を睨にらんできた。

　おまえのせいってのはそういう意味なのか、と。

「これは余よの推測なのだが、魔王は先生という相手を得て、『ようやく動ける』と舞い上がっている」

「はい、本人にそんなことを言われました」

「であれば」

　陛下はふっ、と皮肉げな笑顔をさっきの大臣にむけた。

「降伏も同じ。先生の処刑と同じ、魔王の目的をなくすという意味では同じ、逆げき鱗りんに触れるものよ」

「そ、それでは戦うしかない……」

　青ざめる大臣、静かにうなずく陛下。

「先生、この責任をとってもらうぞ」

「……はい」

「では。ヘルメス・カノー」

「はっ」

　俺はその場で膝をついた。

　さて、どう責任をとらされるのか。

「そなたを征せい魔ま大たい将しよう軍ぐんに命じる」

「……は？」

　顔を上げる、多分今俺はすっごく間抜けな顔をしている。

「陛下、それは……？」

「文字通り魔王の相手をしてもらう。魔王との戦いに必要なこと、主に軍事だな。そのための権限を全て先生に与える」

「ファッ!?」

　待て待てちょっと待って、それおかしくないか。

「へ、陛下。それは罰にならないような気がするのですが」

「誰が罰を与えると言った」

「へ？」

「余よは責任をとれとしか言っておらん。そして責任をとるための術を先生に渡した。おかしいか？」

「……えっと」

　おかし……くない……の、か？

　いやいや、でもでも。

「もっと他に方法が」

　これじゃ大出世だ。

　大将軍、陛下も説明したように、この国における軍事最高責任者だ。

　征魔大将軍。

　さすがに陛下本人はダメだが、それ以外のあらゆるもの、例えば王子や王女でも、魔王と戦うためならあごで使うことが出来る。

　ものすごい大出世だ。

　その証拠に――ほら。

　さっきまで魔王のことに怯えてた大臣たちの半数以上の目の色が嫉しつ妬とに変わった。

　権力はなんというか、色々美味おいしいらしいからなあ。

　一方でそれは面めん倒どう臭くさい、面倒臭すぎる。

　子爵とか剣術指南役でさえ面倒臭いのに、大将軍とか面倒臭さの極きわみだ。

　だからなんとかして断ろうとするのだが。

「他に方法などないな」

「へ？」

「というか、これは魔王向けのメッセージなのだ」

「え？」

「先生を外したら三千万の国民を皆殺しにすると宣言した魔王だ。ならば先生を軍事最高責任者――しかも対魔王の最高責任者に据えるというのは魔王から民を守るための策なのだ」

「ぐっ……」

　そりゃ……そうか。

　多分、カオリは俺が「征魔大将軍」になったのを聞いて喜ぶだろうな。

　これで母親前魔王の言い付けに背くことなく動けるんだから。

「はあ……」

　俺はため息をついた。

　もはや辞退は不可能だと観念した。

　その瞬間、俺の頭がかつてない程回った。

　面倒を回避するため、脳みそが生しよう涯がいで一番本気で回転した。

「陛下、提案がございます」

「ほう、もう対策を思いついたのか、さすが先生だ」

「これは実現するのなら、おそらく民、そして兵や将の損そん耗もうがもっともすくなくなる」

「それはどんな策だ、聞かせてみよ」

「武闘大会です」

「武闘大会？」

「俺と魔王をそれぞれ大将にしたチーム戦方式で武闘大会を開くのです。そして魔王にこうささやくのです」

「なんと？」

「面倒臭いから、戦争になったら俺は何もしない、と」

　陛下は一瞬きょとんとしたが、俺の提案の意図を理解した。

　カオリは多分、最終的には俺と戦いたいだけだ。

　なら戦争になったら俺は付き合わないことと、その代案を示せば乗ってくるはず。

　本当はこんな提案をしても馬鹿らしいと却下されるのだが、皮肉にもカオリから脅おどしがあった。

　俺がいなければ国民を皆殺しにする。

　裏返せば、俺が付き合ってやればある程度形を変えても乗ってきてくれるはず。

「さすが先生だ！　よし、それで提案してみよう！」

　そしてノリノリの陛下。

　陛下の性格も織り込み済みだ。

　国の命運をかけた武闘大会なら陛下もきっと参加する。

　そしたら面倒事とか矢や面おもてに立つのをある程度陛下に投げることが出来る。

　企てが結構上手うまくいって、俺は密かにほくそ笑んでいた。





☆






　数日後。

　再び呼び出されて、玉座の間には大臣たちと、なぜかふてくされた陛下の姿があった。

「魔王から返答があった。大筋は先生の案を吞のむと」

　俺はちょっとほっとした。

　戦争という究極に面倒臭いことを回避出来た喜びが胸の中に広がる。

「しかし条件が一つ」

「条件、ですか？」

「そうだ。こっち側――つまりアイギナ側は先生一人。先生一人の勝ち抜き戦形式なら付き合うと」

「なんでそんなことを……」

「あくまで先生と戦いたいのだろう」

「くっ……」

　そういうことか。

　はあ……まあでも、戦争を避けられたんだなら、これくらいはしょうがないか。

　そう思っているところに、

「陛下」

　大臣が一人、列から出て奏上する。

「カノー子爵は見事戦争を回避いたしました」

「おお、そうだったな。それはうっかりしておった」

　陛下はペチン、と自分のおでこを叩いた。

　え？　どういうこと？　うっかりって何。

「ヘルメス・カノー」

「え、あっはい！」

「アイギナ三千万の民を救った功績は比類なき物である。本日より卿きようを子爵の一つ上、伯爵とする」

「……えっ」

　一瞬何を言われたのか分からなかった。

　どうやら戦争回避がすんなり行きすぎて、それでまた出世したようだった。

　なんてこったい。










78　あちらを立てればこちらが立たず










「私が来たのだー」

　あくる日の昼下がり、書斎の中で考えごとをしていると、いきなり壁が吹っ飛んだ。

　砂煙の中から人影が二つ、それが晴れるよりも早く、片方がこっちに突進してきた。

　魔王、カオリ。

　俺が書斎に籠こもって考えごとしてる状況を作った張ちよう本ほん人にんが、いきなりやってきた。

「久しぶりなのだ、ものすごく会いたかったのだ」

「いや会いたかったって、それはいいけど普通に玄関から来てくれよ、なんで壁を破壊――破壊？」

　呆あきれ顔で破壊された壁を見たが、壁は傷一つついていなかった。

　そんな馬鹿な、さっき明らかに「ドゴーン!!」って轟ごう音おんがして、屋敷も思いっきり揺れた。

　なのにカオリが入ってきたはずの穴がない、それどころかさっきまで舞っていた砂煙も綺き麗れいさっぱり消えてる。

　そのかわり、壁の横に一人の少女がおどおどした様子で佇たたずんでいた。

「あんたは？」

「は、はは初めまして。下げ僕ぼく１０２４号です」

「は？　ああ、魔王の下僕ってことか。ちなみに名前は？」

「げ、げげ下僕１０２４号です」

「だから名前」

「そいつは下僕１０２４号なのだ、私がつけた正式な名前なのだ」

「なんて名前をつけてんの!?」

　思わず声を張り上げた。

　その少女は見た目はカオリよりちょっと年上で、ミデアよりほんの少し年下だ。

　受け答えでおどおどしてることもあって、気弱な、人によっては愛らしく思えるような少女だ。

　それを……「下僕１０２４号」なんて名前をつけるとは……。

「お前ひどいな」

「そんなことないのだ。こいつは役に立つから、必要な時は頼りにしてるのだ」

「必要な時？」

「例えばこうなのだ」

　カオリは無む造ぞう作さに手を横に振った。

　あまりにも無造作過ぎる動き、「へいへい」とでも言いながらひらひらと手を振るような仕草。

　なのに――書斎が半壊した。

　手を振ったのと同時に部屋の半分が吹き飛んだ。

「何をするんだ！」

「大丈夫なのだ」

　カオリは自分が吹き飛ばした壁をさした。

　そこに下僕１０２４号がいた。

　彼女はものすごい勢いで書斎を修復している。

　半分吹っ飛んだ書斎が元通りに修復されるまで五秒も掛からなかった。

　まるで、魔法のような手て際ぎわだ。

「こうなのだ」

「そのために連れ回してるのか」

「そうなのだ。お母様は互ご角かくの相手じゃないと戦っちゃいけないって言ったのだ。でも、ものを壊すなとは言ってないのだ」

「……あぁ」

　そういう感じなのね。

　俺は下僕少女を見た、彼女と目があって、複雑そうな笑顔を返された。

　色々困ってるけど、振り回されてるうちに慣れてしまった。

　そんなところか。

　人間関係は人それぞれだ。

　そういうことなら、まあ突っ込むのはよそう。

　突っ込むのを諦めた直後、慌てた足音がやってきて、ノックの後にメイドが飛び込んできた。

　報告に来たのだが、吹っ飛んだはずの壁をみてメイドはぎょっとした。

　何が起きたのか分からない顔をされた。面倒臭いから、これから起きる騒ぎは全部無視しろ、と命令して退出させた。

「はあ……」

「ため息をつくと幸せが逃げるのだ」

「誰のせいだと思ってる」

「それよりもそろそろ戦うのだ。武闘大会はいつなのだ？」

「あー……そのことなんだが」

　俺はぼりぼり頰ほおを搔かきながら、どう切り出すか考えた。

　一通り考えてみたが、ストレートに伝えた方がいいと判断した。

「俺から提案があるんだが」

「提案？　なんなのだ？」

「無観客試合、はどうかな」

「むかんきゃくじあい？」

　なぜそこでちょっと舌っ足らずになる。

「ああ、言葉の意味そのままで、観客がない試合なんだが、どうだ？　観客がいると、お前の力で巻き添え出すだろ？　それはお前の母さんの言い付けに反するんじゃないのか？」

　それっぽい理由をつけてみたけど、まあぶっちゃけ見られたくないんだ。

　見られると、それが「事実」になってしまう。

　無観客試合なら、後日あれやこれやで手を回して、俺は魔王に汚い手を使ったとか、そういうごまかし方も出来る。

　だから、客なんていない方がいい。

　そう思っての提案、思い切った提案なんだが。

「問題ないのだ」

「いいのか？」

「うん！　私はお前と戦いたいのだ。それが出来たらなんでもいいのだ」

　カオリはあっさりと受け入れた。

　ちょっと……驚いた。

　いやまあ、戦争じゃなくて武闘大会でケリをつけよう、なんて外交的には舐なめ腐った提案をあっさり受け入れたくらいだから、この提案を受け入れてもそんなにおかしくはないか。

「いつやるのだ？　今日なのだ？　今がいいのだ」

　眼をキラキラさせて俺に迫るカオリ。

　その姿はまるで魔王には見えない、おもちゃを父親にねだってる幼い娘にしか見えない。

「えっと……そうだな」

「今やるのだ」

「いや、周りに被害が出ないような場所の選定とか、いろいろ」

「それなら大丈夫なのだ。そのために下僕１０２４号を連れてきたのだ」

「え？」

「下僕１０２４号は今までの下僕で一番役に立つのだ。生き物以外ならなんでも一瞬で直してしまうのだ」

「あぁ……それで連れてきたのか」

「そうなのだ、例えば――」

　全くの予想外だった。

　カオリはまた無造作に手を伸ばしてきた。

　瞬間、殺意が全身を包み込む。

　俺はほぼ本能的に、剣を抜いて迎え撃った。

　俺の剣と、カオリの左手。

　打ち合った結果、拡散した衝撃波が書斎を丸ごと吹っ飛ばした。

　爆心地に俺たちだけを残して綺麗な空が見えた――のもほんの数秒だけ。

　十秒もなかっただろう。

　少女があわあわって感じで動いて、あっという間に書斎を元通りに修復してしまった。

「と、こうなのだ」

「はえぇ……すげえな」

「だろー、なのだ！　私の下僕は世界一の下僕なのだ」

　カオリはない胸を張った。

　下僕１０２４号なんてふざけた名前をつけてはいるが、彼女なりに大事に思ってるってことか。

「だから心置きなく私とやるのだ」

「そうか、分かった。じゃあせめて人のいないところに移動しよう。この屋敷にはメイドやらがたくさんいる、それを巻き添えにしたらお前も大変だろ」

「了解なのだ！」

　とりあえず戦いは避けられない、でも人目のない所でやれる。

　俺はほっとした。

「絶対に誰も巻き添えにしない、誰にも見られない所を知ってるか？」

「任せるのだ、魔王の力で、戦ってる間誰も入ろうとしない人払いの結界をはれるのだ」

「そうか、頼む」

「任せるのだ！」

　これまで嵐のように振る舞って色々困りものの魔王だが、この時ばかりは頼もしかった。

　だから、俺はうっかり忘れていた。

　このことに気づいたのは、取り返しが付かなくなる――戦いが終わった後。

　俺たちの戦ったただの郊外に「痕こん跡せき」が強く残って。

　魔王と張り合った史上唯一の人間、と両国の正史にそれが刻まれてしまうことを。

　俺は、監察官としてやってきたリナに言われるまで。

　まったく、失念していたのだった。
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　数日後、アイギナとコモトリアの国境近くにある某ぼう所しよ。

　呼び出された俺が指定の場所にやってくると、そこにはすでにカオリが来ていて、小さい体で腕組みして、上機嫌な顔で仁に王おう立だちして待ち構えていた。

「よう」

「待ちわびたのだ！　連絡してから丸一日たっているのだ」

「これでも連絡を受けてすぐに来たんだがな」

　カオリの目の前に立って一息ついて、周りを見回す。

　変哲のない郊外、強しいていえば三百六十度のどこを見渡しても、地平線の向こうまで人里らしきものがまったく見えない「ド！」郊外なのが特徴ってとこか。

「よくこんな所を見つけてきたな」

「私の部下が見つけてきたのだ」

「下僕ちゃんのことか？」

「いいや、ただの人間なのだ。よくやってくれたから百年後くらいに下僕にしてやってもいいのだ」

「あっ、下僕にするのって結構ハードルが高いのね」

　下僕って言葉のイメージとはちょっと違う、意外な事実だった。

「あの下僕ちゃんは？」

「今回は必要ないのだ。巻き添えで死なれると私がおびただしく困るからおいてきたのだ」

「そっか。じゃあ……始めるか」

「もちろんなのだ！」

　瞬間、空気が一変した。

　それまでの和なごやかなムードから一変、百本くらいのナイフで全身を刺し続けてるような、ものすごい殺気が全身を覆おおってきた。

　俺は気を引き締めた。

　魔王、カオリ。

　コモトリアの国王という側面を持つ、人類を遥はるかに超越した生物。

　超究極生物、という呼び方もある。

　そのカオリが目の前から消えた！

「くっ！」

　剣を抜き放ち、直感で真後ろに振り向いて斬ざん撃げきを放った。

　斬撃と何かが打ち合った。

　衝撃波が水紋の如ごとく広がって、俺が立っている所を中心にクレーターが出来てしまう。

　最初からクライマックス！　それほどの一撃。

「やるな！　なのだ」

　カオリのか細い手が変形して、鋭い爪になっていた。

　剣でそれと打ち合った感触は、一言で言えば「未知」だった。

　金属ではない。

　しかし何よりも堅く、何よりも柔らかく、何よりも力強く。

　俺の人生の引き出しを全て開けても、理屈が分からない一撃だった。

「殺す気か」

「もちろんなのだ」

　カオリは満面の笑顔でそう言ってから、正面から鋭く変化した両手の爪で猛攻撃をしかけてきた。

　速くて、強くて、重い。

　一撃一撃が必殺級の威力を持つ爪の攻撃は、幸いなことに一つだけ弱点があった。

　それは、素人しろうとの攻撃ということ。

　ものすごく乱暴に言ってしまうと、カオリの攻撃は「音速を遥かに超えた駄々っ子パンチ」だ。

　俺は「剣術」で対抗した。

　剣の技は、人間が数千年の間、数十世代にわたって洗練し進化させてきたテクニック。

　それは、遥かに強くて速い駄々っ子パンチを迎撃するのに十分なテクニックだった。

　それで何とかなった。

　迎撃をしているうちはなんとかなる。

　魔王という超究極生物のスペックは、「防御」に一旦回ってしまえばそのまま押し切られる程のもの。だから俺は「迎撃を続けた」

「すごいのだ！　私が今まで戦った人間で二番目に強いのだ」

「二番目なのかよ！」

「一番目はお父様なのだ！」

「そりゃそうだろうな！」

　魔王の父親だ、そりゃ強いだろうよ。

「こっちは今までで一番だよ」

「ふふん、そうだろうそうだろうなのだ！」

「嬉しそうだな」

「当たり前なのだ！」

　永遠にも感じられた数分間を打ち合った後、次第に慣れてきた俺は、カオリとそんなやりとりをする余裕が生まれた。

　速くて強いのはそのまま、肌に突き刺さるような殺気も相変わらず。

　それでも最初の頃より慣れてきたから、軽口を叩く余裕が出てきた。

「第一段階合格なのだ？」

「んあ？」

「ちょっと強いの、いくのだ」

　カオリはそう言って、十メートルくらい飛び下がって、そのまま地面を蹴けって上空に大きく跳ちよう躍やく。

　魔力を感じる。

　カオリが突き上げた右手に直径二十メートルを超える超巨大な魔法陣が現れた。

「おいおい……」

「いくのだ！　イオおばさん直伝……十界万雷陣なのだ！」

　自然災害、そんな感想が喉のどまで出かかった。

　直径二十メートルを超える魔法陣――円から次々と雷が降ってきた。

　カオリの「面」から降り注ぐ雷が、俺という「点」に殺到する。

　これはまずい。

　俺は剣を地面に突き立てて、目を閉じて集中する。

『我は命ず。無形にして無常の使し徒と。いやさきより来たりていやはてへ集つどえ――アブソリュートフォトンバリア！』

　詠えい唱しようを通して魔力を高める。

　変換した魔力が体外に放出されて、全身を覆う光のバリアになった。

　暴風雨の如く降り注ぐ雷をバリアで防ぐ。

　……やっぱり受け身じゃだめだ。

　受けていると後手後手に回って、いずれ押し切られる。

　シンプルだが腕うで相撲ずもうと同じだ。

　いったん押され出すとその先は話にならない。

　押し返さないと！

　バリアの中から目を凝こらし、じっと見つめる。

　密集する雷に一箇か所しよ、隙すき間まを見つけた。

　剣を握り、バリアから飛び出した。

「万」が「千」になった隙間を、剣を振るって払いのけながら突進していく。

　上空を飛んでいるカオリに肉薄する。

「ええっ！　まだこっちの番なのだ」

「ターン制に付き合うとは言ってないぞ」

　懐ふところに潜り込んで、容よう赦しやなく袈け裟さ懸がけに振り下ろす。

　手応えあり、斬撃がカオリの肉を裂いて骨を断った――。

「いたた……とんでもない一撃なのだ」

　わずかに下がって、地上に着陸するカオリ。

　落下中は鮮血が吹きだしていたが、着地する頃には傷が完全に塞ふさがっていた。

　もとより、これで致命傷になるとは思っていないが。

「想像以上に化け物だな」

「だって魔王なのだ」

　カオリは上機嫌に、ない胸を張った。

「あっ、今のは褒ほめ言葉になるんだ」

「もちろんなのだ。よーし、次はこっちの番なのだ。今度はヒカリお姉様直伝――」

「だからターン制には付き合わないって――」

　問答無用とばかりに、カオリが手を真横に薙なぎはらう。

　すると、次々と「人間」が召喚された。

　数十数百と、一瞬のうちに召喚されたそれらが一斉に襲ってきた。

「なんじゃこりゃ」

「歴代の下げ僕ぼくなのだ。とりあえず１号から２００号まで召喚したのだ」

「げっ！」

　下僕、って言われて俺はあの下僕ちゃん――１０２４号を思い出した。

　あの子は修復のエキスパートだった。

　下僕もどうやら厳選する魔王カオリ――召喚した下僕たちは強かった。

　一人一人が、ミデアと同等かそれ以上の力だ。

「くっ！」

　剣を振るって、最初から全開で迎え撃つ。

　集中力を限界まで高めて、一体一殺――全部一撃で倒すようにする。

「……はは」

　思わず、笑いが出た。

　下僕を召喚して俺にぶつけていたカオリは、腰に手を当てて、ふんぞりかえった様子で観戦していた。

　殺気は――今でもある。だけど多分これ、魔王にとっての殺気じゃないのかもしれないと思った。

　強すぎるが故に、こっちが殺気だと感じてしまうだけ。

　カオリは最初から、俺とじゃれ合っているだけなのかもしれない。

　そう思うとおかしくなって。

「とことん付き合ってやるよ」

　俺は、意識を切り替える。

　大ぶり、大技。

　そういうのを意識して、戦い方を変えた。





☆






　半日続いた戦いは、夕方くらいになって、一休みをはさんだ。

　俺は地面で大の字になって、カオリはあぐらを組んで地べたに座っている。

「楽しかったね！」

「いやいや、そんなさわやかに言うことじゃないだろ」

「なんで？」

「周りを見てみろよ。焦しよう土ど――いやそれよりも遥かにひどいぜ」

　俺とカオリの周り、今朝まで風ふう光こう明めい媚びな、穏おだやかな草原だったそこは、地獄に似た何かに変へん貌ぼうしていた。

　ぽっかりあいたクレーターなんて序の口。

　あっちこっちが丸焼けになって、ところどころ地面が溶けて溶岩の湖になっている。

　ちょっと離れた所なんか、紫色の毒々しい液体がプクプクと沸ふつ騰とうしてるかのように気き泡ほうが出来たり弾けたりして、そのそばにある大木が溶け落ちている。

「大丈夫なのだ、これは後で下僕１０２４号に直させるのだ」

「あの子過労死するんじゃないのかこれ」

「それよりも――はい」

「ん？」

　立ち上がったカオリは俺の所にやってきて、手を差し伸べてきた。

「なんだそれは」

「握手なのだ」

「握手？」

「お父様に聞いたのだ。強つわ者もの同士は、ケンカしたらダチなのだ」

「なんだその暴論は」

「土手にある鉄てつ橋きようの下で殴なぐり合って、黄昏たそがれの中、握手するのが青春なのだ」

「言ってる意味が何一つ分からない」

　分からないが、カオリは本気だった。
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　黄昏の逆光を背負い、俺に手を差し伸べ続けている。

「ふっ、しょうがないな――」

　嵐のような娘だが、裏表のないその率そつ直ちよくさは好ましくもある。

　俺は、彼女の手を取ろうとした――その時。

「――はれ？」

　悪意。

　カオリの足元から、悪意を含んだ魔法陣が広がった。

　その魔法陣は俺もろとも吞のみ込んだ。

「封印なのだ。どういうことなのだ？」

「ふはははは、浅はかなり魔王！」

　遠くから男の声が聞こえた。

　カオリと一緒にそっちに振り向く。

　兵士を率ひきいた一団が近づいてくるのが見えた。

　俺には初めて見る顔だったが。

「ムノーなのだ」

　下僕同様ちょっとひどいが、どうやら顔見知り、という感じのカオリ。

「知ってるのか」

「うん、私の部下だけど、無能だから何か命令したことはないのだ」

「へえ……」

　俺は男に目を向けた。

「お前、何のつもりだ。今の話だとお前、カオリの臣下なんだろ？」

「我々はずっとこの時を狙っていた。魔王を討とう伐ばつできるこの時を」

「なんだって？」

「コモトリアはもともと人間の国、それをこの魔王の母娘が私物化したのだ。我々は正統なるコモトリアを復活させるのだ」

「……つまりクーデターか」

「違う！　これは義ぎ挙きよなのだ！」

「あー……」

　はいはい、という呆あきれた反応が喉のど元もとまで出かかった。

　コモトリアの内情は知らない、だが一つ分かっていることがある。

　義挙やら、義士やら。

　そういうのを口にする連中にまともなヤツはいないのだと。

「これはこまったのだ、私の力じゃこれを破れそうにないのだ」

「そうなのか？」

「うん。甥おいっ子こちゃんと遊びすぎてくたくたなのだ」

「ふふふ、それを狙っていたのだよ」

　勝ち誇る――えっと名前なんだっけ、無能？

　そんな勝ち誇ったムノーに聞いた。

「なあ、カオリはなんかしたか？　圧政とかそういうの」

「愚ぐ問もん！　魔王は存在そのものが罪なのだ」

「なるほど。なあカオリ」

「なんなのだ？」

「お前王だろ？　統治とかはどうしてる？」

「お母様の言いつけなのだ。私と同格の人間が出てくるまで政治もノータッチなのだ。人間は栄えるも滅ぶも人間自身の力なのだ。君臨すれども統治せずなのだ」

「なるほど」

　今度はムノーの方を向く。

「カオリの母親の言いつけは俺が思い知ってる。俺はカオリの味方をするぞ」

「何を戯ざれ言ごとを、魔王すら破れないこの封印を――」

「ぬぅん！」

　残った力を右腕に込めて、そのまま地面を叩きつけた。

　パリーン、という音を立てて、魔法陣が砕くだけ散った。

「――なっ」

　魔法陣の縛いましめがなくなって、俺はひょいと跳び上がった。

「ば、馬鹿な、何故破れる。貴様も魔王と同じく力を使い果たしたはず！」

「理由はシンプル」

　俺は男に剣を突きつける。

「俺はまだ、本気を出していないからだ」

　ムノーとその部下の兵士は驚きよう愕がくし。

「すごいのだ！　まだ余裕だったなんて甥っ子ちゃんすごいのだ！」

　当事者のカオリは、まったく緊張感がなくて、こっちまで脱力しそうだった。
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　ムノーとその部下を圧倒する。

　カオリと激闘の後で消しよう耗もうしていたが、そんなの関係なく、連中を制圧した。

　全員を倒したあと、カオリが聞いてきた。

「殺したのか？」

「いや、少し思うところがあってな」

「もしかして、今のが『峰みね打うちだ……』なのだ？」

　カオリは興奮気味に、しかし妙な小芝居をはさんで聞いてきた。

「この剣で峰打ちなんてしたら折れるわ」

　初代の遺い物ぶつ、物理的には大量生産の一振りだ。

　技じゃなくて峰打ち――力任せに叩きつけたら間違いなくボッキリ折れる。

「それより、こいつらはどうする？」

　話を変えて、生かした連中の処遇をカオリに聞く。

「どうするって、何がなのだ？」

「処刑とかするのか？　謀む反ほんだろこれ」

「そんなことしないのだ」

「しないのか？」

　ちょっと驚いた。

　魔王なのに。

「もうずっと言ってるのだ。お母様の言い付けで政治にノータッチだし、格下の人間には手を出しちゃいけないのだ」

「え？　謀反したこいつらもか？」

「もちろんなのだ」

　頷うなずくカオリ。

「それは……どうなんだ？」

「大丈夫なのだ。私は魔王、普通の人間が何かしたところでびくともしないのだ。今も回復してるし、こいつらが目を覚ました頃には何もかも鼻歌交じりで踏みにじってやれるのだ」

「なるほど」

「……」

「カオリ？」

　何故か黙って、俺を見つめてくるカオリ。

　同じように見つめ返すと、彼女は神妙な顔で口を開いた。

「殴なぐり合ったダチだから言うのだ、本当はちょっとだけウザいのだ。虫が周りをブンブンブンブン飛び回るのはウザいのだ」

「ウザいのか」

「そうなのだ。でもお母様の言い付けを守るのだ」

「……」

　この瞬間、俺の中にスイッチがはいった。

　ここしばらく――カノー当主になったことでたまりにたまったものが爆発した。

　やりたいことをやれない、そのカオリの現状が気にくわなかった。

　だから考えた。

　色々考えて、その考えをまとめて。

「なあカオリ。お前はいくつだ？」

「んあ？　甥っ子ちゃんは私の歳としが気になるのだ？　歳なんて百から先は覚えてないのだ」

「大人か？」

「むっ！　それは失礼なのだ。私は立派な大人なのだ！」

　カオリは頰ほおを膨ふくらませて、胸を反り返るほど張った。

　そうしたせいで、より胸がないことが強調される悲しさ――なのは脱線するからスルーした。

「そうは見えないな」

「失礼なのだ！　確かに背は少し小さいのだ……」

「そうじゃない。大人だという割にはまったく親離れしてないなって思ったんだ」

「親離れ……なのだ？」

「そうだ。大人ってのは親離れしなきゃいけない、出来てないのは大人に見える子供、これは最悪だ」

「……本当なのだ？」

「ああ、本当だ」

「……ちょっと待つのだ」

　カオリはそう言って、いきなりキュイーン！　と飛び立った。

　ものすごい飛行、黄昏たそがれの向こうに一瞬で消えていくその姿はまさに魔王。

「もうそんなに回復してるのか……」

　本人の申告通り、もうムノーどもが復活してきても何も出来ないだろうな。

　などと、思っていると。

「ただいまなのだ」

「はやっ！」

　飛んでいった方角から、行きと同じくらいの速さで戻ってきた。

「どこに行ってたんだ？」

「下僕８１０号に聞いてきたのだ。甥っ子ちゃんの言うとおり、大人は親離れするものなのだ。……むしろ『知らなかったのか』と呆あきれられたのだ」

　一瞬だけちょっとシュンと気落ちしたカオリ。

　何者かは知らないが、下僕８１０号とやらは結構ずけずけものをいうタイプのようだな。

　まあ、それはともかくだ。

「俺の言った通りだろ？」

「でもどうしたら親離れになるのだ？　お父様もお母様も今はこの世界にいないのだ」

「そりゃ今もこの世にいたらお前が魔王じゃないだろうし。そうだな、親の言い付けを越えるのが普通だな」

「言い付けを？」

　カオリが小首を傾かしげる。

「そうだ。まったく反抗してもだめだ。それはただの反抗期、十五、六のガキがやることだからな」

「ちょっと待つのだ」

　カオリはまたキュイーン！　と飛んでいった。

　また８１０号か、と思って少し待つと、すぐにまた戻ってきた。

「本当なのだ。８１０号、それは鼻で笑ってやっていいのは子供だって言ったのだ」

　８１０号、過激だが常識人のようだな。

「だろ？　だからただ反抗するんじゃない。考えて、言い付けの先にいくんだ」

「先って何なのだ？」

　素直に答えを求めてきたカオリ。

　これはこれでちょっと問題ありだが、今は話が早くていい、ってことにしとこう。

「何がなんでも人間に手を出すなじゃなくて、出しても良いかどうか、を自分で考えるんだ。例えば意味なく人間の国に戦争をしかけるのは――」

　教師が生徒にって感じで、カオリに答えを促す。

「多分だめなのだ」

「うん。で、王が謀反人を処罰するのは？」

「普通なのだ！」

　ぱあぁ――と顔がほころぶカオリ。

「そう、王の立場なら謀反人を処刑するのは当たり前だ。しないと舐なめられるし、何より同じことが次々起こって国が安定しない」

「なるほどなのだ！」

　カオリは気絶しているムノーどもの方を向いた。

　そしておもむろに手をあげた後、すっ、と振り下ろした。

　直後、その一振りだけで、全員の首と胴体が泣き別れした。

　さすが魔王、恐ろしく速い手刀だったな。

　死刑か、まあ、謀反を企くわだてた人間には相応の処分だな。

「ありがとうなのだ！　甥っ子ちゃんのおかげでちょっとすっきりしたのだ」

「そうか、なら良かった」

「これからも謀反はどんどん処刑するのだ」

　なんかいけない扉を開いた気がしたから、ちょっとフォローする。

「処刑もいいけど、ちゃんと働いた部下にはちゃんと褒ほう美びをやるんだぞ」

「それは大丈夫なのだ。下僕たちには全員屋敷と使用人を与えてるのだ」

「下僕なのに貴族並の待たい遇ぐうだな」

　まあ、魔王の下僕だし、そういうもんか？

「ありがとうなのだ！」

　満面の笑顔でお礼を言った後、カオリは俺を上目遣いでじっと見つめた。

「どうした」

「甥っ子ちゃん、１０２５号になってくれなのだ」

「１０２５号って……ああ下僕か」

　頷くカオリ。

　下僕か……まあでも１０２４号や、８１０号とのやりとりを見てると、下僕とはいうものの、特定分野で頼れる人って感じだな、カオリにとっての下僕は。

　そう思ったが、間違いだったらいけないし、念のために聞いてみた。

「親離れのことを相談する相手ってことか？」

「そうなのだ」

　どうやら推測は正しかったようだ。

　まあ、そういうことなら。

「いいぞ」

「本当か！　やったーなのだ！」

　カオリはその場でぴょんぴょん飛び跳ねる程嬉しがった。

「それじゃ、皆に知らせるのだ。またなのだー」

　カオリはそのテンションのまま、再びきゅいーん、と空の彼方かなたへ消えていった。

　しばらく待っても戻ってこなかったから、今日はここまでか、ってことで俺も家路についた。





☆






　数日後、王都レティム。

　王宮に呼び出された俺は、庭園で国王陛下と二人っきりであった。

「さすがだな先生、先生のおかげで魔王軍との一戦が回避された」

「いえ、元はといえば俺が原因ですから」

「明日コモトリアからの使者が到着する。先生は正装を持ってきているか？　ないのなら用意させるぞ」

「持ってきてはないけど……正装？」

「正装」

「……何のために」

　勘、というほかない。

　ものすごくいやな予感がして、背中に汗が伝った。

「魔王の特別顧こ問もんになったのだろう？　鉄てつ橋きようと黄昏の下で殴り合ったダチ、の意味は今一つ理解できないが」

「あ、ああ……そのことですか。そうですね、なりました。それがなんで正装を？」

「特別顧問ということで、先生に無任地の爵位が与えられるというのだ。正直先生を取られたようですこし嫉しつ妬とするが、それで魔王との戦いがこの先避けられるのなら先生には感謝しかない」

「……は？」

　なにそれ、どういうこと？

　俺に爵位って……え？

「それってどういう……」

「大公爵ときいている。アイギナの制度にはないが、公爵の上、総理王大臣相当と思っていいぞ」

「そういう意味じゃないし一気に最高位かよ！」

　カオリ、やり過ぎだろ！
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　ピンドスの屋敷、昼下がりの庭。

　安あん楽らく椅い子すに座って、写真を眺めていると、姉さんの気配が近づいてきた。

「ヘルメス、何をしているのですか？」

「ああ、ちょっとこれを見てたんだ」

　そう言って、カオリから押しつけられた写真を姉さんに見せた。

　姉さんは身を屈んで写真をのぞき込んだが、何を思ったのかその写真をひったくって。

「そーい！」

　スカートをなびかせ、足を頭上まで上げる豪快なフォームでカオリの写真を投げ捨てた。

　空の彼方へと消えていくカオリの写真。

　俺はおでこに手のひらでひさしを作って、飛んでいった写真を眺めた。

「飛んだねえ」

「ダメですよ！　ヘルメス、それはダメ！」

「へ？」

「いくらなんでもそんな幼い子はダメ！　お姉ちゃんそんな子に育てた覚えはありませんよ」

「なに言ってんだ姉さん」

「まさかもう手遅れ!?」

　ガガーン！　って感じでのけ反りながら驚きよう愕がく顔をする姉さん。

「いいえ、露ろ見けんしたのは今日が初めて、今ならまだ間に合うはず。私が体を張って正しき道へ……」

「何決意してるのか分からないけど、あれ魔王だぞ」

「……へ？」

　きょとん、と目を丸くする姉さん。

　俺と、飛んでいった写真を交互に見比べる。

「まおう？」

「魔王」

「……マ゠オウ？」

「そんな人名だか地名だかの話じゃなくて。魔王カオリ、コモトリアの国王の写真だ」

「あれが……魔王だって言うのですか？」

「信じられないだろ？　本物なんだぜ、あれで」

　俺も未だに信じられない。

　どう見ても子供で、ロリロリでちょっとおバカっぽいところがあるくせに、強さで言ったら今まで戦ったどんな相手よりも強い。

　危うく本気を出させられるところだったぞ。

「え、えっと……」

「ちなみにアレ、魔王から押しつけられたものだけど。その時真顔でこう言われた」

「な、なんて……？」

「『これは拳こぶしで語らったダチの証拠なのだ、なくしたら種絶の呪いと短命の呪いを掛けてやるのだ』、ってな」

「種絶はらめええええ！」

　姉さんは血相を変えて、写真を投げ飛ばしたほうに向かって猛ダッシュしていった。

　スカートをつまんでの猛ダッシュ――あっミデアが轢ひかれた。

　まあ、言われたのは本当だけど、姉さんなら見つけてくるから大丈夫だろう。

「しっかし、大変だったな……」

「そうみたいだね」

「うおっ！」

　いきなり話しかけられて、安楽椅子から転がり落ちるくらいびっくりした。

「り、リナ殿下」

「リナ」

「え？」

「呼び捨てでいい。師し匠しようなんだから」

「あぁ……そうだったな。それよりどうしたんだいきなり。びっくりしたぞ」

　立ち上がって、リナの前に立つ。

「陛下からお褒ほめの言葉をあずかってきた。さすがね、魔王を本当にどうにかしてしまうなんて」

「そうか？」

「ええ、陛下は大いに喜んでいるわ」

「そうなのか。ちょっと不安だったんだがな、無断で魔王の特別顧問、しかも大公爵（？）レベルの地位をもらっちゃったから」

「先生のすごさを理解するとは、魔王の小娘中々見る目がある。っておっしゃってた」

「上から目線！　いやカオリの方が圧倒的に年上だと思うんだけど」

　詳しくは聞いてないが、カノー家の初代と顔見知りみたいなこと言ってたし、普通に数百歳、下手へたしたら一千年くらい生きてる感じだ。

　見た目はロリだけど、決して小娘って歳としじゃない。

「で」

「ん？　で、って、なにが？」

「私は監察官」

「なにか仕事なのか？」

「ああ、そなたと魔王の戦いの地へ赴おもむいて検分してきた」

「……へ？」

　けん、ぶん？

「力が濃く残りすぎている、しかも時間経過とともにさらに悪化している。もはや人間が立ち入り出来ないレベルになっている」

「えええええ!?」

「あっちは部下に任せて、そなたの口から証言を取りに来たというわけだ」

「はあ……って待て」

「なんだ？」

　監察官として、リナは初めて出会った時のような、硬質的な美び貌ぼうで俺を見つめ返してきた。

「部下って何のこと？」

「現場の検分には部下がいる。かなり大規模だったと報告を受けているし、もとより私が自分の手でやるわけではない。スライムロードの時で知っているだろう？」

「確かに……って、ことは……まさか！」

　ものすごい悪い想像が頭をよぎった。

　何故今までそのことを忘れていたのかと、自分を殴なぐり飛ばしたくなるうかつさだ。

「目撃者……いっぱい？」

　リナは静かにうなずいた。

「噂うわさもいっぱい」

「ノオオオオオオオオオ!?」

　俺は頭を抱えてイヤイヤした、膝から崩れ落ちそうになった。

　なんてこった。

　なんてこった。

　なんてこった。

　まさかそんなことになっているなんて、なんてこった……。

　目撃者を減らす意味もあって人ひと気けのない所を選んで戦ったのに、検分と戦いの痕こん跡せきのことを忘れていた。

「オゥノォ……」

　本気でがっくりきた。

「どうしたのだ甥おいっ子こちゃん」

「カオリィ……」

　ものすごい勢いで接近して、しかしものすごい涼しい顔でしゃがんで下から俺をのぞき込んでくるカオリ。

「魔王……」

　横でリナが魔王の出現に息を吞のむのが分かった。

「甥っ子ちゃん、腹が痛いのだ？」

「ちがうよ……ってか何しにきたんだ？」

「そうだ。甥っ子ちゃんひどいのだ。写真をどこかに捨てた気配を感じたのだ」

「なんで分かるの!?」

「呪うためにちゃんとなくしたかどうか分かる魔法を掛けておいたのだ」

「ああ、掛かってた魔力ってそういう……」

　てっきり捨てたらそのまま来るのかって思ったけど、姉さんが捨てても何もなかったから不思議には思ってた。

「甥っ子ちゃんひどいのだ」

　カオリはそう言って、ヒュンと手刀を振ってきた。

　恐ろしく速い手刀、それを避けて、剣を抜いて反撃する。

　切っ先はカオリの鼻先をかすめた。カオリはメトロノームの如ごとく反ってかわした後、頭突きしてきた。

　コンマ一秒もない短い間、カオリの目に期待する色が混じっていた。

『夕日と鉄てつ橋きようの下で殴り合ったダチ』のことをあの後も色々聞かされた俺は、なんとなくカオリの求めていることを理解。

　心の中でため息をついて、頭突きで迎撃。

　ドゴーン[image: !!!]

　ぶつかり合う頭と頭、ほとばしる衝撃波。

　安楽椅子が吹っ飛び、地面の芝しば生ふが剝はがれてクレーターが出来あがる。

　カオリはじゃれ合いに来た、俺はそれに付き合ってやった。

　軽く準備運動レベルの手合わせをしたあと、カオリは笑顔で手を止めた。

「うん、すっきりなのだ」

「今度からやる時は一声掛けて欲しい」

「甥っ子ちゃんなら大丈夫なのだ。それに言葉じゃなくて拳で語れるのが本当のダチなのだ」

「本当にやっかいだなそれダチ」

「ところでそこの女はなんなのだ？　鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしているのだ」

「吹っ飛ぶわハト！」

　そこの女ってリナだよな、一体どういう顔――。

「へっ？」

　リナの方を振り向いた瞬間、おれの方が豆鉄砲を食った鳩のような顔をしてしまった。

　リナはポカーンとしていた。

　ものすごい何かを、信じられない何かを見たような顔だ。

「なんだ……今のは」

「へ？」

「今の戦い、人間のレベルを超越している……人間ってあそこまで強くなれるのか？」

「……あっ」

　やってしまった。

　カオリに付き合ってやってたら、感覚がマヒしていた。

　魔王との「じゃれ合い」でも、普通の人間には「ものすごい」レベルだった。

　これ、口止め……出来るのかな……。
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　朝起きると、信じられない光景が広がっていた。

　屋敷のリビングに姉さんとカオリがいた。

　カオリはちょこんと椅い子すに座っていて、姉さんに髪を梳とかせている。

　……はい？

　待て待て、これは夢だ、夢に違いない。

　その証拠にほっぺをつねると――

「いってえええええ!?」

「え？　あっ、ヘルメス。おはよう」

「あー、おはようなのだー」

　姉さんは普段通りに穏やかに微笑ほほえんで、カオリは座ったまま手を上げて元気のいい子供のように挨あい拶さつした。

「……どゆこと？」
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　改めて見ても信じられない。

　姉さんとカオリが仲良くしているのもそうだけど、あの嵐のようなカオリが素直に姉さんに髪を梳かせている。

　いったい、どういうことなんだ？

「あの……ねえさん？」

「何かしらヘルメス」

「なにゆえ魔王と一緒にほのぼのやってらっしゃるのでせうか」

「言葉遣いがおかしいですよヘルメス」

「いや言葉遣いよりもね」

「何故一緒に？　それは、ねー」

「ねー」

　意気投合した大親友の如く、二人は首を左右に傾げ合った。

　ちくしょうちょっとかわいく見える。

「そうじゃなくて、分かる様に説明してくれるかな」

「分かったのだ。あのな、姪めいっ子こちゃんは物分かりがいいのだ」

「姪っ子ちゃん？　ああそうか俺は甥っ子ちゃんか」

　カオリはカノー家の初代がいる頃から生きてる、そしてカオリの父親は、カノー家の――俺と姉さんの祖父の祖父の祖父の祖父の――と同一人物だ。

　それで俺は甥っ子の孫の孫の孫の――ということで甥っ子ちゃんとカオリは呼んでる。

　そうなると当たり前のように、姉さんも姪っ子ちゃんになる。

「それはいいけど、物分かりがいいって？」

「ここにいくらでもいていいって言ったのだ」

「ええ!?　な、なんで？」

　びっくりして姉さんを見る。

　その姉さんは俺とは正反対に、ケロッとした顔で語り出した。

「ヘルメスは魔王様の相談役、大公爵相当ということですよね」

「あ、ああ」

「つまりは部下」

「そりゃまあ、そうだ？」

「部下の家は主人の家も同然」

「それは――いやおかしいぞ」

　さすがにそれは通らない、俺の家はあくまで俺の家だ。

「だから、魔王様はいつでも自由にここに来て、いつでも自由にヘルメスと戦っていいってことです」

「いいってことなのだー」

「いやいや。あー……そうか……」

　分かったぞ。

　姉さんは「俺の本気」を世間に知らしめたいんだ。

　ここ最近「魔王」と戦った結果、俺の意思に反するが名声が上がってる。それは姉さんにとって喜ばしいことだろうな。

　だから姉さんはカオリを抱き込んだ。

　カオリと戦えば、俺の名声はさらに上がるというもくろみで。

「……はあ」

　ため息がでた。

　姉さんは謀ぼう略りやく家かだ、悪わる巧だくみが好きだ。

　どれくらい悪巧みが好きなのかというと、俺に家を継がせるために、わざわざ国王に申し出て、姉である自分を俺の義理の娘にしてしまうくらい、悪巧みが好きで、そういう発想が得意だ。

　今もきっと「決めて」いる。

　決めた姉さんはそれを押し通すためのアイデアが無限に湧いてくる。

　経験上抵抗は無駄、ならばより悪化する前に落としどころを見つけるべきだと、俺の長年の経験が告げている。

「……カオリ」

「なんなのだ甥っ子よ」

「ここに来ても良いけど、一つだけ約束だ。俺以外の人間には絶対に手を出さないでくれ。巻き込む可能性がある時は戦いはなしだ」

「ふむ、分かったのだ。言われなくてもお母様の言いつけで弱っちい人間には手は出さないのだ」

「ならいい」

　とりあえずこれで――と思った瞬間閃せん光こうが煌きらめく。

　考えるよりも先に体が反応した。

　剣を抜き切り結ぶ。

　カオリの爪だった。

　オリハルコンよりもさらに堅い魔王の爪と打ち合う、衝撃波が広がる。

　時間にしてわずか一秒、その一秒間で数百回打ち合った。

「ふう、満足なのだ」

「いきなりはやめてくれ」

「そっちは聞かないのだー」

「……まったく」

　カオリは見た目の幼さとか口調とは違って、とても頭がいい。

　俺が言いたいこと、守らせたいこと、その意図。

　全てを理解した上で、「いきなりはやめろ」と言うのをはねのけても大丈夫だと分かっている。

　まったく、やっかいだ。

　やっかいといえば姉さんもだ。

「なあ姉さん、今回は仕方ないけど……姉さん？」

「……」

「どうした姉さん」

　姉さんがぼうっとこっちを見つめている、心なしか顔が赤い。

「姉さん？　どうした姉さん」

「……格好いい」

「え？」

「――はっ！　な、なんでもないです」

　顔をますます赤くさせて、そっぽ向いてしまった姉さん。

　なんだったんだろうか。

　まあいい、それよりもカオリのことだ。

　今後も来るのなら、もうちょっと考えなきゃならないことがある。

　たとえば――。

「おーい、来たぞ先生」

「なんたるタイミング！」

　外から聞こえてきたのは国王陛下――多分キングの格好をしている陛下だった。

　果たしてそれは正解だった。

　しばらくして、足音が近づいてきて、リビングにキングが入ってくる。

「来たぞ先生、そろそろ団の相談を――むっ」

　キングはカオリを見て、表情を強こわばらせた。

「魔王……なぜここに」

「何者なのだ？」

「アイギナ国王だ」

「おー、そういえば何十年前かにあった少年とそっくりなのだ」

「そちらこそ、何十年経っても成長はないようだな」

　キング改め国王は、何故かカオリとバチバチ火花を飛び散らせていた。

　キングもカオリも、どっちも譲ゆずらずにらみ合っている。

「何しに来たのだ」

「先生は余よの剣術指南役だ、剣の稽けい古こをつけてもらいに来たのだ。そっちこそなんのために」

「甥おいっ子こちゃんは私の相談役なのだ。色々相談するために来たのだ」

「ほう……余と先生を争う気か」

「甥っ子ちゃんは渡さないのだ」

　にらみ合う二人はますますヒートアップしていく。

　が、まあ最悪の事態は避けられるだろう。

　カオリは国王陛下とにらみ合ってるけど、手を出そうとする様子はない。

　舌ぜつ戦せんは避けようもないみたいだが、手が出ないのならまあいいだろう。

　と、思ったのだが。

「ヘルメス様が王様と王様に奪われ合ってる」

「すごい三角関係だわ」

「へっ」

　なにやらひそひそ話が聞こえるのでそっちを向いたら、いつの間にか入り口にメイドたちが集まってて、こっちを見る目を輝かせている。

　えっと、何？　三角関係？

　えっ？　そうなっちゃうの？

　……そうなるのか。

　えっと……俺のために争わないで？　っていえばいいのかな。

「いい度胸なのだ人間の王」

「そっちこそいい度胸である魔王よ」

　なんか、本気で三角関係じみてきて、俺は頭を抱えたくなったのだった。










83　それでも俺はやりたくない










「甥っ子ちゃん！」

　書斎のドアを乱暴に開け放って、カオリが部屋の中に入ってきた。

　唇を尖とがらせて、両手を腰に当てて、プンスカと怒っている。

　一体どうしたんだ――と思う暇もなくカオリはつかつかと歩み寄って、机の上に飛び乗って俺に迫った。

「姪めいっ子こちゃんから聞いたのだ」

「な、何を？」

「甥っ子ちゃんは本気を出したくないって本当なのだ？」

「なんだそんなことか。ああその通り――」

「それはおかしいのだ！」

　こっちの弁明――いや弁明以前の問題か。

　その通りだよという言葉も言い終えないうちにカオリはさらに迫ってきた。

「なんで本気を出さないのだ？　はっ！　もしや甥っ子ちゃんも母親に何か言われてるのだ？」

「別にそういうわけじゃ――」

「だったらその女を殺してくるのだ、甥っ子ちゃんの本気禁止令を力ずくでとかせるのだ。大丈夫私は魔王だからそういうの大得意なのだ――」

「落ち着けって！」

　俺はチョップをカオリの頭のてっぺんに叩き込んだ。ポカッていい音がした。

　ちなみに避けられることを考えてそれなりに速くて強いチョップだ、竜王の影なら一撃で裂ける程度の力を込めた。

「いたたた……何をするのだ」

　カオリははたかれた所を押さえて、ちょっとだけ涙目になった。

「まず俺が本気を出さないのは母上と関係ないし、そもそも母上はもういない」

「じゃあどうして本気を出さないのだ？」

「それは……」

　どう答えるべきか。

　ここで素直に「面めん倒どう臭くさいから」と答えていいものか。

　カオリの性格はここしばらくの付き合いでよく分かった。
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　一言で言えば――予測不可能。

　それをよく分かるようになってしまった分、言った時どうなるのか本当に予測つかない。

　予測つかないことだけは予測がつく。

　ええい、ままよ。

「面倒臭いからだ」

　俺は素直に答えることにした。

　下手へたに隠すと面倒臭いことになる可能性が大。

　今までそうだったし、カオリ相手でもそうだろう。

　だから素直に答えた。

「面倒臭いのか？」

「ああ、面倒臭い」

「なるほど、分かったのだ。私もケーキを１００個食べた後は動くのが面倒臭くなってついつい眠ってしまうのだ」

「それだけ食ったらそりゃ眠いだろ！　というか食べ過ぎ！」

「でも大丈夫なのだ！　たらららったらー」

　カオリは口で変な効果音をつけつつ、丸薬に見える何かを取り出した。

「なんだ今の音は」

「お父様の教えなのだ、何かすごいアイテムを出す時はこの音を出すのが巨きよ匠しようへのリスペクトなのだ」

「いや言ってることがよく分からん」

　カオリの父親って何を考えてるんだ？　というか俺の御先祖でもあるんだよなその男。

「それよりも――てい！」

　カオリはいきなり腹をついてきた。

　いきなりすぎて避けられなかった。

　ちょっと悶もん絶ぜつして、口を開けたところに、丸薬を口の中に放り込まれて口を塞ふさがれた。

　もごもごやってるうちに、それを飲まされてしまう。

「ぷはっ――、何するんだ」

「ちゃんと飲んだのだ？」

「きっちり飲まされたよ！　なんなんだ今のは」

「これはヒカリお姉様のかけらで作った薬なのだ」

「おい待て、かけらって言ったか？　ヒカリお姉様とやらは人間じゃないのか？」

「それを飲んだ人間は自動的に力を振るうのだ」

「話を聞けよ――へっ？」

　今なんて言った？

　自動的に……力？

　それってもしかして……。

　ドックン！

　心臓が大きく跳ねた、意識が一瞬遠ざかった。

「大丈夫なのだ、力を振るうといっても体に害があるような振るい方はしないのだ。人間は酒を飲んで暴れるけど、あれの安全バージョンなのだ」

　カオリはまだ何かごちゃごちゃ言ってるようだが、それはもうほとんど聞こえなかった。

　いや、「音」として耳に入ってくるけど、それはものすごく遠く感じて、言葉の意味が理解できない。

　まずい、これはまずい。

　毒じゃない分、まずい――。





☆






　ヘルメスはすっくと立ち上がった。

「お？　薬が効いてきたのだ？」

　未だに机の上に乗ったままのカオリがヘルメスの顔をのぞき込む。

　ヘルメスはそのカオリの目をのぞき込んだ。

「邪気は……ない」

　まったく起き伏ふくのない、無感情の声でつぶやくと、そのまま振り向いて窓に向かった。

「聞こえる……嘆なげきの声が」

　つぶやいた直後、今度は窓を突き破って外に飛び出した。

　外に飛び出して、体が落下を始めるやいなや、虚空を蹴って猛スピードで飛び出した。

　何もない空中を次々と蹴ってものすごいスピードで飛んでいく。

　ピンドスの街を飛び出したヘルメスが駆けつけたのは、盗とう賊ぞくに囲まれている一台の馬車だった。

　既に馬車の護衛は切り伏せられ、中に乗っているどこぞの令嬢が盗賊に引きずり出されていた。

「やめて！　誰か！　誰か助けてください！」

「観念しろ！　大丈夫、身代金もらうまで殺さねえ。なあみんな」

「うへへへへ」

　男たちのいやらしい笑い声に、いろいろな危機を感じて、顔が青ざめる令嬢。

　そこにヘルメスが降り立った。

「ああん？　なんだお前は、いつの間に現れた」

「悪の道、止めてくれる」

　誰に言うでもなく、ヘルメスは腰の剣を抜き、下から振り上げた。

　たった一振り――と令嬢や盗賊には見えた一振りの直後、その場にいる十人を越える盗賊が全身から血を噴き出し、信じられない顔をしたまま崩れ落ちた。

「す、すごい……」

　何が起きたのか分からない、しかし救いの手と、その超越的な力だけは理解できた令嬢。

「あの！　助けていただいてありがとうございます――」

「まだ、聞こえる」

「え？」

　令嬢の感謝の言葉も受け取らず、ヘルメスは再び地を蹴って、空を駆けて次の声に向かっていった。

　飛んできたのは農村。

　収穫を前にして、大地の恵みが畑でたわわに実っている農村だ。

「くそっ！　もう少しで収穫なのに！」

「ばか！　早く逃げろ！」

「うわあああああん、おかああさあああん！」

　普段はのどかであろう農村が、今は怒号と悲鳴が飛びかう修しゆ羅らの地になっていた。

　その原因は――空。

　ヘルメスが「元凶」がいると当たりをつけた、ここしばらく多発しているもの。

　隕石が真っ直ぐ落ちてきていた。

　ヘルメスはその隕石の真下に着地した。

「なにやってんだお前、早く逃げろ！」

　村民の一人がヘルメスに向かって怒鳴る。

　ヘルメスはそれを無視して、両手を真上に向かって突き出して。

「滅めつっ！」

　無む詠えい唱しようで呪文を放った。

　黒く、表面が放電を起こしているような球体が隕石に向かって打ち出される。

　隕石の十分の一程度のそれは、当たった瞬間急激に膨ふくらんで、隕石を丸ごと吞のみ込んだ。

　それを見た村民たちは逃げ惑うのも忘れて。

「なんだ今のは……」

「すげえ……」

　と、ヘルメスが振るった力に絶句した。

「まだ……聞こえる」

　ヘルメスは再び、次なる声に向かって飛んでいった。

　カオリが飲ませた薬、それを「酒を飲んで暴れる安全バージョン」と言ったが、それはある意味正しくて、ある意味正しくない。

　気が大きくなって、行動にセーブが利きかなくなるという点では、なるほどまさに酒しゆ精せいによる酩めい酊てい状態に近いものがある。

　ただし、一つだけ致命的に違うことがある。

（うわあああああ、もうやめてくれええええ。ばれる、皆にばれるうぅぅぅ！）

　酒は飲んで意識をなくすが、カオリが飲ませたものは、意識を引っ込めるだけで、そのまま残る。

　ヘルメスはまるで少し離れた所から自分を眺めているような、そんな感覚になっていた。

　そして、自分の意識と関係なく。

　ヘルメスは薬の効果が切れるまで、聞こえる嘆なげきの声に衝つき動かされ。

　次々と人を助け、人前でその力を見せつけてしまうのだった。










84　陰ではしゃぐ魔王










「ねえねえヘルメスちゃん、魔王ってすごいの？」

　いつもの娼しよう館かん、オルティアの部屋の中。

　いつもの様に膝枕をしてもらってくつろいでると、彼女がいきなりそんなことを聞いてきた。

「なんだ藪やぶから棒ぼうに」

「最近ヘルメスちゃんが噂うわさになってるじゃん、魔王となんか色々すごいって」

「うっ……」

　せっかくのくつろぎが台なしになりそうなくらい、頭を抱えたくなりそうなくらいグサッとくる質問だ。

　俺は大きなため息をついた。

「ねえねえ、その魔王って本当にすごいの？」

「そりゃ――ん？」

「どうしたの？」

「今、本当にすごいのって聞いた？」

「うん」

「どれくらいすごいの、じゃなくて？」

　ほんのわずかな違和感だが、オルティアのそれに引っかかりを覚えた。

　これが他の人間ならスルーしてたかもしれない。

　しかしオルティアは娼婦、今は仕事中だ。

　男女の睦むつ言ごとにおいて、些さ細さいなニュアンスの違いでも興奮の度合いが大きく違う。

　そしてオルティアはそういうのが特に上手い。

　だから俺は、その些細なニュアンスの違いが引っかかった。

「うん、だってどれくらいって言われても。そもそも魔王って知らないし。なんなの魔王って」

「知らないのか？」

「知らないよ。いろんな人に聞いたけど、コモトリアの王様ってことくらいしか分かんなかった」

「皆は魔王のことを知らないのか？」

「そう言ってるじゃん」

　……ああ、そうか。

　だいぶ今更だけど、そのことに気づいた。

　カオリは魔王だ、その力が絶大なのは、直にやり合った俺がよく知っている。

　そして彼女はコモトリアの王だ、各国の上層部は色々と知ってるだろう。

　だが、母親の言いつけを守って、互ご角かくの人間以外とは戦わないカオリ。

　それは既に数百年続いているということだから、下手へたしたら数百年間、カオリは人前で力を振るったことはない。

　庶しよ民みんレベルじゃ、カオリのことも、そもそも魔王の「本当」を知らないのも無理はない。

　俺は少し考えて、試しに、とオルティアに「噓じゃないこと」を答えた。

「まあ、王様だし、見た目十歳かそこらの子供だし」

「へえ、じゃあたいしたことないんだ。なのにヘルメスちゃんは苦戦したの？」

「……」

　俺は答えなかった。

　積極的に噓はつかない。

　オルティアが上手い具合勘違いしてくれたから、それで話がどう転ぶのかを見てみることにした。

「ヘルメスちゃんって、意外とたいしたことないんだ」

　オルティアはそう言いながら膝枕した俺の頭を撫なでたり、肩や腰を揉もんだりしてきた。

　これは……予想外だ。

　だがいいことだ。

　そもそも俺が考え過ぎてたんだ。

　カオリと互角以上にやり合ったことで噂になって面めん倒どう臭くさいことになるって思ってたが、それは俺がカオリの力を知っているからだ。

　カオリは他の人間と戦えない。

　国で謀む反ほんを起こされても一方的に殴なぐられっぱなし（効きはしないが）なくらいだ。

　一部を除いて、世間はカオリが強いことをそもそも知らない……？

　だったら、ここ最近のことはあまり気にしなくてもいいのかもしれない。

「ありがとうオルティア」

「ほえ？　どしたのいきなり」

「いや、とにかくありがとう」

「うーん、うん。どういたしまして」

　オルティアは深く考えないで、にっこりと笑顔で受け入れてくれた。

　悩む必要がない、すくなくとも心の負担は大幅に減った。

　この先カオリとは、人が見てさえいなければ真面目まじめに戦っても大丈夫だって分かった。

　そう思うと、久々に心がすごく晴れやかになった。

「うーん」

「どうした」

「ヘルメスちゃん格好いいね」

「なんだ藪から棒に」

「今の話で何かいいことがあった？」

「……どういうこと？」

「だって、いきなりいい顔になっちゃってさ。ヘルメスちゃん、うちに来るようになってから一番男前だよ今」

「そうなのか？」

　膝枕したまま自分の顔をべたべた触ってみた。

「気分が軽くなったのは実感しているが、顔つきが変わるほどか？」

「うん。今ならうちの子皆メロメロ、お代はいいから可愛かわいがって！　って言いだす子が十人はいると思う」

「それはそれで怖いぞ」

　娼婦が金いらないってお前。

「オルティアは？」

「あたし？　あたしは……一生のお願いを今なら聞いてくれそう――あいたたた！」

　手を伸ばしてオルティアにウメボシした。

　また一生のお願いか、なんて思いつつも、今ならなんでも聞いてあげたい気分だ。

　そうやって、オルティアとイチャイチャしていると、部屋の外がにわかに騒がしくなってきた。

「どうしたんだ？」

「ちょっと聞いてくるね」

　オルティアが立ち上がって、部屋の外に出て、若い子を捕まえて話を聞いた。

　直後、彼女は慌てて戻ってきた。

「ヘルメスちゃん！　魔王ってすごいの!?」

　さっきとまったく同じ質問、しかし今度はものすごく慌てている。

「どうした」

「この街の東に山があったじゃん？」

「ああ、３００メートルくらいの小さな山があったな。それがどうした」

「魔王を名乗る子がそれを消し飛ばしたらしいのよ。ヘルメスちゃん、そういう化け物と互ご角かくに戦ったの……」

「おぅ……」

　一時はほっとしたのだが、そのほっとする原因をカオリに吹っ飛ばされて。

　ピンドスを中心に、俺が強いって噂がさらに加速度を増して広がっていった。










85　勘違いヘルメス










　ある日の午後、屋敷の庭に安あん楽らく椅い子すを出して、ここしばらく出来なかったくつろぎをしていると、姉さんの足音が聞こえてきた。

「ヘルメス、何をしているの」

　姉さんはそう言って、ひょこ、って感じで後ろから顔を出して、上から俺の手元をのぞき込んだ。

　俺は手元に一枚の写真を持っている。

　ガチムチな、結構ダンディな男の写真だ。

「男!?　そういうのはダメよヘルメス――はっ」

　姉さんは言いかけた言葉を吞のみ込んで、深呼吸して、なにやらブツブツ言い始めた。

「いけないいけない、そういう早とちりはだめ。オルティアちゃんも言ってたじゃない、ヘルメスちゃんはむっつりだけどちゃんと女の子が好きなんだって」

　なんか思いっきり失礼なことを言われたような気がした。

　つっこんどくべきかと悩んでいると、姉さんは形のいい胸に手をあてて、深呼吸して自分を落ち着かせた。

「ヘルメス、それはどなたの写真ですか？」

「ああ、久しぶりに申し込んできた、姉さんとお見合いしたいって相手だよ――」

「そーい！」

　姉さんは俺の手から写真をひったくって、いつ見ても惚ほれ惚ぼれするような豪快なフォームで投げ捨てた。

　キラン！

　哀れダンディマッチョ、その写真は空の彼方かなたの星となった。

「そういうのはいいのですよヘルメス！」

「分かってるさ姉さん。姉さんをあの程度の男には渡さないさ」

「えっ……」

　たじろぐ姉さん、目を見開かせて俺をじっと見つめる。

「姉さんの気持ちは分かってるさ」

　ドキン。

　俺がそう言った途端、姉さんの胸が思いっきり弾んだ音が聞こえた。

　このタイミング、間違いなく図星をついたのが分かる。

「き、気づいていたのですか？」

「今までのことを思えばな。姉さんの行動は一貫している、さすがに分かるさ」

「ヘルメス……」

　姉さんは目をうるうるさせた。

「俺に本気を出せ、本気出して力を示してその名を天下に知らしめろ。姉さんは今の俺みたいなのが好きなんだろ？」

「み、みたいじゃなくて、その――」

「だからちゃんと選ぶさ。力を示して、それで成り上がった地位の高い男を姉さんに」

「――え？」

　何か言いかけた姉さん、またきょとんとした顔で俺を見た。

　……あれ？

　さっきと、なんか、違う？

「……」

　俺が戸惑っている間、姉さんの目がみるみるうちに冷たいものになっていった。

「あの、姉さん？」

「……」

　ポカポカ。

　姉さんは拳こぶしを握って、俺の頭を叩いてくる。

「ちょっとちょっと、何するんだ姉さん」

「……」

　ポカポカポカ。

「やめてくれよ姉さん。痛くはないけどなんなんだこれ。何が気にくわないの？」

「知りません！　ふん！」

　姉さんはぷいっ、と顔を背けて、すねた顔のまま立ち去った。

　えっと……一体どうしたんだ？





☆






　翌日、再び庭で安楽椅子を出して、今度は何も見ないでくつろいでいると、姉さんがまたまたやってきて、上からひょこっと顔をだしてのぞき込んできた。

「ヘルメス」

「どうした姉さん。今日は――」

　機嫌いいな、という言葉を吞み込んだ。

　昨日のことは訳分からなかったが、ほじくり返さない方がいいと思った。

「はい、これ」

　姉さんは山ほどの写真を俺の膝の上に置いた。

「なんだこれは……女の子の写真？」

「ＨＨＭヘルメスハーレム48フオーテイエイトの新しいメンバー候補よ。２００人集めてきたわ」

「へ？」

「この中から好きなのを選んでね。あっ、選ばないのはダメよ。ちゃんと昨日のうちに陛下に勅ちよく命めいをもらってきたわ。全部陛下の推すい薦せん扱いよ」

「えええええ!?」

　いきなりなんなんだこれ。

　ってか、陛下の推薦って……まるで姉さんが俺の娘になった時くらい強引なやり方だ。

　なんで？　なんでいきなり？

「あの……姉さん？」

「なんですか？」

「なんか、怒ってる？」

　何となくそう感じたから聞いてみた、が。

「そんなことありませんよ」

「いや……あるだろ。だってさ……」

　俺は写真を見た。

　何故か全員――本当に全員だ。

　全員が、どこか姉さんと似ていた。

「ちゃんと選んでねヘルメス」

　姉さんはニコニコしていたが、妙な迫力があって。

　俺はそれに気け圧おされて、なんとなく、その中でも特に姉さんに似てる子を選んだのだった。










86　ダメ魔王の覚醒……？










「甥おいっ子こちゃーん、遊びに来たのだー」

「ぐへっ！」

　真夜中の寝室。

　いきなり腹の上にどかっと乗られて、俺は咳せき込こむほど悶もん絶ぜつした。

　寝てたから何事かと思ったが、払いのけようとしても俺の上に乗っかっている誰かは根っこが生えたかのようにまったくびくともしなくて。

「私の相手をするのだ！」

　特徴的な語尾に幼く舌っ足らずの喋しやべり方で、暗闇の中でもすぐに何者なのか分かった。

　魔王カオリ。

　俺のことを気に入った隣国コモトリアの国王は、ここ最近すっかり俺のことを気に入って、色々とつきまとってくる。

「それはもう諦めたけど……せめてまともな時間に来てくれないか？　夜はさすがに眠いんだが」

「そうはいかないのだ、私はしばらく忙しくなるから、今のうちに遊び溜めしておくのだ」

「忙しくなる？」

　暗闇の中、じっとカオリを見つめる。

　これが他の誰かが、普通の人間だったらなんとも思わなかっただろう。

　しかし相手は地上最強の生物、魔王だ。

　国王であり、魔王でもある。

　地位も政治力も個人の武力もある。

　そんなカオリが漏もらした「忙しくなる」はちょっと聞き逃せなかった。

「なんで忙しくなるんだ？」

「またお金の問題が出てきたのだ」

「お金の？」

「そうなのだ。コモトリアは銀貨で国に税金を納めるのだ、でも銀貨より銅貨の方が高いから、役人たちがそれで儲もうけてるのだ」

「……どういうことだ？」

「えっと……分からないのだ！」

「分からないんかい！」

　ベッドの上で馬乗りになったままのカオリに突っ込んだ。

　国王だろうに。

「あっ、でも下げ僕ぼく９９９号の言葉は覚えてるのだ」

「ほう」

「コモトリアの銀貨と銅貨の官製レートは１：１００であります」

　カオリの口調が一変した。

　どうやら下僕９９９号とやらの言葉を丸ごと再現してるみたいだ。

「しかし市場では銅貨の価値が高く、１：50であります。そのため徴ちよう税ぜい吏りどもは『銅貨で銀貨分をはらえ』と民に命令することで、受け取った銅貨を倍の銀貨にかえて、半分は国へ、半分は自分の懐ふところに入れてるであります――なのだ！」

「なるほどさっぱり分からん」

　なんかややっこしいからくりだな。

　なんとなく為替かわせのレートの穴（？）をついた錬金術なのは分かった。

　ああ、古い書物で読んだことがある。

　昔、とある鎖国をしている国では、金と銀の価値がまったく一緒だった。

　それに目をつけた一部の、その国に出入り出来る人間が、銀を持ち込んで同量の金に交換して国外に持ち出した。

　国外では金のほうが高いから、その金で約三倍の銀に交換できた。

　つまり、入出国一回で、手持ちの資産を三倍に出来た。

　そういうのと同じからくりの話だな。

「それを何とかしないといけないから、しばらく忙しくなるのだ。その前に甥っ子ちゃんと遊び溜めしておくのだ」

「……」

「さあさあ、今から遊びに行くのだ」

「その前にさ、それの原因って、銅貨の価値が高いから、だよな。もっといえば銅貨を溶かして売れるから、だよな？」

「おお、甥っ子ちゃん賢いのだ。下僕９９９号と同じことを言ってるのだ」

「なるほど……もう一個。お前何百年も国王やってるけど、内政はずっと自分でやってるのか？」

「もちのロンなのだ！」

　カオリは親指を立てて、器用にウインクを飛ばしてきた。

「コモトリアの内政王とは私のことなのだ。母上の言いつけで人間を殴なぐれないから、暇つぶしに内政しているのだ」

「なるほど」

　暇つぶしで内政をされた方がたまらないんだが、それは突っ込まないことにした。

「もう一つ。お前、武器とか防具を堅くして、破壊不可能にすることは出来るのか？」

「楽勝なのだ！　これでも魔王なのだ！」

　カオリはえっへん、と薄い胸をはった。

「もう、そんなことはいいのだ。早く私と遊ぶのだ」

「その前に一つ……」

　俺はカオリに手招きして、耳元にささやく。

「カオリの国の銅貨を全部破壊不可能にすればいい。魔王の力で。それで解決するだろ？」

　だれでもいい、もし出来たら銅貨と銀貨の問題は解決する。

　でもそれは誰にも出来ない、人間には不可能だ。

　しかし、カオリは魔王だ。それが出来るかも知れない。

　だからアドバイスした。

　そしてカオリは出来るといって、しかも乗り気になった。

「ナイスなのだ！　さすが甥っ子ちゃんなのだ」

「そうか」

「早速帰ってそれをやるのだ！　また今度なのだー」

「それよりアドバイスしたのは俺って言うなよ。何を聞かれても『魔王だからすごいんだ、自分で思いついたんだ』で通しとけ」

「おお、さすが甥っ子ちゃん、気が利きくのだ。うん、そうするのだー」

　カオリは俺の上から退いて、窓から外に飛び出した。

　夜空に消えていくカオリを見送って、俺は窓を閉めて、暖かい布団に潜り込んで寝直したのだった。





☆






　数週間後のある日、俺が書斎で新しい写真集『ただのじゃないオルティア』を読んでいると、訪ねてきたリナが呆あきれ顔をしていた。

「そなただな、魔王にアドバイスをしたのは」

「へ？」

　いきなり何のこと……ってアレのこと？

　いやでも、ちゃんと口止めしたし、カオリもノリノリだったし。

　なんて、俺が戸惑っていると。

「ええ、魔王は否定していた。自分が考え出した方法だと言い張っていた」

「お、おう」

「しかし、あのアンポンタン魔王が自分でそんな方法を思いつけるはずがない。それはこの数百年、アホみたいな施政を見てきた近隣諸国の人間ならだれでも知っていること」

　あ、アンポンタン……。

　そんなにひどいのか、国王としてのカオリは。

「魔王だから無意味なだけ、人間の王だったら日替わりで反乱と謀ぼう殺さつが起きてる」

「むしろ何をやってるのか気になって来たぞ！」

「そんな魔王が神の一手を打ってきた。自分で思いついたと嬉しそうに言いふらしているが、そんなはずはないと誰もが知っている。そして」

「そ、そして……？」

　ゴクリ、と喉のどがなった。

「ここ最近魔王と仲が良いのはそなた。つまり、アイデアを出したのは……」

「おっふ！」

　なんてことだ。

　念入りに確認して、カオリもそれを守ってくれたのに。

　結局、ばれてしまうのか……。

「おっふぅ……」

　俺は、結局うなだれるしかなかったのだった。










87　おねーさまの遺産










　ある日の昼下がり、今日こそはのんびりしようと、最新版の『今年のオルティア』を書斎で読んでいると。

「こんにちはなのだー、今日も遊びに来たのだー」

「うん知ってた」

　俺はため息ついて、開いた写真集を机の上に置いた。

　人生とはままならないものだ。

　俺がのんびりしようとすると、決まって邪魔が入る。

　なんというか、運命？

　運命と書いて、「さだめ」って読むってやつだ。

　俺は諦めて、天井をぶち破って入ってきたカオリにいった。

「次来る時はちゃんとドアから入ってくれ」

「大丈夫なのだ、下僕１０２４号」

「お任せ下さい」

　どこからともなく現れた下僕１０２４号。

　前にカオリが壁を吹き飛ばした時と同じように、魔法のような手て際ぎわで天井を修復した。

「ほらね、なのだ」

「いやいや直せばいいってもんじゃない」

「それよりも何を読んでるのだ？」

「話聞けよ……」

　形式的に突っ込んだが、ため息交じりに諦めた。

　カオリは俺が机の上に開いている写真集をのぞき込んだ。

「これはなんなのだ？」

「『今年のオルティア』、多分今年一番ホットな美人だ」

「こういうのが好きなのだ？」

「好きっていうか……まあ男の子の夢だな」

　写真集の中にいる、見たことのないオルティアを見た。

　魔法を使った写真っていうのは、ぱっと見、本人と変わらない姿を紙の上に映し出すものの、多くの場合実際に見るのに比べて魅力が足りないことが多い。

　なんでだろうといつも思うが、そこのところがよく分からない。

　分かるのは。

「いつか会えたらって想像するのが楽しいんだよな、わくわく、ドキドキする」

「ふむ……ちょっと待つのだ」

　カオリはのぞき込むのをやめて、その場でストレッチを始めた。

　幼いカオリがするそれは見ていて微笑ほほえましいものなんだが……なんせカオリだ。

　何を始めるのかと、一いち抹まつの不安を抱いてしまう。

「それじゃいくのだ。せーの！」

　ストレッチが終わった後、最後に伸びをしたカオリは、ポン！　という音とともに煙に包まれた。

　煙はみるみるうちに晴れていき、そこにいたのは――。

「成功なのだ」

「……大人になった？」

「それだけじゃないのだ、その写真の女と同じ体になったのだ？」

「え？　あっ、本当だ！」

　写真を持ち上げて、「変身」したカオリと交互に見比べる。

　さっきまで幼い子供そのものだったカオリは、写真集の中にあるオルティアとまったく同じナイスバディになっていた。

「こんなことも出来るのか」

「甥おいっ子こちゃんは出来ないのだ？」

「うーん、いやまあ、やろうと思えば？」

　やったことはないけど、要するに肉体操作なんだろ？

　頑張ればやれそうな気がする――やらないけど。

　女の子の体は見るのが好きだけど、なる趣味はない。

「しかし……うん、やっぱり写真と実際に見るのとでは違うな」

「そうなのだ？」

「ああ」

　ぶっちゃけ、ドキドキする。

　なんせ最高のオルティアの最高のプロポーションだ。

　それを完全再現した実物、目の前にいるってだけで胸がドキドキ高鳴る。

　耳の付け根がかあっと熱くなるくらいドキドキする。

「……ごくり」

　カオリを見つめて、思わず生なま唾つばを飲んでしまった次の瞬間。

　ぷしゅう……って空気が抜ける音とともに、カオリが元の姿に戻った。

「戻っちゃったのだ」

「時間制限があるのか？」

「そうなのだ。こういう変身は三分くらいが限界なのだ」

「三分……三分かぁ……」

　微妙にいけそうな時間なのが悩ましい。

　いやまあ、何もしないんだけどもさ。

「それより、今日は何しに来たんだ？」

「そうなのだ！」

　カオリはポンと手を叩いて、瓶びんを取り出した。

　蓋ふたが金属製で、底と開口部が同じ広さの、変哲のない瓶だ。

「これ開かないのだ、開けてくれなのだ」

「瓶をか？」

　カオリの手から瓶を受け取って、回してみる。

　ちょっと堅い。

「なんか懐かしいな、子供の頃姉さんに同じお願いをされたっけな」

「そうなのだ？」

「ああ、あの時もそこそこ堅かったな……よし」

　堅かった瓶の蓋を開けて、カオリに差し出す。

　カオリはそれを受け取らず、「おお」と感かん嘆たんしていた。

「どうした」

「すごいのだ、甥っ子ちゃん本当に開けてしまったのだ」

「へっ？　それどういう意味だ――っておい待て、なんだこの瓶は」

　姉さんとの想い出を思い出していたからスルーしてしまったが、そもそもがおかしい話だ。

　魔王たるカオリが瓶の蓋を開けられなくて俺に開けさせただと？

　なんでそのことに気づかなかった俺。

「これはお父様と、ヒカリお姉様が封印した瓶なのだ」

「なんだって？」

「えっと……あっ、お姉様の手紙が入ってた」

　カオリの言う通り、瓶の中には小さい紙切れ、手紙が入っていた。

　カオリはそれを取りだして、読みあげる。

「この瓶の中に、おとーさんの余った力を封印したよ。開けた人は全部の能力が二倍になるから、活用してね――なのだ」

「な、なんだって!?」

　噓だろそんな、じょうだんだよな。

　俺は試しに、机にデコピンをしてみた。

　軽くやったのに、机の一角が粉々に吹っ飛んだ。

　自分の体の感覚だから分かる。

「力が……倍になってる」

「おー、おめでとうなのだ」

「なんてこった……」

　ただでさえ力で困ってるのに、倍になってしまうとか。

　今後ますますいろんなことに巻き込まれそうだと、俺は頭を抱えたくなった。










書き下ろし　子どもと遊ぶときのコツ










「甥おいっ子こちゃーん、あーそーぼー、なのだ！」

「ぐえっ！」

　よく晴れた昼下がり、屋敷の庭の安あん楽らく椅い子すでくつろいでいたら、真上から隕石のごとくカオリが降ってきた。

　カオリは俺の腹に直撃してきて、まだ消化しきってない朝ご飯がクジラの潮吹きのように吹き出しそうになった。

「な、なにをするんだ……」

「遊ぼうなのだ甥っ子ちゃん。天気がいいからお出かけ日和びよりなのだ」

「それどころ……じゃ……」

　俺は腹を抱えて悶もん絶ぜつする。

　大分ダメージをもらったから、回復魔法を自分にかける。

　致命傷級のダメージが、どうにか治ち癒ゆの光に癒いやされていく。

「……ふう。あのなあ、いきなり体当たりしてくるのはだめだぞ、俺じゃなかったら死んでたぞ」

「大丈夫なのだ。お母様のいいつけで甥っ子ちゃんにしかやらないのだ」

「確信犯かよ！」

「確信犯警察なのだ！」

　カオリはビシッ！　と敬礼の仕草をした。

「なんだそれは」

「お父様の言いつけなのだ。それを聞いたときに言えって言われたのだ。そのほかにも役不足警察と破天荒警察があるのだ」

「なるほど分からん」

　カオリの言うことがまるで分からなかった。

　カオリの母――魔王アウラとやらの話は結構うなずけることが多いんだが、父親の話は理解できないことが多すぎる。

「どういう人なんだ？　カオリの父親ってのは」

「すごい人なのだ。伝説の魔剣を二本持って血の風を吹かせてたのだ」

「ヤバイ人にしか聞こえない！」

「女の人を一晩で七七七人抱ける男なのだ」

「水増しが過ぎる！」

「甥っ子ちゃんの御先祖様の二〇〇人も、全員お父様の女だったのだ」

「意外なところ繫つながってた！　ってか初代だけじゃなくて兵士も全員女だったの!?」

　意外なところでとんでもない真実が明かされた。

　脊せき髄ずい反はん射しやで突っ込んだが、カオリの顔を見るに噓は言ってない様子。

　こんななりをしているが、その正体は数百年間生きてきた人間を超越した生物――魔王だ。

　昔話に関しては、勝者の都合で歪みまくった歴史書より遥はるかに信頼できる。

　たとえそこに好みやひいきが入っていたとしても。

「そんなことより遊びに行くのだ」

「今日は勘弁してくれ、腹が痛い」

「……本当に痛いのだ？」

「ああ」

　もう大丈夫だが、回復魔法が必要だったくらいの致命傷は負った。

　無防備なところに魔王の一撃をもらえばそうもなる。

　俺の顔から本当なのだと読み取ったカオリは、しょぼくれ顔で俺の上から地面に降り立った。

「それならしょうがないのだ……今日はストレス発散だけするのだ」

「ストレス発散？　何をするんだ？」

「お母様のいいつけなのだ。人間相手はダメだけど、本当にイライラしたときは山とか海とか壊してすっきりするといいのだ」

「怖いわ!!」

「大丈夫なのだ、人間は治せないけど山は直せるのだ」

「基準が豪快すぎる！　ってか山は分かるけど海を壊すってどうやって」

「こうするのだ」

　カオリは子供そのものの細腕を伸ばして、そばに置いていた飲みかけのティーカップに触れた。

　次の瞬間、黒い炎がティーカップの中味を一瞬で蒸発させた。

「エグいわ！　って海をこうするのか？」

「そうなのだ。ちょっとだけすっきりするのだ」

　俺はその光景を想像して――ちょっとぞっとした。

　広大な海が、魔王の黒炎で一瞬にして干ひ上あがったところを。

　そして――正体不明の力によって、多分一瞬で復元されるところを。

　さすがにちょっとぞっとした。

　それをさせるよりも……こっちでコントロールした方がいいかもしれない。

「分かった遊んでやるから」

「本当なのだ!?　何をして遊ぶのだ？」

「うーん、そうだな……」

「そうだ！　私、行きたい所があるのだ」

「行きたい所？」

　目をきらきらさせるカオリ、そこまでの表情をするほど行きたい所……それが何なのか気になった。





☆






「なんでだよ！」

　こらえきれず盛大に突っ込んだ。

　なじみの娼しよう館かんを貸し切って、ロビーに娼婦たちを並ばせて。

　それを俺とカオリが眺めて――って。

「本当なんでだよ！」

「お父様が昔、おっぱいは正義だ、って言ってたのを思い出したのだ」

「意外と俗ぞくっぽいのな！　キャラが今ひとつ見えてこないぞ」

「すべてのおっぱいは俺の物、とも言ってたのだ」

「むかつくけど憎めない男なのは分かった」

　もう無理だけど、一度会ってみたい男だと思った。

　どうやらカノー家の初代の男だし、俺の先祖でもあるようだしな。

「それにしても……おっぱいがいっぱいなのだ」

　カオリがそう言うと、娼婦たちがカオリを可愛かわいがりだした。

　抱きしめたり頰ほおずりしたり、ほっぺにキスしたりと、健全な範囲で猫かわいがりした。

　そうする分にはまったく問題ないし、カオリも楽しそうだから、突っ込まないで好きにさせた。

「ヘルメスちゃん」

「ああオルティア、わるいな、変なことに付き合わせて」

「ううん、いいよ。女の人のお客様も結構いるから」

「あんな子供はさすがにいないだろ」

「あんな子供っぽいのもいるけどね」

　オルティアはすぅと手を伸ばして指さした。その先にエルフとドワーフのハーフ、ダフネの姿があった。

　ダフネとカオリ、見た目は二人とも子供――幼女にしか見えない。

「……そうだったな」

「お金をしっかりもらうから、お仕事として頑張るよ」

　ひいきにしている娼婦は、たとえ相手が幼女魔王でも、変わらない高いプロ意識を持っていた。

「ヘルメスちゃんにもサービスするね」

「そうだな、じゃあ――」

「甥っ子ちゃん甥っ子ちゃん」

　カオリがこっちにやってきた。

「どうした」

「この女の子たち、みんな孕はらませていいのだ？」

「そんなことしちゃいけません！」

「えー？　エッチはいいのにだめなのだ？」

「それが娼館というところだ。みんな避妊魔法をかけてるんだ――破っちゃダメだぞ」

「それは無理なのだ！　魔王だからどんなに手加減しても、あらゆる結界とシールドを破いてしまうのだ」

「そうなるのね！」

　いやまあそうだろうけどさ。

「しょうがないのだ。孕ませるのがダメならあれをやるしかないのだ」

「あれ？」

　カオリは答えずに、オルティアをのぞいた全ての娼婦を連れて、近くの部屋に入っていった。

　しばらくして、なまめかしい声の大合唱が聞こえてきた。

「な、なんだこれは」

「みんな……同時に？」

　隣にいるオルティアも驚いていた。

　娼婦である彼女が、この程度のなまめかしい声に驚くことは本来ありえない。

　しかし、カオリは十数人一度に連れ込んだ。そして全員一斉に同じタイミングで喘あえぎだして――喘ぎ続けていた。

　それは「同時に」してるってことだ。

「何をしてるんだろう」

「さあ……」

　俺とオルティアが首をかしげ合っていると、部屋の扉が開き、何人かの娼婦があられもない格好と上気した肌で戻ってきた。

「しょくしゅ……」

「しょくしゅ、しゅごい……」

　どっちも、ろれつが回らない状態になっていた。

　少し遅れて、カオリも部屋から出てきた。

「なるほど、これはさすがなのだ」

「何をしたんだいったい」

「触手を使ったのだ」

「しょくしゅ？」

「お父様が唯一認めた男のスキルなのだ」

「……しょく、しゅ」

「それに、お母様も、触手で女の人にエッチなことをするのは様式美だから、魔王としてやっていいって言ってたのだ」

「間違いじゃないけど余計だよそれ！」

　人間に手を出しちゃいけない。

　それをカオリにしっかり言いつけていたから、魔王アウラとやらはまともな人間で、なんなら人格者なんじゃないかって思っていたが、まるで見当違いだったみたいだ。

　やっぱり魔王、とんでもない言行が出るわ出るわの打うち出での小こ槌づち状態だ。

「すごく楽しかったのだ。甥おいっ子ちゃん、もっと面白いところはないのだ？」

「あー……わるいオルティア、今日は」

「うん、気にしないで」

　色々と察してくれたオルティアに見送られて、俺たちは娼館を後にした。
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　夕方、始まりの地――屋敷の庭。

　丸一日遊びに付き合って、どっと疲れた俺は安あん楽らく椅い子すに倒れ込んだ。

「今日はものすごく楽しかったのだ」

「それはよかった……」

　カオリはものすごく元気だけど、こっちはくたくただった。

　魔王の体力恐るべし――って思っていたが。

「すぅ……」

　カオリは糸が切れた人形のように、こっちに倒れてきた。

　とっさに抱き留める、カオリの静かな寝息が聞こえてきた。

「……子供か」

　それは、今日一番静かなツッコミになった。

　遊ぶだけ遊んで、全力で走り回った次の瞬間、力尽きて寝る。

　まんま子供だった。

「これ、どうするべきか」

「こちらでひきとります」

「うわっ！」

　いきなり声がしてびっくりした。

　声の方を向く、そこにいつの間にやってきたのか、下げ僕ぼく１０２４号がいた。

「私どもが魔王城まで運んで、ちゃんと布団で寝かせますので」

「なるほど。じゃあ任せた」

　多分よくあることなんだろうな、と冷静な顔見知りの１０２４号の振る舞いを見てそう思った。

　１０２４号はカオリをそっと抱き上げて――俺をじっと見た。

「なんだ？」

「さすがあの方の末まつ裔えい、と思いました」

「え？」

「カオリ様が全力で遊ぶと、それについて行くだけでものすごく体力を消費します。前回はそれで二十人が廃人になりました」

「どんだけ暴れ回ったんだよ！」

「それをたった一人で……さすがです。これからもよろしくお願いします」

「ああ」

　１０２４号はカオリを抱き上げたまま、すぅ、と消えてしまった。

　黄昏たそがれの中、庭に一人残った俺。

　ボキボキと体のあっちこっちの関節を鳴らしながら、起き上がる。

「ふう……」

　息をついた。上手うまく誤ご魔ま化かせてよかった。

　子供と遊ぶときは、疲れたフリをして早く切り上げるのがコツだ。

　子供は、同じことを延々と繰り返すからな。

　こうしなければ、寝ているカオリの面倒まで見させられてたところだ。

　しめしめ――

「もう、そんなところでも手を抜く。ちゃんと本気を出してください」

「どこから見ていた姉さん！」

　１０２４号と同じく音もなく現れた姉さんに、俺は思いっきり驚いたのだった。
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　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様お久しぶり、あるいは初めまして。

　台湾人ライトノベル作家の三み木きなずなでございます。

　この度たびは『俺はまだ、本気を出していない』の第三巻を手にとって下さりありがとうございます！




　第三巻です！　これを皆様にお届け出来たのは、本当にひとえに皆様のおかげです！

　商業小説の続刊は、切なくも当然のことですが、売り上げがよくなければ出すことが出来ません。

　第二巻はタイミング的に期待値込みで刊行することもありますが、第三巻は間違いなく既き刊かんの売り上げをみて判断されます。

　ですので、断言します。




　第三巻を出せたのは１００％買ってくれた読者様のお力です!!




　買っていただいた皆様の応援にこたえるべく、三巻も頑張って書きました。

　なずなは（物語に寄せる）期待は必ずこたえるべきで、その期待を逆手にとって読者の方を打ちのめすのはよくないことだと考えます。




　黄こう門もん様は何があっても最後には絶対に印いん籠ろうを出して悪人を懲こらしめます。

　ドラ○もんも絶対になにか秘密道具を出して助けます。

　えっちぃマンガでセックスシーンがなかったら出版社にティッシュ一年分くらいの賠ばい償しよう請せい求きゆうをしてもいいと思います。




　それくらい読者の期待にはその期待と同じ方向性で応え続けるべきで、理想をいえば期待の上をいくべきだと思います。

　俗ぞくに言う「いい意味で裏切られた」がこれだと思います。

　矢や吹ぶき先生はそれゆえ神になったと私は思います、『To LOVE る』は全クリエイターがバイブルにするべきだと思います（真顔）。




　――閑かん話わ休きゆう題だい。




『俺はまだ、本気を出していない』では、主人公は本気を出しません。今回も出しません。

　でも、最強です。

　本気を出さなくても最強、本人は隠そうとして詰めが甘くてついつい目立ってしまって「あれ？　俺またなんかやってしまった？」となってしまいます。




　本作はこれまでそんな話でした、今回もまったく今まで通りの話でした。

　今まで買ってくれた方には１００％安心してお買い上げいただける作りです。

　三巻だけ読んで気になった方は、１巻と２巻もまったく同じ感じなので安心して全部お買い求め頂けます。




　切なくも当然のことですが商業小説の続刊は売り上げで決まっちゃいます（二度目）。

　この話を気に入って、次もまた読みたい方は是ぜ非ひお買い上げいただければ幸いです。




　話は変わりまして、本作のコミカライズの連載が始まりました。

　スマホアプリ「マンガＵＰ！」にて週刊連載中です。

　ベースのストーリーは原作からほぼ無改変、しかしマンガとしてものすごく面白く仕上がっております。

　怠なまけ者でいたいけど、詰めが甘くて毎回毎回（笑）なんかやらかすヘルメスがその都つ度どものすごく格好良く描かれております。

　こちらはアプリで無料でお読みいただけますので、是非是非一度読んでみて下さい！




　最後に謝しや辞じです。

　イラスト担当のさくらねこ様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。魔王カオリ可愛かわいかったです！　私が下げ僕ぼくになっちゃいそうなくらい可愛かったです！

　担当編集Ｔ様。今回も色々ありがとうございました！　全ての方にお礼を言うとページ倍増しますので「（全略）」で。

　コミカライズ担当のリキタケ様。コミカライズ素晴らしすぎてそのうち読者としてファンレター出しかねない勢いですどうか引かないで下さい。

　三巻まで刊行させてくださったダッシュエックス文庫様。本当にありがとうございます、朝晩神じん保ぼう町ちよう方面に向かって拝んでます。

　これを手に取って下さった読者の皆様方、その方々に届けて下さった書店の皆様。

　本書に携たずさわった多くの方々に厚く御礼申し上げます。




　四巻もお手に取って頂けることを祈りつつ、筆を置かせて頂きます。





二〇一九年八月某日　なずな　拝
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